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　そこは、広く真っ白な部屋だった。

　面積は三十畳じようほどもあるだろうか。

　床ゆかに敷しかれたカーペットも、壁紙も白。

　壁かべ際ぎわに置かれた本ほん棚だな、ベッドももちろん白い。

　ドアは二つあり、一つは部屋の出入り口、もう一つは風呂とトイレに繋つながっている。

　部屋の中央あたりに小さなテーブルと、クッションがいくつか転がっている。それらも色は白で、わずかながら生活感を漂ただよわせるアイテムだ。

　そのテーブルのそばで──

　少女が、天てん井じようを見上げていた。

　そこには大きな天窓があり、青い空が見えている。

　壁側に窓がないこの部屋では、その天窓だけが唯ゆい一いつ外と繋がっているのだ。

「今日もいいお天気です……」

　少女は、ぽつりとつぶやいた。

　長くつややかな黒髪に、膝ひざ丈たけの真っ白なワンピース。

　清せい潔けつ感と、そして隠かくしようもない儚はかなさを漂わせる姿だ。

「日ひ奈な子こ様──」

「……香か苗なえ」

　少女がゆっくりと、こちらを振り返る。

　十五歳という年齢よりもやや幼く見える──しかし、恐ろしくなるほど整った美び貌ぼう。

　毎日見ていても、少しも慣れることがない。

「香苗、わたし、朝ご飯食べましたっけ……？」

「……ええ。しっかりとお召めし上あがりになってました」

　しゃべると儚はかなげな美貌が台無しになるのは否いなめない。

　だが、少女のそういうところも、香苗にとっては可愛かわいらしく思える。

「お腹なかが空すいたんですか？　まだお昼前ですが、よかったらなにかご用意を──」

「いえ、食べたのならいいのです」

　日奈子は答えて、また天窓を見上げる。

　桜さくら井い日奈子──太たい陽よう教きようの導師の娘である。

　彼女は、生まれたときから十五歳になる今まで、ずっとこの部屋で暮らしてきたという。

　香苗が世話係になったのは、三年前。それ以前も、それからも日奈子は一歩たりともこの部屋の外に出ていない。

　日奈子は、実の親によって軟なん禁きんされているのだ。その理由を香苗は知らない。

　導師の娘の世話係という重大な役目に抜ばつ擢てきされたといっても、香苗は単なる一教徒でしかないからだ。













　香か苗なえの他ほかにも世話係は数人いるが、事情は誰だれも知らないようだ。

　世話係は全員若い女性で、数年の任期を終えたら教団の中ちゆう枢すうへと迎むかえ入れられるらしいが、それはまだ香苗にとっては先の話だ。

「日ひ奈な子こ様、今日もお外をご覧になっているのですね」

「他に見るものもないのです。最近はずっといいお天気なので、飽あきてきました。たまには曇くもり空ぞらもいいのですが。ああでも、あの雲は見ようによってはお猿さんに見えます」

「……もう少し、ロマンのあるものが見えるといいですね」

　日奈子の目に映る世界は、普通の人間のものとは違うらしい。

「日奈子様、よろしかったらまたなにか本をお持ちしましょうか？」

　香苗は、日奈子に問いかける。

　この部屋に置かれているのは太たい陽よう教きようの教典と、歴史関係の本だけだ。

　教団の幹部からは、外部から物を持ち込むのを禁じられているが、香苗はたまに風景を主とした写真集などを日奈子に見せていた。

　あまりにも──不ふ憫びんだったからだ。

　この歳としになるまで、文字どおりに一歩も外に出ることが許されなかった少女が。

　香苗は、自分が幸福だと思ったことはなかった。

　両親との縁は薄く、好きだった兄は自衛軍に入り、数年前に片腕を失って、どういう経けい緯いか太陽教に入信した。

　どうやら、兄は教団の警備隊長のようなマネをしているようだ。

　香苗は、その兄を追いかけるようにして入信した。兄の立場ゆえか、教団内でもすぐに信用を得ることができた。

　そして、日奈子の世話係となったのだが──

　閉じこめられた少女は、幸せとか不幸とか、そんなことを考えもしていなかった。

　香苗は、そんな日奈子の世話をするうちに、自分の幸せよりも彼女のことだけを想おもうようになっていったのだ。

「ありがとう、香苗。でも、本はもう……いいのです」

　日奈子は、少しだけ香苗に笑いかけてから首を振った。

「ですが、日奈子様。この白いお部屋は寂さびしすぎます……」

「わたしは、他のお部屋を知りません」

　日奈子はそう言って、また天窓を見上げる。

　彼女はほとんど本心を口にすることはない。

　だが、香苗にはわかっている。他の世話係たちも知っている。

　日奈子は、外に出たいなどと決して口には出さない。

　それを言えば、世話係たちが困るとわかっているからだろう。

　こんな環境で育って──それでも、日奈子は優しい性格になった。

　優しいこの少女が、香か苗なえにはどうしようもなく愛いとしかった。

　まるで、自分の妹のように。娘のように。

「そろそろ、冬というのが終わった頃ころでしょうか……」

　日ひ奈な子こは、またつぶやいた。

　彼女は四季というものすら知らないのだ。

　なんて……なんて不ふ憫びんなのだろう。

　一つだけ、香苗は日奈子について知っている。

　世話係の引ひき継つぎの際に、聞いたのだ。

　桜さくら井い日奈子は、太陽の乙女と呼ばれる特殊な存在で──

　人類の希望、なのだと。

　だからこそ、外に出せないのかもしれないが……それがなんなのだとも思う。

　香苗は、三年で他ほかの世話係と結束を強め、兄の部下でもあるこの施し設せつの警備担当者たちとも親しくなっている。

　今なら、できるかもしれない。

　日奈子が決して口に出さない、彼女の心からの願いを叶かなえることが──







「……こいつは、けっこうな土産みやげだなあ」

　幹みき原はら条じよう一いち郎ろう──ジョーは、手にした太たい陽よう教きようの教典をぽんと叩たたいた。

　ジョーは太陽教の教徒でありながら、ほとんど読んだことはなかったが。

「許可は受けているので、あなたの独どく房ぼうに持ち込んでもＯＫですよ」

　テーブルを挟はさんで、正面にはスーツ姿の若い女性が座っている。彼女はジョーに、にっこりと笑いかけた。

　ここは、北海道北端にある刑けい務む所しよの面会室だ。

　ジョーは、クロウとラーシュという剣けん聖せいヒョウカの弟で子し二人と戦い、左腕を再切断され、太陽教教徒たちが犯おかした罪を一人でかぶって、刑務所にぶち込まれたのだ。

　もっとも、片腕を失ったせいで、しばらく入院を余よ儀ぎなくされていて、入所したのはつい数日前だ。

「弁護士さん、ありがとよ」

　ジョーは、ちらりと目の前の女性に目を向けた。

　ソーディがつくったこの刑務所では、面会室に強化ガラスの仕切りのようなものはなく、直接面会人と顔を合わせることができるのだ。

　刑務所は警けい戒かい厳重ではあるが、内部では囚しゆう人じんは比ひ較かく的自由にされている。人間をナメているのか、人権を尊そん重ちようしているのかは不明だ。

「しかし、緩ゆるいといっても、こんなところがザルとはね」

　ジョーは、教典に挟み込まれた一枚の写真に指を置いた。

　それは、彼のたった一人の妹である香か苗なえを写したものだった。

　太陽の乙女、桜さくら井い日ひ奈な子この世話係を務つとめていた妹は──

　数すうヶか月げつ前、太陽の乙女を軟なん禁きん場所から逃がしてしまい、教団に処しよ刑けいされた。

　バカな妹だと思う。

　だが、同時に──心優しく、勇ゆう敢かんだった妹を誇ほこらしくも思う。

「ま、ありがたくいただいとくよ」

　ジョーは、写真を見つめて微笑ほほえんだ。

　教典はともかく、写真のたぐいは基本的に持ち込み禁止のはずだが、刑務官が見逃したのか、それともワイロでも掴つかませたのか。

「ところであんた、弁護士なんかじゃないだろう？」

　ジョーは、じろりと女性を睨にらみながら言った。

「ワタシは、あなたを助ける者ですよ」

　女性は、ジョーの視線にも動じない。

　彼女は、まだ二十代前半と思わしき若さだ。

　髪を二つのお団子シニヨンにまとめ、容よう貌ぼうは整いすぎているほどだ。

　おそらく、ジョーが行動をともにしていたスノウホワイトと同類──サイボーグだ。

　つまり、太たい陽よう教きようとも繋つながりのある軍事企業、ダイナストの手の者だろう。

「面会時間が限られていますので、さっさと言ってしまうとですね。あなたをここから出して差し上げるというお話です。むろん、合法的に」

「正確には、あんたの上司が──だろ？」

　ダイナストは各国政府とも強いパイプを持つ企業だ。

　その気になれば、ジョーを刑けい務む所しよから出すことなど、さほど難しくないのだろう。

「ただ、ここから出すだけではありません。もちろん──もう少しだけ話は続きます」

「だろうな」

　ダイナストも、ジョーがごねる可能性は承知していただろう。

　なにしろ、ジョーはみずから罪をかぶって刑務所に入ったのだから。

　この美人がどんな取引を持ち出すのか。ジョーは、少しだけ楽しみだった。

　こんなことが楽しみになってしまうとは──ジョーは、自分が退たい屈くつしていることに気づいた。






　１章　牙の道









　長野県、第２ソーディア。

　または、剣けん仙せん衆しゆうの里と呼ばれる小さな村がある。

　剣仙衆とは、剣に生きる種族ソーディの中でも最強の剣けん士しである〝七しち剣けん〟、特に優すぐれた〝剣けん姫き〟を引退した者たちで構成された組織だ。

　継承者を持たないまま現げん役えきの七剣が死んだ場合、剣仙衆が新たな七剣を指名する。

　あるいは、ソーディでも数万人に一人だけが持つ〝剣姫〟の称しよう号ごうを与えるのも剣仙衆の仕事だ。

　他ほかにもいくつか権限を持っているが、基本的には引退した者たちなので、割とのんびりしているようだ。

　剣仙衆の里は、山と森と川、畑しかないような静かな田舎いなかである。

　七剣は若くして引退する者も多いので、年寄りばかりというわけでもない。

　それでも静まりかえっているのは、引退した剣士たちはみな、穏おだやかな生活を求めているからだ。

　多くのソーディたちのように、ひたすら剣の技術を磨みがくことに必死になっているわけでもない。

「はっ……！　ふっ……！」

　だが、その剣仙衆の里で、剣を振り回している者がいた。

　里でもひときわ大きな屋や敷しきの中庭である。

　植物を好むソーディらしく、木々や花が豊かな庭に、剣を振る軽かろやかな音が響ひびいている。

「クロー……暑くないのですか？」

　庭に面した縁えん側がわに腰こし掛かけているのは、桜さくら井い日ひ奈な子こだ。

　へそもあらわな短いキャミソールに、ひらひらのミニスカートという涼しげな格好をしている。

　中庭で剣を振っているクロウも、Ｔシャツにハーフパンツという軽装だ。

　それでも、もう何百と剣を振り続けたために、汗が滲にじんでいる。

「そりゃー暑いけどな。おまえは、すっかりおくつろぎじゃねぇか」

　日奈子は、驚くほど大きなグラスにパイナップルジュースをいっぱいに注いで、ストローでごくごくと飲んでいる。

「もうこうなったら、飲まないとやっていられないのです」

「ジュースだろ。まあ……気持ちはわかるけどな」

　クロウは剣を振る手を止めて言い、日奈子はこくりと頷うなずいた。

　日奈子のそばには、二台の携帯電話ケータイが置かれている。

　そのうちの一台、二つ折のケータイを取り上げて、日奈子はぱしっと手で叩たたいた。

「せっかく覚かく悟ごを決めて電話したのに……拍ひよう子し抜けとはこのことなのです」

　日ひ奈な子こはついさっき、生まれてから一度も──少なくとも、彼女が物心ついたあとでは一度も会ったことのない親に電話をかけたばかりだ。

　だが、太たい陽よう教きようの教祖である親と連絡をつけられる、と太陽教のメッセンジャーからもらった電話は親には繋つながらなかった。

「教祖の側近、と言ってました。若い女の人の声でしたけど」

「美人かな。あと、巨乳なら言うことなしだ」

「クローの欲望は果てしないです。でも、その美人かもしれない人のお話はマジでがっくりです」

「……おまえ、本当に言葉が砕くだけてきたな」

　元々、日奈子はどこかおかしな口調ではあったが、クロウの荒あらっぽい言葉遣いの影響のせいでさらに変になってきている。

　それはともかく、美人かもしれない側近の話は──

　教祖と日奈子が直接電話で話すのは、多くの問題があること。

　対面にはもっと多くの問題があり、準備も必要なので、一週間ほど時間がかかること。

　場所については、後日あらためて指定すること。

　そして、日奈子には一名のみ付つき添そいを認めること。

　付き添いの武装は認めるが、対面場所への武器の持ち込みは禁じるということ。

　──以上である。

「世慣れてないわたしでも、もの凄すごくあちらに都合のいい条件を出されたのはわかるのです……どうしたらいいのでしょう？」

　日奈子は、ケータイをじっと見つめながら言った。

「どう……と言われてもな。会うって決めたんだろ？　行くしかねぇんじゃ？」

　とはいえ、実じつの娘を十五年も閉じ込めるような親だ。

　感動の再会が待っている、と考えるのはあまりに脳天気だろう。

「そう……ですよね」

　日奈子は、もう一台のケータイ──スマートフォンスマホを取り上げた。

　そちらは、クロウが持たせている日奈子個人の電話だ。

「夢の二台持ちなのです。春まではケータイどころか、固定電話も使ったことなかったのに、ずいぶんな進歩です」

「成長した姿を、親に見せてやるんだな。心配するな、俺おれがついていくから」

　クロウの言葉に、日奈子がまたこくりと頷うなずいた。

　日奈子も、付き添いをクロウが務つとめる件については文句はないようだ。

　最初からそのつもりで、疑問すら持っていないらしい。

「ただなあ……」

　クロウは、日本刀をぱちりと鞘さやに収めた。

　縁えん側がわに座り、まだ残っていた日ひ奈な子このパイナップルジュースをごくごくと飲み干す。

「ふぅー……日奈子の言うとおりなんだよな。太たい陽よう教きよう側に都合がよすぎる。場所はあっち指定だからな。一週間かけてトラップをどっさり仕し掛かけることもできるわけだ」

「こういうとき、クローのあくどい頭ず脳のうがとても頼もしく思えるのです」

「これくらい普通の発想だろ。武器の持ち込みＯＫっていうのも気き前まえよすぎて逆に怪しい。太陽教はダイナストとも繋つながりがあるんだよな。案内されて入った部屋で、いきなりドアが閉じて毒ガスが噴ふき出だしたら、逃げようがねぇぞ」

　剣で切り抜けられない罠わなは、クロウにとっても脅きよう威いである。

「ダイナストには、サイボーグ、〝エイジン〟の腕だの細胞だのを移植したびっくり人間、パワードスーツと、おもしろ兵器が山盛りだ。もっと素す敵てきな兵器が登場するかもな」

「こちらにも準備が必要……ということですか」

「そういうことになるな」

　とはいうものの、クロウと太陽教では条件が違う。

　資金もコネもないクロウには、一週間でできることなどたかが知れている。

「それならば、ちょうどよい」

　縁側のすぐ後ろの障子が、すらりと開かれた。

　そこから出てきたのは、白い髪を後ろで結び、青い作さ務む衣えを着た女性だった。

　七十年前の大たい戦せんで活躍し、六十年もの間、最強の剣けん聖せいの座にあった偉大なる剣けん士し。

　大だい剣けん聖せいジルンシェードである。

　見た目は三十代だが、実年齢は九十歳を越えた老人だ。

　ソーディは、体内に『光コウ』というエネルギーを秘めており、それが強い者ほど老化も遅い。大剣聖と呼ばれるほどの者となれば、詐さ欺ぎ同然な若さを保てるのだ。

　ちなみに剣聖の継承者であるクロウは、彼女にとっては孫まご弟で子しにあたる。

「イシュト、ぬしもこちらに来い。話はこちらでだ」

　大剣聖は偉えらそうに言って、縁側にどかりと座った。

「なんだ、会長もいたのか」

「大剣聖に呼ばれたんだ」

　障子の向こうから入って来た、緑の髪を長く伸のばした少女が答えた。

　髪にはバレッタをつけ、だぼっとしたカットソーにスリムなジーンズをはいている。

　イシュト──クロウが通う剣の学院の三年生で、生徒会長でもある剣士だ。

「まずは、これを見ろ」

　大剣聖は、持っていた大きな封ふう筒とうを開け、中から数枚の書類を取りだした。

　クロウと、そのそばに座ったイシュトが書類を覗のぞき込む。

「ばあさん、なんだこりゃ？　牙きばの道──ってなんだ？」

　クロウは、書類の一枚を手に取って首を傾かしげる。

　お堅かたい書類で読みにくいが、要するに〝牙の道〟というところに入る許可を与えるというものらしい。

「まったく、今時の若い者はなにも知らんね」

　大だい剣けん聖せいが呆あきれたように言って、説明を始める。

　牙きばの道とは、ソーディたちの故郷、異世界ソーディアにあった訓練施し設せつの一種らしい。

　戦後、この剣けん仙せん衆しゆうの里に、新たにつくり直されたそうだ。

　入ることが許されるのは、剣けん姫きの資格を持ち、なおかつ剣仙衆の許可を得た者のみ。

　どういう施設なのか、事前に知ることはできない。

　ただし、牙の道を抜けることができれば、三年分の訓練に匹ひつ敵てきするらしい。

「といっても、牙の道から生還できる確率は一割といったところだがな」

「確率低いな、おい！」

　クロウは、大剣聖のさりげない台詞せりふに突つっ込む。

　生還率が一割など、ほとんど自殺行為といってもいい。

「って、もしかして会長は知ってたのか？　最近、悩んでる風だったけど、入るかどうかで悩んでたのか？」

「……まあ、そんなところだ」

　一瞬だけ間を置いて、イシュトが頷うなずいた。

　どこか不ふ審しんな様子ではあるが、クロウは追及しないことにした。

　他ほかに気になることがありすぎる。

「とんでもねぇなあ。会長が悩むのも無理ねぇな」

「なにを他た人にん事ごとのように言っておる、小こ僧ぞう。ぬしも入るのだ」

　大剣聖が、クロウをじろりと睨にらむ。

「は？　だって俺おれ、剣姫じゃねぇし」

　クロウは剣けん聖せいの継承者候補ではあっても、剣姫の資格は持っていない。

「それなら問題ない。剣仙衆の会議で、牙の道の入門許可とまとめて、小僧の剣姫授与の許可も取っておいた」

「数万人に一人しか取れねぇ資格をさらりと……」

「私も、資格をもらうのはけっこう苦労したんだがな……」

　クロウがうめき、既すでに剣姫の資格を持つイシュトも嫌そうな顔をする。

「ラーシュとの戦いを見せてもらった。あの腕前ならば、剣姫の資格を与えてもなんの問題もない。ついでに、ラーシュにも剣姫の資格は与えておる」

　ラーシュは、クロウの兄弟弟で子しで、同じく剣聖の継承者候補だ。

　つい昨日、クロウとラーシュは命いのち懸がけの真剣勝負をしたばかりだ。

　もっとも、その勝負は大剣聖が孫弟子の力を見み極きわめるためにやらせた模も擬ぎ戦せんであり、クロウとラーシュがヒートアップして、命懸けになってしまっただけなのだが。

「いや、待て待て」

　クロウは右手を広げて、大剣聖を制する。

　剣けん姫きの資格をもらうこと自体はいい。

　うぬぼれ抜きでも、クロウとラーシュが剣姫の資格に相当する実力を持っていることは間違いない。

「俺おれが牙きばの道ってやつに入るのも確定なのかよ？」

「ぬしは確かに強いが、力が安定しておらん。死し剣けん使つかいとなんとかやり合ったようだが、もう一度あのときのような立ち回りができるか？」

「…………」

　クロウは、黙だまり込んでしまう。

　夏休み前に、クロウはソーディの中でも戦闘的な部族〝ブレイズ〟の最強剣けん士しである死剣使いと戦った。

　その死剣使いスイサーラは、クロウの師である剣けん聖せいヒョウカに匹ひつ敵てきする実力の持ち主で、かろうじて渡り合うことができたが、勝ったわけではない。

　力の差は明白で、下へ手たをすれば、一刀で斬きり捨てられてもおかしくなかった。

「でもなあ、ばあさん。できれば俺は、あんたに教わろうと思ってたんだよ」

「妾わたしはもう弟で子しは取らん。引退しておるからな。あと、めんどい」

「最後に本音を付け加えるなよ……」

　クロウは、がっくりと肩かたを落とした。

　しかし、確かに引退した相手に無理に教えを請こうのも気が引ける。

「というわけだ。緑髪の小こ娘むすめと一いつ緒しよに行ってこい」

「待ってください、大だい剣けん聖せい。少年も一緒に来るんですか？　別々ではなく？」

　イシュトが、やや慌あわてて言った。

「かまわんよ。二人で入ったからといって、難易度が下がるわけでもない。むしろ──まあよい」

「よくねぇよ！　そこんとこ説明を！」

　クロウは叫さけんだ。命が懸かかっているのだから、あまり曖あい昧まいにされても困る。

「牙の道は、隙すきのないようにつくり込まれてる。人数が増えれば、それに対応した試練が発動するのさね。そもそも、同行者にも気を配る必要があるだけでもキツかろう？」

「……まあな」

　クロウも、それにイシュトも、もし同行者が危機に陥おちいれば、自分がどんな状況でも助けに入ってしまうだろう。

「あのー、それはいいのですが、わたしの付つき添そいは一週間後なのです……」

「付き添い？」

　イシュトが首を傾かしげる。

　クロウが日ひ奈な子こに代わって、手短に説明する。

「太たい陽よう教きよう教祖か。私としても放ほうっておけない話だな」

　イシュトが、険しい目をしている。

　彼女とクロウ、それにラーシュの三人は、元老院議員であるシルフィ直ちよく属ぞくの調査チーム〝セイバーズ〟として、太たい陽よう教きようの教祖を追いかけたことがあった。

　今は任務が一時中断になっているが、太陽教はテロに走っている危険な存在だ。

　さらに、多くの不思議な能力を持つ日ひ奈な子この秘密を教祖が知っている可能性が高い以上、接触するチャンスは逃せない。

「で、俺おれが付つき添そうんだけど、牙きばの道って一週間で抜けられんのか？」

「最短で抜けた者は、一日かかっておらん」

「ああ、そんなもんなのか」

「ただし、そいつはヒョウカだ」

「……そりゃ参考にならねぇ」

　クロウは、小さく首を振った。

　剣けん聖せいヒョウカは、基準とするにはもっとも向かない人物だ。

「妾わたしのバカ弟で子しはともかく、早い者でも一週間はかかるさね。面会場所がどこになるか次し第だいだが、一日前には戻っておかないといかんだろう。ギリギリになるね」

「……そうか。それならいけるかな」

　クロウは、ぽつりと言った。

「師匠せんせいの最高記録は更新できねぇだろうけど、そうだな……五日で抜けてやる」

「……かなりの無む茶ちやをすることになるよ」

　大だい剣けん聖せいが鋭するどい視線を向けてくる。

　彼女は、牙の道の厳しさをよく知っているのだろう。

　だが、それくらいのことができなければ──今後の戦いは切り抜けられない。

　太陽教、ブレイズ、ダイナスト。彼らに対抗するには、クロウにも大きな成長が必要になる。

「ま、後輩がそう言ってるなら、私も引き下がれないな」

　イシュトが、ぽんとクロウの肩かたを叩たたいてくる。

　彼女も覚かく悟ごを決めてくれたようだ。

「クロー……」

　日奈子は、不安そうな目を向けてくる。

　牙の道のことなど、日奈子にはもっとわからないだろうから、心配するのも当然だ。

　クロウは黙だまって日奈子の目を見つめ返し、一つ頷うなずいた。

　あるいは、大剣聖やイシュトが付き添ったほうが戦力としては安全かもしれない。

　それでも、日奈子はクロウが同行することを望んでくれている。

　その期待に応こたえないわけにはいかない。

　日奈子が同行を望みそうな相手はもう一人いるが、彼女は今、ここにはいない。

　ならば、クロウが行く以外にないのだ。

　それに、今後に備えた力が必要だというのも事実である。

　牙きばの道を五日で抜け、日ひ奈な子ことともに太たい陽よう教きよう教祖のもとへと向かう。

　クロウにとって、唯ゆい一いつそれが進むべき道だった。







　五日で抜ける、と大口を叩たたいてはみたものの、時間がないことは事実である。

　クロウとイシュトは、すぐに準備を済ませて牙の道の門へとやって来た。

　そこは、大だい剣けん聖せいの屋や敷しきから徒歩でわずか十分。

　山の登り口に、巨大な木製の門があった。

　大剣聖が案内し、日奈子が見送りについてきている。

　それともう一人──

「おー、でっかい門だね」

　クロウの隣となりに立っているメイド服姿の少女が、感心している。

　メイド服の少女は、リンネ。

　ブレイズの一人で、彼女もまた死し剣けん使つかいだ。かつては、クロウと斬きり合いをしたこともあるが、今は彼を気に入ってともに行動している。

　ただし、危険な存在であるためにシルフィ議員によって、保険をかけられている。

　リンネが首につけているチョーカーには爆薬が仕込まれており、遠隔操作で爆破可能なのだ。最強クラスの死剣使いといえども、首が吹き飛べば生きてはいられない。

「そうだな。屋敷のすぐ近くにこんなでかいもんがあったとはなー」

　クロウは、リンネに答えた。

　大剣聖の屋敷に数日いたが、門の存在はまったく知らなかった。

「これが牙の道の入り口か……」

　イシュトも、興味深そうに門を眺ながめている。

　クロウもイシュトも、セイバーズの制服姿だ。頑がん丈じようで、戦闘に向いている。

　剣けん仙せん衆しゆうの里には避ひ暑しよに来たのだが、トラブルに巻き込まれやすい人物が揃そろっているため、念のために持ってきていたのだ。

　二人とも上着までしっかり着込んでいる。今日も気温は高いので、大変に暑苦しいが、クロウもイシュトも暑さで剣が揺ゆらぐほどヤワではない。

「かなりヤバゲな感じがするね。こんなとこ入ったら、クロちゃん死んじゃうかも」

「率そつ直ちよくな感想、どうも」

　クロウは苦笑しつつ、リンネに答えた。

「やっぱ、ボクも一いつ緒しよに行こうか？　イシュトかいちよさんだけだと心配じゃない？」

「君も、よく本人がいる前で言えるな。一応、私は年上だぞ」

　イシュトが、嫌そうに顔をしかめる。

「ああ、ボクは歳としとかあんま気にしないから。二つ上だろうが、七十歳くらい上だろうがちっともね！」

　リンネはにっこり笑って元気よく言い放った。

　大だい剣けん聖せいも、もちろん微妙そうな顔をしている。

「このブレイズの小こ娘むすめには、敬意という言葉をじっくり教えるとして……ぬしら、忘れ物はないな？　一度入ったら試練が終わるまで出られんぞ」

「忘れ物があっても、これ以上持って行くのはキツイな」

　クロウは、大きなリュックを背負っている。イシュトも同じだ。

　リュックの中身は、わずかな着替えの他ほかはほとんどが食料だ。

　五日で抜けるといっても、それだけの食料となるとバカにならない量になる。水は、牙きばの道のあちこちに、わき水があるらしい。

「ホント、重いよな。食料の現地調達ができりゃいいんだけど……」

「キノコや木の実くらいならあるだろうさ。だが、猪いのししや鹿しかは期待できんだろう。そんなもの、牙の道に迷い込んだら即そく座ざに死ぬ」

「……ホント、どんなところなんだ」

　野生動物を簡単に葬ほうむり去るなど、いったいなにが仕し掛かけられているのか。

「しゃーねぇ。そろそろ行くか、会長」

「っと、ちょいと待ちな。注意事項を忘れてた」

　前に進もうとして、大剣聖の声にクロウはこけそうになった。

「なんだよ、やっとやる気出したのに。つーか、こんな直前で注意事項とか」

「思い出しただけマシだろう。別に難しいことでもない。注意は三つ。中に入ったら、壊すな、殺すな」

「……なんだ、それ？」

　クロウは首を傾かしげる。

「中になにがあるか知らないが、今後も利用者はいるんだから施し設せつを破壊するなということだろう」

「さすがに生徒会長というだけあって、察しがよいね。そのとおりだ」

「それで、大剣聖。壊すな、殺すな、で二つ。最後の注意はなんですか？」

「生きて帰れ」

　大剣聖は真剣な顔で、それだけ言った。

　なるほど、確かに重要なことである。

「ありがたい注意だな。もちろん、そのとおりにするさ」

　クロウは、腰こしに差した日本刀の柄つかにぽんと手を置いた。

「さーて、鬼が出るか蛇じやが出でるか。それくらいで済めば嬉うれしいけどな」

　クロウは軽かる口くちを叩たたき、牙の道の門へと手をかけた。







　門を抜けて一歩踏み込んだとたん、雨のように槍やりが降ってきた。

「うおっ」

「おっと」

　クロウはわずかに身をよじるだけで槍やりをかわし、イシュトは素早くその場から跳とんでいた。

　二人がいた場所に、数十本の槍がびっしりと突つき刺ささっている。

「……ふむ。二人いれば、二人分の罠わなか。本当に二人いても問題はねぇみたいだな」

「一歩目の挨あい拶さつとしては拍ひよう子し抜けだな」

　クロウとイシュトが、二人揃そろっててどうでもよさそうに言った。

　このくらいのことは、クロウもイシュトも予想していたのだ。

「しかし……今のはともかく、こりゃすげぇな」

「まったくだ……挨拶の間抜けさも油ゆ断だんを誘う罠に思えてくる」

　どうやら、イシュトもクロウと同じ感想を抱いだいたらしい。

　牙きばの道の門を抜けた先は──はっきり言って、ごく普通の山道だ。

　ほとんど獣けもの道みちに近くはあるが、それでも確かに人の手が入った道があり、木々が鬱うつ蒼そうと茂しげっている割には周りも明るく見える。

　ちょっとしたハイキングが楽しめそうですらある。

　だが──それは見せかけだ。

「ビリビリ来るなあ。この山自体が殺さつ気きを放ってるみたいだ」

「さすが、剣けん仙せん衆しゆうが丹たん精せい込めてつくっただけのことはあるね。少年、気をつけろ。ケガでもしたら、のんびり治ち療りようしてる余裕はないかもしれないぞ」

「ケガならもうしてますけどね」

　クロウは、額ひたいを軽く指先で叩たたいた。

　そこには包ほう帯たいが巻かれている。

　夏休み前、剣けん聖せいヒョウカの妹で、クロウにとっては元上司であり、もう一人の師し匠しようのような存在であった剣けん将しようマナカに斬きられた傷が残っている。

　もう傷口自体は塞ふさがっているが、あと数ミリ深く斬られていたら致ち命めい傷しようになっていたほどだった。

「そういや、ラーシュに斬られた傷もあるしなあ」

　こちらの傷は浅いが、なにしろ昨日斬られたばかりなので、多少のダメージはある。

「君はいつも傷だらけだな。人間なのに、よく生きてるものだ」

「生きなきゃ、女の子にエロいこともできないでしょ」

　クロウは軽く言って、歩き出した。イシュトもその横に並ぶ。

「今さらだが、それが冗じよう談だんじゃないのが恐ろしいな。ところで、少年。さっきから気になってたんだが、腰こしの後ろに差してるのはなんだ？」

　イシュトは、クロウの後ろを覗のぞき込むようにして指差した。

　腰の後ろ側、ベルトからやや細身の剣がぶら下がっている。

「予備の剣すよ。剣が折れたら新しい剣を取りに戻るってわけにもいかねぇし」

　ソーディは、『光コウ』を剣に宿らせることで刃の斬きれ味や耐久性を強化する光こう刃じんという技術が使える。

　しかし、クロウはあくまで人間。光刃が使えない以上、剣が折れる危険性は常にある。

「でも、それは……例の、剣けん将しようマナカの剣だろう？」

「ああ」

　クロウは頷うなずいた。

　マナカは二刀流の使い手で、彼女の剣は二ふた振ふり揃そろって〝舞まい姫ひめ〟と名付けられている。

　彼女は剣けん帝ていアミラルとの戦いで、そのうちの一本を捨てたらしい。それをラーシュが拾い、クロウが引き取ったのだ。

　もう一本の舞姫の行方を、クロウは知らない。

　クロウとの戦闘後、マナカの遺体がどこかに消えてしまった。

　おそらく、彼女の仲間が遺体とともに、もう一本の舞姫を回収したのだろう。

「まあ、さすがはスピード命のマナカの剣ですよ。軽くて使いやすいから持ってきたってわけっす」

　舞姫の刀とう身しんは紙のように薄く、柄つかにも工夫があるのか、恐ろしいほど軽い。その分、光刃を使っても耐久性に不安があるが、そこは剣将マナカの卓越した技量で補っていたのだろう。

「それに脆もろいっつっても、七しち剣けんの一人が使ってた剣だからな。そこらのナマクラなんか比べものにならねぇ」

「……まあ、君がそれでいいなら私はなにも言わない」

　イシュトは言葉とは裏腹に、なにか言いたげだ。

　彼女は、クロウがマナカを斬ったことを気に病やみすぎていないかと、心配しているのだ。

　もちろん、クロウにとってマナカは大きな存在だった。

　その彼女を斬きり殺してなんとも思っていないなど、口が裂さけても言えない。

　それでも──他ほかでもない、そのマナカが言ってくれたのだ。

　自分を斬ったことを誇ほこりに思え、と。

「ま、こんな特殊な剣を使うのもいい訓練になるさ。っと、次が来ますよ」

「わかってる」

　クロウとイシュトは、同時に立ち止まった。

　十数メートルの高さの木々のてっぺんあたりから、なにかが大量に降ってくる。

　今度は槍やりではなく──丸太だった。

　一本一本が、クロウとイシュトの身長を二人合わせたよりも長く、太さも相当だ。直撃したら、一瞬でミンチだろう。

　もちろん、クロウもイシュトも潰つぶされたりはしなかった。

　軽々と丸太をかわし、さらに走って行く。

「と、また次だ。立て続けだな」

　つぶやいたクロウの正面から、びゅんびゅんと数本の矢が飛んでくる。

　これもまた、クロウとイシュトには問題ではなかった。矢を剣で払うのは、さほど難しいことではない。

　二人とも数十本の矢の弾幕をあっという間に払いのけ、止まらずに進んでいく。

「なあ、少年。張り合いがないな。これじゃ──」

　隣となりを走るイシュトが困ったように言って──はっとなにかに気づいた顔になる。

「……少年、ここまでは準備運動だったようだな」

「まあ、延々と準備運動が続かなくてよかったっすよ」

　クロウたちが進んだ先は、広い窪くぼ地ちになっている。その中央あたりまで進み、二人は油ゆ断だんなく周りを見渡した。

「来たぞ、会長」

　窪地の周りの木々から、次々と黒い人ひと影かげが現れる。

　人数は二十人程度。全員が真っ黒な着物のようなものを着て、口元に布を巻いている。

　まるで、物語に出てくる忍にん者じやのようだ。わずかに見える顔や、身体からだつきを見る限り、忍者もどきたちはみんな女性らしい。

「忘れるなよ、少年。殺すな壊すな、だ」

「こいつらを殺すな？　いきなり、難易度が跳はね上がりすぎじゃね？」

　クロウは、思わずぼやいてしまう。

　忍者もどきたちは、全員が同じような長ちよう剣けんを腰こしに差している。

　わずかな仕草や、気配から察するに相当な手て練だれたちだ。おそらく、剣けん姫きクラスだと思って間違いない。

　二十人もの剣姫クラスを斬きるだけでも困難なのに、殺さずに仕し留とめるなど不可能に近い。

　だが──その不可能をやれ、というのが牙きばの道の試練のようだ。

　それもまだ試練の一つ目、というだけかもしれないが。







「ねえ、おばーちゃん。牙の道の試練って、どんなのなの？」

　リンネは、テーブルの向かい側で座ざ椅い子すに腰を下ろしている大だい剣けん聖せいに問いかけた。

　クロウたちを見送って、リンネと日ひ奈な子こ、大剣聖はさっさと屋や敷しきに戻ってきた。日奈子はしばらく門の前で待ちたそうだったが、待つのは無意味だ。

「それは教えられんと言っただろう。剣けん仙せん衆しゆうだけが知る秘密なのさね。あらかじめ知られていては、試練にならん」

「でも、ボクが牙の道に入ることは絶対にないだろうし。もちろん、ひーちゃんも」

　日奈子はリンネの隣に座り、ごくごくとジュースを飲んでいる。

　なにしろ、リンネはソーディに反逆するブレイズだ。ソーディの施し設せつに入れるわけがない。

　日ひ奈な子こなど、試練に関係なく、あんな山道に入ったら無事に戻ってこられない。

「そうだが、そういう問題でもないさね。というか、ぬしは興味があるのか？」

「クロちゃんがボクをほったらかして、なにして遊んでるのか気になるね」

「この世でもっとも遊びからほど遠いことをやっとるだろうよ。死んでもおかしくない、という話はぬしも聞いただろう」

「そんなの、クローにはいつものことなのです」

　ジュースを飲み干し、日奈子が独り言のようにつぶやいた。

「そうさね、あのレベルの剣けん士しならば修しゆ羅ら場ばはくぐっているだろうが」

「ボクはあんましくぐってないなあ。クロちゃんとサーラお姉ちゃんに殺されかけたくらい？」

「二度殺されかけただけで充じゆう分ぶんな気もするのです。わたしはよく拉ら致ちはされますが、あまり命は狙ねらわれていないです。どうですか」

　日奈子は、偉えらそうに豊かな胸を張る。

「んにゃ、威い張ばられても……って、いやいや、そうじゃなくて。クロちゃんたちがどんな目に遭あってるかだよ」

「……まあよい。確かに、ぬしらが牙きばの道に入ることはないし、他た言ごんもすまい。あそこには、我ら剣けん仙せん衆しゆうが牙の道の試練のために育てた剣士たちがおる」

「へー、試練のために？　どんな人たちなの？」

「全国から引き取った、孤児の女ソーディたちだ。この里で育てるのと引き替えに、一定の期間、牙の道で戦うことを義務として課しておる。十五、六歳から二十歳はたちくらいまでか。それが終われば、あとは自由さね」

　リンネの質問に、大だい剣けん聖せいが答える。

「ソーディの女の子たちかー。可哀かわい想そうに……その人たち、みんなクロちゃんのセクハラの犠ぎ牲せいに……」

「おっぱいを揉もまれるだけで済んだらラッキーなのです」

「妾わたしはよく知らんが……孫まご弟で子しはそんなにひどいのか？」

「「ひどい」」

　リンネと日奈子が、ぴたりと口を揃そろえて言った。

「妾はとんでもないケダモノを、牙の道に解き放ってしまったのか……」

「でもさ、その剣士さんたちがどんだけ強いか知らないけど、クロちゃんたちに勝てるかなあ。あの二人、さくさく倒しちゃうんじゃない？」

「どうかね。牙の道に入った者の中には、二人より強かった者も少なからずいた。それでも、生還者は本当にごくわずかだった。精神も肉体も極きよく限げんまで追い込むからこそ、ごく短期間で強くなれるのさね」

「……わたしには疑問なのですが、本当に一週間やそこらで強くなれるのですか？」

　日ひ奈な子こは、リンネのジュースを勝手に取って飲みつつ言った。

「むろん、仕込みは剣けん仙せん衆しゆうが育てた剣けん士したちだけではない。お楽しみはいろいろあるさね。それに……あの二人には伸のびしろがたっぷりとある」

　大だい剣けん聖せいは、座ざ椅い子すの背もたれに軽く体重を預ける。

「イシュトは、技術や力は既すでに充じゆう分ぶんすぎるほどある。あとは、精神的な壁を乗り越えられるかだ。牙きばの道は、心を磨みがく場所でもある。心の問題が剣先を鈍にぶらせているあやつにはうってつけだろう。壁さえ越えれば──一気に化ける可能性はあるさね」

「ふーん……」

　リンネも、イシュトの強さは多少知っている。

　クロウから聞いたこともあるが、どこか奇き妙みような感じのする剣士でもある。

「確かに、かいちょさんは変わってるもんねえ。剣もそうだけど、優しすぎるくらい優しいっていうか、普通のソーディと違う感じ」

「……違う、ということをまだ持て余しているのだよ、あやつは」

「貧乳って以外にも大変なんだねえ、かいちょさんは」

　リンネにはよくわからないが、そういうことなのだろう。

「クローにも壁があったりするのですか？」

「あやつは、イシュトよりももっと厄やつ介かいさね。壁を越えるというより──壊さなければならないのかもな」

「そんな言い方じゃ、ボクの悪い頭には伝わらない！」

「威い張ばるんじゃない。どうせ、本人たちの問題だ。ぬしらはただ待ってればよい」

「えー」

　リンネは、不満を隠かくさなかった。

　とはいえ、待つしかないことをリンネはよくわかっている。

　クロウの帰還も──以前の彼への告白の返事も、待つしかないのだ。

「あの、大剣聖さん……」

「ん？　なんだい、人間の小こ娘むすめ」

「わたしも、ちょっとやってみたいことがあるのです……」

「…………？」

　日奈子のお願いに、大剣聖が怪け訝げんな顔をしている。

　リンネにも少し意外だった。消費カロリーを少なくすることに全力を注いでいるような日奈子が、自発的に動くなど珍めずらしいことだ。

　厳しい試練に身を投じたクロウたちに影響されたのだろうか。

　静かな避ひ暑しよ地ちに来たはずなのに、事態がいくつも動き出している。

　だが、リンネには首輪があり、彼女が下へ手たに動き回ると、クロウに迷惑をかけることになってしまう。

　リンネには、まだ自分がなにをすべきか見えていなかった。







「ふっ……！」

　クロウは、黒い剣けん士しの斬ざん撃げきを日本刀で受け流し、返す刀で相手の胴どうを払った。

　黒い剣士はその場にどさっと倒れたが、すぐに起き上がり、再び剣を振るってくる。

「ちっ……！」

　クロウは舌打ちして、黒い剣士の剣を弾はじいた。ぱっ、とオレンジ色の火花が散る。

　さっきのクロウの一撃は、峰みね打うちだったのだ。

　ソーディでも、まともにクロウの一撃をくらえば悶もん絶ぜつするが、気絶させるのは難しい。

　殺してはいけない、という条件がある限り、クロウが黒い剣士たちを仕し留とめるのは至し難なんの業わざだった。

　気絶させるには、頭に一撃を打ち込んで脳を揺ゆらす以外にない。

「少年！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　クロウのすぐそばで、イシュトが剣を振るっている。

　彼女の愛剣──雷ライ狼ロウ牙ガはランスのような形で、先端が鋭するどく尖とがっているが、刃はついていない。

　刀とう身しんを打撃武器として使い、黒い剣士を昏こん倒とうさせているようだ。

「残念ながら、まだ大丈夫だよ」

　クロウは剣をかわしながら答えた。

　彼が使う剣術、古コ流リユウは人間がソーディと戦う唯ゆい一いつの技術である。

　予備動作と殺さつ気きを抑おさえて斬撃を放ち、軌き道どうを巧こう妙みようにずらし、上段かと思えば下段、胴かと思えば首を狙ねらう。さらに、速度を微妙に速めたり遅れさせたりと、タイミングを変える。変へん幻げん自じ在ざいの剣には、ソーディでも対抗できない。

　さらに、ソーディ独特の剣を放つ際の強い殺気──斬ざん気きを感知し、予備動作から動きを読み、絶妙な角度で刃を合わせることで彼らの豪ごう剣けんを受け流す。

　一つ間違えればクロウは剣を折られ、そのまま斬きられるだろう。

　ソーディへの唯一の対抗手段は、恐ろしいほどの綱渡りなのだ。

「ったく、面めん倒どうだなぁ！」

　クロウは、黒い剣士の刃をかいくぐり、峰打ちでアゴに直撃させる。

　黒い剣士は、小さな悲鳴を漏もらして倒れていく。

　しかし、すぐに次の黒い剣士が襲おそいかかってくる。斬りかかってくるのは一人ずつだが、間髪入れずに新手が来るため、休む暇ひまもない。

　こいつも、できるな──

　相手をするのはこれが四人目だが、揃そろいも揃って相当な手て練だれだ。それが次々と襲ってくるのだから、綱渡りで戦っているクロウにはキツすぎる。

「おおっと！」

　クロウは新手の剣を紙一重でかわし、相手の首筋に鋭するどい一撃を叩たたき込んだ。

　黒い剣けん士しは倒れ、新手は──来なかった。

「なんだ、お休みをくれんのか？　それとも俺おれたちが強すぎてビビったとか？」

　クロウは日本刀を中段で構かまえながら挑ちよう発はつ的てきに言う。

　黒い剣士たちは、まだ十人ほどいる。

　クロウが四人、イシュトは六人倒したようだ。

　これでようやく半分。イシュトはもちろん、クロウもまだ息は切れていない。

「……愚おろかな。牙きばの道を、おまえたちは甘く見すぎだ」

　黒い剣士の一人が、突とつ然ぜん口を開いた。

　最後まで無言を貫つらぬくかと思いきや、クロウには意外な事態だった。

　だが──

「おいおい、マジかよ」

「最初の罠わなが天国のように思えるね」

　クロウとイシュトが、呆あきれつつ愚痴る。

　意外な事態は、まだこれからだった。

　窪くぼ地ちを取り囲んでいる木々の間から、新たな黒い影が次々に現れる。

　新手の黒い剣士たちの数は──およそ百名。

　全員が剣を抜き、クロウたちに殺さつ気きを向けてきている。

「半分ずつとしても、五十人かよ。まだ十人残ってるのに、おかわりは早すぎんだろ。しかも殺しちゃダメって？　この人数を相手に？」

　数、というのは圧倒的な力である。

　その認にん識しきは、ソーディだろうと人間だろうと変わらない。

　まだ十五歳という若さで戦い慣れているクロウでも、五十人というのは未知の領域だ。

　しかも、全員が剣けん姫きクラスの手て練だれと来ている。

「だが、我らもおまえたちを甘く見ていた。我らは、おまえたちを手段を問わずに仕し留とめることを命じられている。もう、ソーディらしさなどにはこだわらない」

「……さらに状況が悪化しやがったよ」

　クロウは、思わず笑ってしまった。

　ソーディは基本的に正々堂々とした戦いを好む。

　つまり一いつ対たい一いち、飛び道具を使ったり卑ひ怯きようなマネはしないということだ。

　だが、今の黒い剣士の言葉は、それらの制約を解くという意味だろう。

　一対一を五十回、ならまだどうにかできそうだったが、五十人が一いつ斉せいにかかってきたら、さばききれるかどうか。

「来るぞ、少年！　死ぬなよ！」

「会長もな。あんたには、まだセクハラしきれてないんだ！」

　イシュトに軽かる口くちで応こたえ、クロウは斬きりかかってきた黒い剣士に立ち向かう。

　正面からの斬ざん撃げきを古コ流リユウで受け流し、容よう赦しやない背後からの一撃を屈かがんでかわす。

　ソーディの強きよう烈れつすぎる剣が、ごうっと音を響ひびかせながら頭上を通過していく。

「ったく！」

　クロウは、振り向きざまに日本刀を振るって背後の剣けん士しの肩かたに峰みね打うちを叩たたき込む。

　急所を上う手まく狙ねらう余裕はなかった。

　前後だけでなく、左右からも敵が襲おそってくる。

　見事に連れん携けいの取れた攻撃だ。同どう士し討うちを避けつつ、巧みにクロウの急所を狙ってきている。

「花カ散サン乱ラン撃ゲキ──」

　クロウは、四方から襲いかかってきた黒い剣士たちの刃に、次々と斬撃を叩き込む。

　花散乱撃は、大勢を相手にする際に複数の剣をさばくための技だ。

　相手の刃を受け流しつつ、体勢を崩くずさせる絶妙の打ち込みに、四人の黒い剣士たちの刃は逸それていく。

「くっ……！」

　クロウは、体勢を崩した剣士たちの間をすり抜けつつ、全身に走る痛みに顔をしかめた。

　花散乱撃は本来、クロウのみが使える『光コウ』を無理矢理引き出して全身に巡めぐらせ、身体能力を向上させる〝光こう身しん〟を発動させた場合のみに使える技だ。

　クロウの力量が上がっているからこそ、通常の状態でも使えたのだが、全身を酷こく使ししすぎるため、光身なしで繰くり出だすのは自殺行為に近い。

「でも、しゃーねぇよな！」

　出だし惜おしみして斬きられるよりは、リスク覚かく悟ごで自殺行為をするほうがマシだ。

　クロウは、目の前に飛び出してきた新手の手首を峰打ちし、返す刀でまたアゴに一撃を叩き込んだ。

「遅おせぇ！　マナカの剣は、もっと速かったっつーの！」

　さらに、三人が一いつ斉せいにかかってくる。

　しかも、今度は同士討ちも覚悟の決死の攻撃だ。鋭するどい踏み込み、跳とび上がって空中からの振り下ろし、下から突つき上げるような攻撃──三人が異なる斬撃を繰り出してくる。

　踏み込んで来た剣士に、クロウも踏み込んで一気に間ま合あいを詰める。刃ではなく、剣の柄つか頭がしらを相手のみぞおちに叩き込む。

　踏み込んで来た勢いも利用した、古流の当て身──破は月づき、である。

　同時に、下からの斬撃をかわしつつ、飛びかかってきた黒い剣士に、破月を叩き込んだ相手を盾たて代わりにして身体からだをぶつける。

「おっとっとぉ……！」

　二人を地面に押し倒しつつ、クロウはくるりと前転して、その場から逃れる。

「貴様……！」

　倒されたうちの一人が、すぐに体勢を立て直して斬りかかってくる。

「ふっ……！」

　クロウは剣を一いつ閃せんさせ、斬きりかかってきた剣けん士しの側頭部に峰みね打うちを叩たたき込んで仕し留とめた。

「さーあ、調子出てきたぞ」

　クロウは、剣をいつもの中段に構かまえ直す。

「会長。俺おれはちょっと見えてきたぞ。ここを──生き残る道が」

　クロウはにやりと笑う。

　黒い剣士たちが何者で、どんなクセを持っているか。

　相手のことがわかれば、戦い方も見えてくる。

　この数をさばけるか、それはまだわからないが──絶体絶命ではない。

「後輩にそう言われては、私も弱気にはなれないな」

「弱気になんかなってねぇくせに」

　クロウは笑い、イシュトも微笑ほほえんだ。

　数十人の黒い剣士たちは、クロウたちを取り囲み、じわじわと包囲を狭せばめてきている。

　今度は、この数十人が一いつ斉せいに来るのかもしれない。

　しかし、それはそれで面おも白しろい──

　クロウは恐怖を感じつつも、そんなことを思ってしまっていた。

「おおおっ！」

　数人の黒い剣士たちが、一斉に空中に舞い、剣を振り上げながら襲おそいかかってくる。

　刃やいばを交まじえ、火花を散らし、ごくわずかな隙すきを突ついて峰打ちでの斬ざん撃げきを次々に叩き込む。

　クロウの剣は止まることなく、銀色の軌き跡せきを描きつつ、黒い剣士たちを仕留めていった。







　大だい剣けん聖せいの言ったとおり、牙きばの道にはわき水があちこちにあった。

　それだけでなく、小さな沢もいくつかあるようだった。

「いてて……」

　クロウは、左腕を沢にひたし、顔をしかめた。

　肘ひじの近くに薄く走った傷が、水に触れているだけでびりびりと痺しびれる。

「傷は綺き麗れいになったか？　じゃあ、包ほう帯たいを巻こう」

　イシュトが近づいてきて、リュックから包帯を取り出して、クロウに巻きつけていく。

「よかった、軽くかすっただけで済んだか。よし……できた」

　彼女は包帯を巻き終え、微笑んだ。

　確かに傷は浅く、血も止まっている。剣を振るうのに支障はなさそうだ。

「ありがとよ、会長。しっかし……しんどかったなあ」

「百人……いや、最初にいたのを合わせると百二十人か。学院では集団戦も習ったが、あれだけの人数を相手にしたのは初めてだった」

　イシュトは深い息をつき、水すい筒とうの水を口にした。

　黒い剣けん士しに襲おそわれてから、三時間ほどが経過している。

　クロウとイシュトは、山中を走り回りつつ、百二十人の剣士たちを全員打ち倒した。

　経けい緯いと結果を言うと、それだけだが、信じられないほどに濃のう密みつな三時間だった。

「よく生きてるよなあ、俺おれ……」

「本当に、よくその程度の傷で済んだな。君は不死身なんじゃないかという気がしてきたよ」

「不死身じゃ強くなれない。死にたくないから、強くなろうとするんだよ」

「少年もたまにはいいこと言うな。さて、先に進むぞ。まだ、入って数時間だからな。これからなんだろう」

「そういや、そうすね」

　まだ序の口で百人以上と戦わされたというのも恐ろしい話である。

　牙きばの道に満ちている殺さつ気きは、まだビリビリと肌はだに突つき刺ささるほど強きよう烈れつだ。さっきの黒い剣士たち以外にも、なにかが潜ひそんでいるのは確実だろう。

「今度こそ、鬼が出るか蛇じやが出でる──か？」

　クロウは、首を傾かしげた。

　いきなり目の前に──今まで確かになにもなかったところに、彼女はいた。

　眼鏡めがねをかけた顔に、お下げの髪。不吉に輝く赤い瞳ひとみ。

　身体からだにフィットした、黒いラバースーツ。光こう刃じんの輝きに包まれた、細い剣。

「おまえは──！」

　クロウが目を見開いたのと同時に、彼女が跳とび上がった。

　空中から落下しつつの攻撃──さっきの黒い剣士からも同じものをくらったが、こちらのほうが数段鋭するどかった。

　クロウは古コ流リユウで迎げい撃げきし、交かわした刃から白い光が飛び散った。

「なんでだ、なんでおまえがいる──ネーナ！」

　ネーナ──彼女は、剣の学院の同級生で、その正体はブレイズだった。クロウとも数回戦い、最後は友人でもあったセフィに斬きられて死んだ。

　そう、彼女は間違いなく死んだはずだ。セフィが手厚く葬ほうむったこともクロウは知っている。

　ネーナは、次々と剣を繰くり出だしてくる。ぴょんぴょんと跳びはねながら、落下のスピードを剣に乗せて、細い身体からだからは想像もできない鋭い斬ざん撃げきを放ち続ける。

「変装か、特殊メイクか？　ずいぶんと悪趣味じゃねぇか！」

　クロウは軽かる口くちを叩たたきながら、内心で自分の台詞せりふを否定していた。

　変装などではない。姿形だけではなく、太た刀ち筋すじもまさにネーナのものだ。

　だが、クロウは亡ぼう霊れいなど信じない。目の前にいるのはネーナではありえない。

「試練なんだからな。別になにをやられようが、文句はねぇけど。いや、あるけど、こいつだって倒しちまえばいいんだろ！」

　目の前の剣けん士しは、強さも含ふくめてネーナそのものだ。しかし、クロウはネーナに手こずったものの、一度たりとも負けていない。

　そして、クロウはネーナと戦ったときよりさらに強くなっている──

「ふっ……！」

　クロウは気合いとともに、ネーナの剣を弾はじき、刃を逆に返して頭を狙ねらって斬ざん撃げきを放つ。

「……なっ!?」

　その瞬間、ネーナの姿が霞かすんだかと思うと、跡あと形かたもなく消えてしまう。

　そうかと思えば──

「っと！　いったいどうなってんだ!?」

　クロウは叫さけびつつ、襲おそいかかってきた刃の一撃を受け流す。

　今度は──リンネがクロウに斬きりかかってきているのだ。

「リンネは、頭悪そうなメイド服を着てるはずだろ！」

　クロウの前にいるリンネは、セーターにミニスカートと、学校の制服姿だ。

　両手で双そう頭とうの槍やりのような剣、銀ギン翼ヨクをくるくると回しながら、斬撃を繰くり出だしてくる。

「ちょっ、おいっ、くそ……！」

　リンネは、剣士としてはまったく未熟だ。

　剣を学んで一年やそこらで、実戦に出たのはごく最近だからだ。太た刀ち筋すじは荒あらっぽく、動きにも無む駄だが多い。

　だが、その荒く無駄の多い動きが、クロウにとっては相あい性しようが最悪なのだ。

　相手の動きを読み、自分の動きを読ませない剣、それが古コ流リユウだ。

　しかしリンネは、まともに剣を学んで育ったソーディならばありえないような太刀筋を使う。クロウには、ひどく読みにくいのだ。

「今さら、またこれとやり合うとはな……！」

　読みづらい太刀筋に、双頭の特殊な剣。

　それも──リンネは本気でクロウの命を取りにきている。

「くっ……！」

　バキン、と鈍にぶい音を響ひびかせてクロウは銀翼を弾いた。

「…………！」

　リンネは弾かれた勢いを利用して、銀翼を大きく振りかぶった。

　その大振りを、クロウは待っていた──

「花カ散サン乱ラン撃ゲキ──！」

　銀翼の刃と柄つかに、斬撃をほぼ同時に幾いく閃せんも叩たたき込む。

　振り下ろされようとしていた銀翼の軸がブレて、リンネは身体からだをよろめかせた。

「ふざけるんじゃねぇよっ……！」

　クロウは刃を返さず、そのまま──リンネに向けて胴どう払はらいをかけた。

　古流で放たれた剣は、吸い込まれるようにリンネのくびれた細い腰こしを斬り裂さき──さっきのネーナと同じように、ぱっと姿が消えた。

「……やっぱりな」

　死んだはずのネーナの出現。それになにより、間違っても今のリンネがクロウに刃を向けるはずがない。

　クロウは、リンネを信じている。

　自分のことを好きだと言ってくれた女の子を信じている。

「……そういや、もう一人俺おれを好きって言った奴やつは、俺に剣を向けまくってたな」

　クロウはなんだか、いろいろ台無しな事実に気づいてしまう。

　それはともかく──

　クロウに斬きりかかってきたのは、いるはずのない剣けん士しで、やるはずのないことをやった剣士だ。

　それに、剣を交まじえたときの手て応ごたえに微妙な違い和わ感かんがある。

　おそらく、敵は──

「なんの仕し掛かけか知らねぇけど、正体見せるならさっさとしろ」

　亡ぼう霊れいではないが、実体を持った生物でもない。

「……少年！　無事なのか！」

　遠くから、イシュトが大声で叫さけんでくる。

　彼女もまさに、誰だれかと斬り結んでいるところだった。その誰かは、クロウの目には輪りん郭かくがぼやけていて、白い亡霊のように見える。性別すらわからない。

　理屈はさっぱりだが、おそらくイシュトにはクロウが立ち会っている相手はネーナやリンネではなく、白い亡霊に見えるのではないか。

　逆に、イシュトの目には、あの白い亡霊は何者かの姿に見えているのだろう。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだよ──今のところはな！　そっちは誰と戦闘中っすか！」

「天剣ソーシャだ！　そうか、君には見えてないのか！」

　イシュトが、大声で怒ど鳴なるように言った。

　天剣ソーシャ──なぜそんな名前が出てきたのか。

「……って、それどころじゃねぇか」

　クロウは、目の前に再び現れた、ここにいるはずのない剣士を凝ぎよう視しする。

　燃えるような赤い髪に、ブルーのジャージ、それにグレーのミニスカート。

　ジャージの両りよう袖そでから、短い刃が飛び出している。

「偽者だとわかってても、気が滅め入いるツラだな。サーラ……みたいな誰かさん」

　死し剣けん使つかいスイサーラ──通称サーラ。剣けん聖せいヒョウカにすら匹ひつ敵てきする、文字どおり最強の剣士である。

　クロウは、何度このサーラに殺されかけたことか。

「…………！」

　サーラがいきなり動いた。クロウが何度も見た、ほとんど瞬間移動のようなスピードだ。

　袖そでから飛び出した刃──サーラの愛剣〝神シン鳴メイ刃ハ〟が振るわれる。

　軽い音を立てて、クロウがその刃を受け流す。ほとんど衝しよう撃げきを受けることもなく、威い力りよくを殺して見事にさばいていた。

「サーラの剣はもう見慣れてる……つっても、速はえぇな！」

　クロウはタイミングを読んで、下から跳はね上げるようにしてサーラの剣を弾はじく。

　サーラがわずかに体勢を崩くずした瞬間、クロウは後ろに跳とんで間ま合あいを空けた。

「おまえとはもう散々やって飽あきてんだよ。しつこいよな、サーラは」

　クロウがなにを言っても、サーラは答えない。

　ネーナにしろリンネにしろ、決して口数が少なくない二人もだんまりだった。それも、彼女たちを偽者と判断できる理由の一つだ。

「つっても、偽者だろうがなんだろうが、実際に手て応ごたえはあるからなあ。斬きられりゃ死ぬのかな？　まあ、そいつを試す気は──」

　言いかけて、クロウはぎょっとした。

　サーラが二本の剣を胸の前で交差させ、刃に宿った白い光がまぶしいほど輝いている。

「神しん鳴めい爆ばく天てん破はか──！」

　ぞくり、と悪お寒かんが全身を駆かけ巡めぐっていく。

　サーラの全力の剣と爆発の術じゆつ法ほうを合わせた奥おう義ぎである。術法は発動していないようだが、剣だけでもクロウを粉こな微み塵じんに砕くだける威力があるだろう。

「もう二度と見たくもなかったけど……やるしかねぇよなあ！」

　クロウもまた、奥義の九きゆう天てん聖せい斬ざんを発動させる。

　光こう身しんなしでは四本の光しか見えないが、それでもサーラの奥義をくぐり抜けて斬ざん撃げきを叩たたき込む軌き跡せきが走っている。

「うおおおおおっ！」

　クロウが中段の構かまえから、軌跡の一本をなぞりながらサーラに斬りかかっていく。

　日本刀の刃は、神鳴爆天破が発動する前にサーラを袈け裟さ懸がけに斬り──

「ぐおっ……!?」

　しかし、クロウは今まさに発動しかけていた神鳴爆天破の衝撃波だけで吹き飛ばされ、サーラの身体からだに食い込んでいた刃も抜けてしまう。

　さらに──飛ばされたまま、着地を決められなかった。

　なぜなら、クロウが飛ばされた先に地面がなかったからだ。

「マジで……!?」

　確認するまでもなく、事実だった。

　クロウが飛ばされたところは、崖がけのようになっており、地面は二十メートル以上も下、そこはごつごつした岩場になっている。

　しかも、空中に飛ばされているクロウにはなすすべがない。

　まさか、こんなところで──

「少年っ！」

　突とつ然ぜん、クロウの身体からだがふわりと柔やわらかな感触に包まれた。

　それは確認するまでもなくイシュトで、彼女はクロウの身体を抱きかかえている。

「離れるな、少年！　変なところは掴つかむなよ！」

「変なところは掴まれるほど大きくないじゃん！」

「運よく助かっても刺さすからな！」

　クロウはイシュトと毒どく舌ぜつを応酬しながら──そのまま重力に引かれて落ちていった。







　ぽつん、ぽつんと水すい滴てきが落ちる音がする。

　誰だれかが水道をきちんと締しめなかったのか。セフィは几き帳ちよう面めんだから、犯人は日ひ奈な子このほうか。

「…………」

　違う、とクロウは気づいた。

　剣の学院内に、クロウと日奈子、それにお目め付つけ役やくと称しようしているセフィが同居している家があるが、そこに戻っているわけがない。

「んん……」

　クロウは、ゆっくりとまぶたを開けた。

　顔のすぐそばに、ぽつぽつと水滴が落ちてきている。

「洞どう窟くつ……？」

　光がかすかに差し込んでいて、周りも地面も岩なのがわかる。

　クロウは、地面に敷しいたシートに寝かされ、なにか柔らかいものを枕まくらにしていた。

　身体を起こし、枕を確認する。セイバーズ制服の上着だった。

「会長の服か……どうなったんだ……？」

　全身がズキズキするが、かなりの高さから落ちたにしては、たいしたことはない。

　イシュトがかばってくれたのは間違いないだろう。その彼女はどこに行ったのか。

　クロウは立ち上がり、光が差しているほうへ歩き出す。洞窟は二人並んで歩けるくらいの広さがあり、高さも頭がつかえることはない。

　数メートル進んで、洞窟の外に出ると──

「あ…………」

　イシュトは、洞窟の出口のすぐそばにいた。

　真っ白な背中をクロウのほうに向けている。上半身は完全に裸はだかで、下は薄いイエローの可愛かわいいパンツをはいているだけだ。

「なっ、ななな……」

　イシュトが、ギギギと壊れたロボットのような動きで後ろを振り向く。

　身をよじったせいで、胸のふくらみまでが見えてしまっている。やはりイシュトの胸は小さいが、それでも丸みを帯びた綺き麗れいな形をしていた。

「いつまで見てるんだ、少年！　目を逸そらすとかしろ！」

「どうしようかな……」

「悩むところか！」

　イシュトは、そこでようやく胸までさらしていることに気づき、さっと手でふくらみを隠かくし、その場に屈かがんで身体からだを丸める。

「でも、落っこちたあと、俺おれがどうなったのか知りたいしな……」

「刺さすぞ」

「ごめんなさい」

　クロウは、ストレートな脅しにあっさりと屈し、後ろを向いた。

　がさがさとイシュトが身繕いをする音が聞こえてくる。

「……よ、よし。もうこっちを向いていい」

　クロウは再びイシュトのほうを向いた。

　当然だが、彼女はきちんと服を着てしまっていた。

「まったく……君、目覚めるの早すぎるぞ。あの高さから落ちたんだから、しばらく起きないと思ってた」

「それで油ゆ断だんしてたってわけか」

「ああ、そうだよ。着地したのはいいが、泥どろだらけになったからな。タオルで身体を拭ふいてたところなんだ。もちろん、君にサービスしようとしたわけじゃないぞ」

　イシュトは、ぎろりとクロウを睨にらみつけてくる。

　セクハラまがいの下へ手たな冗じよう談だんを言ったら、本当に刺されそうだ。

「いいから、洞どう窟くつの中に戻れ。君はもう少し休んでいたほうがいい」

「……そうだな」

　クロウは頷うなずいて、イシュトと一いつ緒しよに洞窟内へと戻っていく。

「しかし、ちょうどよくこんな洞窟があったもんだなあ」

「落っこちたとこから少し移動して、ここを見つけたんだ。幸い、黒い剣けん士したちも、妙みようなのも追ってきてない」

「そいつはよかった……って、おい、会長。その左腕、ケガしてるのか？」

　イシュトの左手は不自然にだらりと下げられている。よく見ると、あちこちすりむいているようだ。

「少年はめざといな。ちょっと、着地に失敗したんだ。小さい傷はほとんど血も止まったが、この左腕は少し時間がかかりそうだな」

　二十メートルの高さは、ソーディにとってもそれなりに危険だろう。しかし、イシュトほどの剣士ならば、着地を失敗するはずがない。

　負傷は間違いなく、クロウをかばったせいだろう。

「……ありがとうな、会長。あんたのおかげで助かったよ」

「ふふふ、君に素直に礼を言われると変な気分だな」

「もっと変な気分にさせようか？　女の子を変にさせるのは大得意だ」

「……君は素直すぎる。調子に乗らないように」

　クロウは苦笑して、置かれていたリュックから救急キットを取り出す。

　イシュトと並んで座り、彼女のケガした左腕に包ほう帯たいを巻きつけていく。

「たぶん、骨は折れてねぇな。ソーディの回復力なら明日か明後日には治るか」

　ソーディは回復能力も、人間よりはるかに上だ。ヒビが入った程度なら、治ち癒ゆにそれほど時間はかからないだろう。

「ありがとう、少年」

「包帯を巻いた程度じゃ、助けてもらった貸しは返せねぇな。しかし、あんなドジをするとは。いくら、偽サーラに襲おそわれたっつっても」

「あの死し剣けん使つかいか。彼女はかなり神しん出しゆつ鬼き没ぼつらしいが、いくらなんでもここに現れるとは思えないな」

　どうやら、イシュトもクロウと同意見のようだ。

「ところで、会長。俺おれはどんくらい寝てたんすか？」

　牙きばの道にはスマホも時計も持ち込みを禁じられたので、時間がよくわからないのだ。

「一時間も経たってないだろう。本当に、君は早く起きすぎなんだ」

「まあ、早起きするといいことがあるっていうのはマジみたいだな」

「……君は、私をいつも貧乳貧乳とバカにしているくせに、裸はだかを見て嬉うれしいのか？」

「貧乳とは言ってるけど、バカにはしてないぞ。俺はでかけりゃいいっていう、狭きよう量りような価値観の持ち主じゃない！」

「力りき説せつするな！　器うつわが大きいというより、見境がないだけだろう」

「そりゃ、会長もじゃねぇか。ソーディだろうと人間だろうと男だろうと女だろうとアリなんだろ、あんたは」

「引き分けかな……」

　そうだろうか、とクロウは訝いぶかしむ。

「でもまあ、最近は会長もおとなしかったもんな。牙の道に入るかどうかで悩んでたんだっけ？　けど……それだけじゃねぇんだろ？」

「……君は意外といろいろ見抜いているのが困ったところだ。可愛かわいげがない」

「今じゃ、俺に可愛げを期待するのはあんたくらいですよ」

　かつては、剣けん聖せいヒョウカと剣けん将しようマナカという、クロウを妙みように可愛がってくれる二人がいたが、今はもういない。

「別に、たいしたことではないよ。本当だ。聞いたら笑ってしまうようなことだ。それより……お休みはこれまでのようだよ」

「あれ……本当だ。来てるな」

　クロウは、遠くから殺さつ気きが近づいてくるのを感じた。

　イシュトに先に気づかれてしまったのは、全身にまだ鈍にぶい痛みが走っているせいだろう。

「外に出たほうがいいな。ここじゃ、剣を振り回しにくい」

　クロウはリュックを持ち上げ、さっき枕まくら代わりにしていたセイバーズの上着をイシュトに手渡す。

「また、さっきの偽者だろうな……会長のお相手は、天剣ソーシャなんだっけ？」

「ああ。凄すさまじい技のキレだった。防ぐだけで精一杯だったよ」

「やっぱ、そっちに出た奴やつも強さは本物か……」

　クロウはふと気づく。考えてみれば、イシュトも偽者とはいえ七しち剣けんの一人と斬きり結んでいた最中だったのだ。その状況で、クロウの危機に気づけたというのは尋じん常じようではない。

　クロウのほうは、イシュトの状況などまるで見えていなかったのだから。

　七剣クラスには及ばなくても、やはりイシュトの実力はずば抜けている。

「つーか、天剣と知り合いなんすか？」

「君には話してなかったか。ソーシャが師範マスターを務つとめてる剣の聖堂に出で稽げい古こに行って知り合ったんだ。同い年で、話が合うんだよ」

「へぇ……」

　クロウは、一つ唸うなった。

　ソーシャに会ったというセフィの話を聞いた限りでは、七剣の中ではまともな人物のように思えた。イシュトのような一種の変態と話が合うというのは意外である。

「と、おしゃべりは終わりだ、少年」

　洞どう窟くつを出て、イシュトが身み構がまえる。

　外は、木々が密集していて、それらをすり抜けるようにして二つの白い影のようなものが近づいてくる。

　クロウは腰こしに提さげた日本刀を抜き、中段に構えた。

「またサーラか？　それとも、シュナークかアミラルか？　剣けん王おうの姉ちゃんって線もあるな」

　ぼやくクロウの前で、白い影の一つが立ち止まった。

　それは、ぐにぐにと形を変えていき──二本の剣を握にぎった一人の人物の形を取った。

「……こいつはまた、悪趣味も極きわまれり、だな」

　見間違えるはずもなく──セイバーズの制服を着た、剣けん将しようマナカだった。

　クロウがその手で斬きり殺した、姉のような存在。

　現実主義者の彼でも、もう一度会えたらと思わずにはいられなかった相手。

　それが今、本物としか思えない姿で目の前に現れている。

「いくら俺おれが優しくても、限度ってもんが……あるだろ！」

　クロウは先手を取って斬りかかる。

　古コ流リユウの剣が唸り、マナカの肩かたまでの青い髪をわずかにかすっていく。

　クロウは止まることなく剣を振り続け、マナカに反撃を許さない。彼女の動きを先読みし、隙すきを突ついて次々に斬ざん撃げきを放っていく。

　マナカの幻げん影えいが出てくるなど、本物の彼女を愚ぐ弄ろうしているように思えてならなかった。それでも、クロウの剣は冷静で正確だった。

「本物のマナカはもっと速かった！　もっととんでもねぇ殺さつ気きだったよ！」

　クロウの古コ流リユウが、マナカの一刀を弾はじき飛ばす。

　返す刀で、剣を一本失ったことで生じた隙を狙ねらい、首をめがけて剣先を突き出す。

　しかし、マナカは後方に大きく跳とんでその刃から逃れた。

「…………ちっ」

　クロウは舌打ちする。ソーディの運動能力で緊きん急きゆう回かい避ひをされては、追い切れない。

「やっぱ偽者だよな。本物のマナカなら、そんな無様なかわし方はしねぇよ」

　いったいどんな仕組みで幻影を生みだしているのか知らないが、本物と異なるところも少なくないようだ。

「さっさと悪趣味な仕し掛かけをぶっ壊さねぇとな。こんな茶番にいつまでも──」

「なぜだっ、なぜよりによってあなたが現れる！」

　突とつ然ぜんの、絞しぼり出だしたような声にクロウはぎょっとする。

　イシュトがまた、白いかたまりのようななにかと対たい峙じしている。

　彼女にはそれが知り合いの誰だれかに見えているのだろうが──

「会長！　なんだ、どうした!?」

　クロウが呼びかけたのと同時に、イシュトが殴なぐられたように後ろに飛ばされる。

　さらに続けて、イシュトは剣を振りつつもどんどん追い込まれていっているようだ。

「くそっ、誰と戦ってんだ、あの姉ちゃん……！」

　クロウは、マナカを警けい戒かいしつつ、イシュトのそばに小走りに寄っていく。

　どう見ても、イシュトの様子がおかしい。完全に冷静さを欠いている。

「会長、しっかりしろ！　誰だか知らんけど、そいつは本物じゃねぇ！」

　クロウは、イシュトが剣を振るい、白いかたまりから距離を取ったのを確認してから、彼女の肩かたを掴つかんで引き寄せた。

「あ、ああ。すまない。私は大だい丈じよう夫ぶだ。片腕のハンデ有りの勝負など初めてだからな。ちょっと動じただけだ」

「俺おれはいつだってハンデ戦だぞ。いいから、一度引こう。俺を抱えて走ってくれ」

「……さらりと凄すごいことを要求するな。お姫様だっこをしろと？」

　文句を言いつつ、イシュトはヒビが入っているはずの左腕でクロウの身体からだを抱えた。胸はなくとも、女の子の柔やわらかさが伝わってくる。

「行くぞ。揺ゆれるかもしれないから、舌を噛かまないように」

「胸は揺れないのになあ」

「舌噛んで死ね」

　イシュトは毒どく舌ぜつを吐はくと、いきなり高く跳び上がった。

　数メートルも跳とんで着地し、くるりと身を翻ひるがえして走り出した。

　山道だけあって、本当に震しん動どうがひどい。クロウの頭がぐらぐらと揺ゆさぶられる。

「お、おい。会長、もうちょっとゆっくり……！」

「のんびりでは追いつかれるぞ。少しはある胸の感触でも楽しんでいるといい」

　イシュトは、さらにスピードを上げて、飛ぶように走って行く。

　以前にもクロウはリンネに担かつがれて高速移動されたことがあったが、あのときより快適な気がした。

　意外とイシュトは、クロウに気を遣ってくれているようだった。

　ただ、その顔には余裕がまったくなさそうなのが、気がかりではあったが──







　三十分ほど走って、クロウとイシュトは白い幻げん影えいたちをなんとか振り切った。

　二人は、高さと幅が三メートル以上ある巨大な岩の陰かげで、しばし休息することにした。

「はー……逃げるだけでも命いのち懸がけだな、ここは。しょーもねぇトラップも、またドカドカ発動しやがるし」

「君は抱えられてただけだろう」

　イシュトは抜き身の雷ライ狼ロウ牙ガを握にぎったまま、周りを警けい戒かいしている。

「そうだな、助かりましたよ、会長。ホント、どういう仕し掛かけかわかんねぇけど、あの幻はどうなってんだ。幻のくせに、斬きられたら死にそうだし」

「剣けん仙せん衆しゆうがつくった施し設せつだからな。これくらい、あっても当然だ」

「ひねくれた年寄りたちが、暇ひまに任せてつくればこうなるか。若者に苦労させるのが自分の役割だと思ってんだろうなあ。まったく、最近の年寄りは」

　クロウはわかったようなことを言って、うんうんと頷うなずいた。

「んで、会長。あんた、さっきは誰だれと立ち会ってたんすか？」

「……遠慮なく訊きいてくるな」

「のんびりおしゃべりしてる暇はねぇだろ？　なら、さっさと訊かないと」

　明らかに、さっきのイシュトの様子は尋じん常じようではなかった。

　認めるしかないが、クロウにとってはマナカの存在そのものがトラウマだ。自分で斬きっておいて、ふざけた話ではあっても事実なので仕方がない。

　クロウには、マナカを斬ったことが心に重くのしかかっているのだ──

　イシュトにとっても、同じような存在が目の前に現れたのではないか。

「ふー……」

　イシュトは、重いため息をついてから──口を開いた。

「少年、君はもう気づいているんだろう？　私に人間の血が混じっていることを」

「はっきり聞いたのは初めてだな」

　実際のところ、イシュトの言うとおりなんとなく察してはいた。

　イシュトはソーディには難しいはずの斬ざん気きを抑おさえた剣を振り、人間である明あか里りやスノウホワイトに妙みように優しかった。

　他ほかの多くのソーディと大きな違いがあるのは明らかだ。

　それに、ソーディと人間の間に子供が生まれることも知られている。そういうわけで、クロウが正解にたどり着くのは難しくなかった。

「少年も無神経な割に、気づいていて口には出さなかったな」

「別に、会長がハーフだろうと俺おれには関係ねぇからな。つーか、ハーフなのか？」

　もう、質問をためらう必要はないだろうと、クロウははっきりと訊きく。

「そう、ハーフだよ。母親がソーディで、父が人間だ」

「……へぇ」

　クロウには、少しだけ意外だった。

　ソーディは女性のほうが剣けん士しとして優すぐれており、プライドも高い。人間を見下している者も少なくないし、恋愛対象に人間を選ぶというのは考えにくいのだ。

「うちの母親も剣けん姫きだったんだよ。若い頃ころは剣の聖堂にいたらしい。力量はかなりのものだったそうだよ。七しち剣けんに限りなく近い、というレベルだったとか」

「ふーん……」

　イシュトの腕前は母親譲ゆずり、ということのようだ。

「その優秀な母上が人間とくっついたっていうのは、やっぱ意外だな」

「私もそう思うよ。母が変わり者だったのは間違いないな。その母が、あるとき稽けい古こ中に片腕を斬きり落とされたんだ。いくらソーディでも、勝手に腕がくっつくわけじゃないからな。病院に行って──そこで、外げ科か医いだった父と出会ったんだ」

「会長の親父おやじさん、医者だったのか。もしかして会長ってお嬢？」

「医者がみんな金持ちってわけじゃない。というか、ここでそんな疑問を持つか？　まあ、うちの経済状況は恵まれてるほうだろう。とにかく、母の腕をくっつけたのが父で、どういうわけかその数すうヶか月げつ後に二人は結婚した」

「いい話だ！」

「君、なんでそんな喜んでるんだ!?」

「あ、いや……人間の俺にもソーディの美人と結婚できるかもって希望が」

「うちの母が美人だったなんて、一言も言ってないが……」

　イシュトは割と本気で呆あきれているようだ。

　とはいえ、娘がこれだけの美少女なのだから母親も相当なものだっただろう。

「まあでも、父と母のことで知っているのはこれくらいだ。どういうロマンスがあったかまでは知らない。さっき、私の前に現れたのは──」

「会長の母親ってことか？」

　クロウの質問に、イシュトは頷うなずいた。

「母も胸はなかったな。正面から見て、そんなことに今さら気づいたよ」

　イシュトはわずかに笑う。

「母は、私に剣を教えてくれたが──五年ほど前にあっさりと私を見捨てた。理由は簡単で、私の剣がソーディの剣ではなかったからだ。少年、君も言っていたな。ソーディは剣を速く強く振ることにすべてを懸かける。それがソーディの強みであり、呪のろいでもあると。そして、私はその呪いが少しばかり弱い」

「ああ……」

　クロウは、身をもってそれを知っていた。

　以前、剣の学院でのバトルロイヤルでイシュトと立ち会った際、ほぼまともに彼女の突つきをくらってしまった。

　剣にすべてを懸けるソーディの剣は、強きよう烈れつな斬ざん気きととともに放たれる。

　だが、斬気を感知する古コ流リユウでも、イシュトの突きを読み切れなかったのだ。

　普通のソーディではありえない、斬気の薄さ。

　それは、イシュトが異質なソーディであったから──とクロウも気づいていたのだ。

「人間を夫に選ぶような変わり種の母でも、娘が普通のソーディでないことは認められなかったらしい。勝手なものだよ。まあ、強い剣けん士しというのはたいてい思い込みが激しくて、身勝手な人が多いがな」

「まったくだ」

　クロウは力強く頷うなずいた。

　七しち剣けんや死し剣けん使つかいといった最強クラスの剣士たちは、揃そろいも揃って自分が世界の中心、みたいな連中ばかりなのだ。

「その母も、私が剣の学院に入る少し前に死んだ。心臓の病気でね。ソーディは頑がん丈じようだが、不老不死じゃない。医者を夫に選んでおいて、若くして病死とは、最後の最後まで意表を突いてくれたよ。褒ほめる気はしないけどな」

「つまり──会長の美人な母上は、あんたを認めないまま亡なくなったってわけか」

「……そういうことだ。あの人は勝手な理由で私を見捨て、こちらがリベンジする前に勝手にこの世を去った。かと思えば……こんなところで再会するとはね。君の言うとおり、悪趣味なことだよ」

　イシュトは淡たん々たんと言って、困ったように笑った。

　クロウと同じく、イシュトもトラウマを刺し激げきされ、弱っているらしい。

　だが──

「なあ、会長」

「ん？」

　イシュトが振り向くのより先に、クロウは剣を鞘さや走ばしらせていた。

　ただでさえ読みづらいクロウの剣を、さらにタイミングや速度をわかりにくくする、得意の居合いだった。

「なっ……！」

　それでも、さすがにイシュトは反応し、抜いたままだった雷ライ狼ロウ牙ガでかろうじて弾はじく。

　キイン、と軽い音が響ひびいてオレンジ色の火花がまぶしいほど散った。

「なんのマネだ、少年!?」

「会長、俺おれもあんたも情けないけどトラウマ持ちだよ。そいつは認めるしかねぇ」

　クロウは剣を振り続けながら語りかける。

「でも、今はそんなもんに惑まどわされてる場合じゃねぇだろ。俺たちは、さっさと強くなって、戦いに戻らなきゃいけねぇんだ」

「わかってる！　私はサーラのときみたいに、役立たずのままではいたくない！」

「だったら！」

　クロウの横から薙なぐような斬ざん撃げきが、イシュトの首筋を軽くかすめていく。

「いつまでも、囚とらわれてちゃダメなんだ！　俺もあんたも！」

「……そんなことは！」

　返す刀で胴どうを払いにいったクロウの剣を、イシュトはわずかに身をよじってかわす。

　それから鋭するどく踏み込んで、右手を伸のばし、突つきを放ち──雷狼牙の先端がクロウの首にほんの一ミリ刺ささったところでぴたりと止まった。

「そんなことは、わかってる。私は、母の言葉に、自分の出しゆつ生せいに囚われている。縛られている。呪のろわれている。ソーディの呪いが弱くても、別のもっと強い呪いがかかっているんだ。母に抗あらがうために、ハーフでも純じゆん潔けつのソーディに劣おとらないと、自分の強さを証明するために必死になりすぎている。強くなれても──その呪いが壁になって、これ以上先へ進めなくなっているんだ」

　クロウは、首に刺さった刃を恐れもせずにイシュトの目をじっと見み据すえる。

「なあ、少年……。私がこのところ悩んでいたのは、牙きばの道に入るかどうかで迷っていたんじゃない。牙の道に入って、本当に強くなれるのか疑っていたんだ。ハーフの私が、異質なソーディの私が他ほかのソーディと同じように強くなれるのか。こんな疑念に囚われてしまうことも──それも呪いなんだろう」

　イシュトは、鋭いまなざしをクロウに向けてくる。

「……そうだな。あんたもわかってるんだ。わかっていても、呪いは簡単には解けない」

「私と君は、半分だけ同じ種族だ。なにかに囚われているところが似ている。変な共通点があるということだな」

「ま、そんな奴やついっぱいいるだろうけどな」

　人間でトラウマに囚われているというだけの者なら、いくらでもいる。

「でも──私と同じレベルの剣けん士しで、そんな共通点があるのは君くらいだ。牙の道ここに君と入ったのは、運命だったような気さえしてきたよ」

「試練を乗り越えるところまで運命に含ふくまれてるって思いたいな」

　クロウは、構かまえていた日本刀をすっと下ろした。

「会長、四の五の考えるのはやめだ。俺たちは剣士だ。この剣で道を切り開いて、自分たちを捕らえてる鎖くさりをぶった斬ぎればいい」

「ああ……後輩にそんなことを教えられるなんてな」

　イシュトは、少し苦にが笑わらいして──それから、にっこり微笑ほほえんだ。

　やっぱりこの先輩もとんでもない美人だな、とクロウも笑う。

「さあて、またお出ましだぞ」

「しかも、今度はおまけ付きだな」

　クロウが言い、イシュトも頷うなずいた。

　大岩の周りに、さっきの白い幻げん影えいが二体現れている。

　クロウの前に立った幻影は、再びマナカの姿へと変化した。

　さらに、黒い剣けん士しがまた数十人現れ、強きよう烈れつな殺さつ気きを放っている。

「次々に出てくるなあ。さっきぶちのめした奴やつらか？　殺しちゃダメなんだから目を覚ませば、いくらでも出てくるか。再起不能にしないとダメなのかな」

「壊してもダメ、ということだからな。あまりやりすぎるのはアウトだろう」

　イシュトは、雷ライ狼ロウ牙ガを構かまえつつ言った。

「斬きれないストレスは幻のほうで晴らしてやるか。どんだけ斬っても死なないよな」

　クロウはいつもの中段の構えを取り、すっと一歩踏み出そうとして──

「んきゃあああああっ……！」

　そのとき、奇声が響ひびいた。

　さっきクロウがもたれかかっていた大岩から、ゴロゴロとなにかが転がってきて、彼とマナカの間に割り込み、そこでストップした。

「あいたたた……も、もう……どこなんですか、ここは……」

　頭を押えて涙目になりながら立ち上がったのは、ずいぶんと小こ柄がらな少女だった。

　透すき通るような、かすかな青色の髪を二つに結んでいる。ぶかぶかの白衣の下に、ピンクのキャミソール、ひらひらの白いミニスカートという格好だ。

「リ、リーゼ……？」

「ああっ、お兄さん！　よかった、やっと会えました！」

　リーゼベル──リーゼは、ぴょんと跳とんでクロウに抱きついてきた。

　ブレイズの一人で、クロウも何度も治ち療りようしてもらった医者でもある少女。

　その彼女がなぜ、こんなところにいるのか──

「少年、いろいろ訊ききたいことはあるが……誰だれが乱入しようと、向こうはお構いなしのようだぞ」

「……らしいな」

　幻影のマナカがじりじりと近づいてきていて、黒い剣士たちも斬りかかる機会を窺うかがっているようだ。

「リーゼ、話はあとだ。俺おれたちの剣の間ま合あいから離れてろ」

「はい、お兄さん」

　リーゼは素直に頷うなずいて、クロウから三メートルほど離れる。

　彼女は剣の心得はないらしいが、それでもブレイズだ。クロウより身体能力は高いはずだから、さほど心配はいらないだろう。

　とはいえ、リーゼに気を配っておく必要はありそうだ。

　牙きばの道の試練はさらに厳しくなったようだが、嘆いている暇ひまはない。

　クロウは剣を構かまえ直し、なぜかにやりと笑ってしまった。

　試練が過か酷こくであるほど、強さも得られるはずだ。そう思えば──リーゼの乱入、というあまりに予想外すぎる事態も歓迎できる。

　それに、隣となりにはイシュトがいてくれる。

　彼女の弱さを知った今──どういうわけか、前よりもイシュトのことを頼もしく感じ始めている。

　イシュトはどこか秘密めいた先輩ではなく、自分と同じような悩みを抱えた近しい存在だと知ったからかもしれない。

　彼女とならば、この試練も乗り越えられる。

　あとはひたすら剣を振れば、その先に答えがある──






　２章　遠き日の呪縛









「暑いです……」

　日ひ奈な子こは、大だい剣けん聖せいの屋や敷しきの庭で空を見上げていた。

　剣けん仙せん衆しゆうの里には避ひ暑しよでやって来たはずなのに、東京ソーディアより少し涼しい程度でしかなく、日奈子にしてみれば詐さ欺ぎ同然だった。

「早く冬にならないでしょうか……」

「ひーちゃん、寒いのは平気なの？」

　日奈子の横にしゃがみ込み、すぐそばの池の鯉こいを眺ながめていたリンネが訊きいてくる。

「たぶんダメです」

　日奈子は、他た人にん事ごとのように答えた。

　太たい陽よう教きよう教祖の娘である日奈子は、物心ついたときから十五歳までどこかの部屋に閉じ込められて生きてきた。四季というものを体験していないのである。

「リンネはそんな格好で、全然平気そうなのです……」

　今日もリンネはメイド服姿である。半はん袖そでで胸むな元もとが開いた涼しげなデザインではあるが、生き地じが厚く、通気性はあまりよくなさそうだ。

「いやあ、ボクも暑いのは暑いよ。ひーちゃんは胸に脂肪が多いから余計に暑いんじゃない？　ボクより全然巨乳だもんね。ハッ、巨乳好きのクロちゃんには最高だよね」

「突とつ然ぜんやさぐれられても……」

　そうは言っても、リンネの胸もそれほど小さくはない。本当に小さいのはイシュトくらいだ。

「胸の話で思い出したけど、かいちょさんもクロちゃんも戻ってこないねー」

「イシュトは、リンネにまで胸のサイズで愚ぐ弄ろうされてるのですか」

　自分もイシュトを連想したことは棚に上げて、日ひ奈な子こは突つっ込む。

「親しみを込めてるんだよ。かいちょさん、いいよね。ボクがブレイズでも全然気にしてないし。強いし、面めん倒どう見もいいもんね。かいちょさんがついてれば、クロちゃんも大だい丈じよう夫ぶだろうけど」

「わたしにもそう思っていた時期がありました……」

　日奈子は、思わず遠くを見てしまう。

「もう六日経たっちゃったもんねえ」

「ええ、クローは五日で出るとか言ってましたが、思い切りオーバーしてますね……」

　そう、クロウたちが牙きばの道に入って既すでに六日目なのだ。

　大だい剣けん聖せいによると、掟おきてがあるため、牙の道に入って様子を見てくるというわけにもいかないらしい。

「もうそろそろ、場所と日時の指定が来るんでしょ？　会うのは明日だし、場所によっては今日出発しなきゃいけないんだし……ひーちゃん、どうするの？」

「クローがもうすぐ出てくる可能性もまだありますが……どうしましょう？」

　日奈子は、首を傾かしげてしまう。

　割と盲もう目もく的てきにクロウを信じていたので、この事態は想定していなかった。

「もちろん、両親に会わないって手もあるよ」

　リンネはあっさりと言った。

「そういうわけにはいかないのでは……わたし自身、謎なぞだらけですし、変な能力のことも解明しないといけません……」

「謎なんてほっときゃいいんだよ。ひーちゃんは、術じゆつ法ほうや『光コウ』を封ふうじたり、空の扉を開く能力があるかもしんないけど、別にそんなもん使わなくていいじゃん。ブレイズと会わなきゃいいし、空の扉なんて開く必要、まったくないもん」

「……リンネとしゃべってると、世の中って単純な気がしてきます」

「単純だよ。クロちゃんだってそうじゃないかな」

　リンネは立ち上がり、日奈子の前に回り込む。

「クロちゃんは太たい陽よう教きようの教祖を捜さがしたり、ブレイズと戦ってるけど、ひーちゃんを巻き込む気はないはずだよ。太陽教教祖に会うのは、ひーちゃんが決めたことだから尊そん重ちようしてくれてるだけで。危険がありそうだし、ホントは会わせたくないんじゃないかなー」

「……それでも、わたしは前に進みたいのです」

　日ひ奈な子こは、じっとリンネに視線を向ける。

「わたしは外に出たいと願い、周りの人たちが命を懸かけて逃がしてくれました。クローもずっと守ってくれてます。ですがわたしは、ただ守られるだけでは、生きてるだけではダメなのです。みなさんの命に、クローの剣に見合うだけの存在でありたいのです」

「……意外とものを考えてる」

　リンネは、ただでさえ大きな目をまんまるに見開いている。

　真面目まじめに、かなり失礼なことを言われてしまったが、日奈子は気にしない。

「自分を知らなければ、そうはなれません。だから、まず両親に会いたいのです。わたしのことを一番知っているのは、たぶんその人たちですから」

「……そっか。ま、死し剣けん使つかいの任務から逃げてるボクが言うことでもないね」

　リンネは軽く言って、明るく笑った。

「とはいうものの、クローが戻らないなら、護ご衛えいなしで会いに行くことになるんでしょうか。自じ慢まんじゃありませんが、わたし一人では電車にも乗れませんよ？」

「太たい陽よう教きようの罠わなにハマる前に、交通機関で足止めをくらうとか、ある意味では意表をつけるね……。でもなあ、ボクが付つき添そってもいいんだけど、なんせコレだからなあ」

　リンネは、爆薬が詰まった首のチョーカーを無む造ぞう作さにぽんぽんと叩たたいた。

　監視役なしでリンネが行動するのは、許可が出ないだろう。クロウが牙きばの道に入ってからは、大だい剣けん聖せいが監視役を代行しているらしいが、付き添えるのは一名のみだ。リンネと監視役が一いつ緒しよには行けない。

「かといって、おばーちゃんに行ってもらうのもダメか。強さで言ったら文句なしだけど、そもそも行ってくれそうにないしね」

「元々、大剣聖さんは関係ないわけですし……引退した人なのです」

　日奈子は、最初から大剣聖を巻き込むつもりはなかった。

　もっとも、既すでに一つ協力を頼んでいる。それだけで日奈子には充じゆう分ぶんだった。

「まー、大事なのはひーちゃんが信用してる人を連れてくってことじゃないかな。強いとか弱いとか、そんなのより大事なことだよ」

「……リンネも意外とものを考えています」

「いや、考えてないっ！」

　リンネは胸を張って力りき説せつする。

　彼女はどこか、バカだと思われたがっている節があるのだ。

「でも、そうですね。信用できる人ですか……」

　クロウならば、それこそ文句はなにもなかった。

　その彼は自分の試練に挑んでいる。遅れてはいるが、日奈子はそれでいいと思う。生きて帰ることは疑っていないから、存分に試練を受けて、強くなってくれればいい。

　日奈子もまた、自分の試練に挑まなければならない。

　だが、クロウと違って自分には手助けが必要なこともわかっている。クロウが無理ならば、日ひ奈な子こが選ぶのは──

「ヒナ、こんなところにいたの」

「え……？」

　突とつ然ぜん聞こえた声に、日奈子は振り向いた。

　庭の向こうから、二つの人ひと影かげが近づいてくる。

　そのうちの一人は、日奈子がよく知る人物。今まさに思い浮かべていた人物──セフィだった。

「ああっ、セフィちゃんとセフィちゃんのおっぱいだ！」

「そこを分ける必要があるの!?」

　セフィが身を乗り出して、リンネにツッコミを入れる。

　日奈子は、唐とう突とつな展開にぼんやりしてしまう。いつもぼんやりしているが。

　セフィは、夏休み中であるにもかかわらず、剣の学院の夏服姿だ。愛剣の星ほし崩くずしを片腕で抱えている。

「あの、セフィ？　またお家うちに軟なん禁きんされていたのでは？」

「ヒナ、久しぶり──でもないわね。姉上の許可が出て、外に出してもらえたのよ」

　セフィは、日奈子ににっこりと笑いかけてくる。

　先日、太陽の乙女の故郷で会ったときは、軟禁のせいか少し鬱うつ屈くつしている様子もあったが、今は元気いっぱいだ。いつものセフィだった。













「セフィちゃんのおっぱいに会えたのはいいけど、そっちの人はなに？　強そうだけど、ボクの命を取りにきた殺し屋？」

　リンネが、じーっとセフィの後ろに立つ女性に視線を注いでいる。

　その女性は、年とし頃ごろは日ひ奈な子こたちとそう変わらないだろう。

　黒髪をポニーテールにしている。顔立ちは整っていて、目が凛り々りしい。

　すらりと細い身体からだつきで、羽織に似ただぼっとした薄い青色の上着に、膝ひざ丈たけの白いスカートという格好だ。腰こしには細い長ちよう剣けんを差している。

「ああ、これは申し遅れましたね。私は、七しち剣けんの一人〝天剣〟ソーシャと申します。姫君から話は聞いてますよ、あなたが死し剣けん使つかいのリンネさんですね」

「ううん、今は見てのとおりのメイドだよ」

　リンネは、相手が七剣と聞いても動じた様子もない。日奈子も忘れそうになっていたが、さすがに死剣使いの一人だけのことはある。

「……なるほど。死剣使いと会ったのは初めてですが、たいしたものですね。一見、隙すきだらけですけど、どう斬きりかかればいいかわからない。不思議な子です」

「おねーさん、考えすぎなんじゃないかな」

「いいアドバイスですね。剣の聖堂の師し範はんなどやっていても、人から教わることはあるようです」

　ソーシャは気を悪くした風もなく、にっこりと微笑ほほえんだ。

　日奈子にとって七剣というのは〝ソーディの中から変人を選えりすぐった者たち〟、という印象なのだが、このソーシャはまともなように見える。

「えーと、ところでロウはどうしてるの？　まさか、こんな田舎いなかで新しい女の子を引っかけに行ってるわけじゃないわよね？」

　セフィが、もじもじしながら言った。

　女の子を引っかける、とはお姫様であるセフィに似合わない言いぐさだが、彼女は意外とフランクなのだ。

「この里にいるのは、あやつのストライクゾーンから外れる年とし増まばかりさね。と、この前も見かけた小こ娘むすめだね。シルフィの妹か」

　庭に面した縁えん側がわに、大だい剣けん聖せいが面めん倒どうくさそうな顔をして現れた。

　セフィが、はっとなって背筋を伸のばす。

「あっ、はい。セフィです。大剣聖……さん、ですね。この前はご挨あい拶さつもできなくて」

　珍めずらしく、セフィがかしこまっている。

　ソーディ政府の頂点、四よん将しよう家けの姫君といえども七十年前の大たい戦せんの英雄である大剣聖には行ぎよう儀ぎをわきまえなければならないらしい。

「挨拶などいらん。なんだ、ぬしは確か……当代の天剣か。何年か前に、この里に来たことがあったかね」

「はい、ご無ぶ沙さ汰たしております。大剣聖殿、お元気そうでなによりです」

　ソーシャも背筋を伸のばして、丁てい寧ねいに挨あい拶さつする。

「元気なもんかね。九十を過ぎればあちこちガタも来るわ。ぬしは……」

　大だい剣けん聖せいは、じっとソーシャを見つめ、わずかに口元を歪ゆがめた。

「まあ、ゆっくりしていけ。ここは空気がよい」

「はい、ありがとうございます」

　ソーシャは微笑ほほえんで頷うなずいた。

　日ひ奈な子こには、二人の間には言葉以上のやり取りがあったように思えた。

「立ち話をしにきたのでもあるまい。リンネ、飲み物でも出してやりな」

「よろこんで！」

　身も心もメイドになってしまったのか、リンネが意味不明な相づちを打って、元気よく縁えん側がわから家の中に戻っていく。

　気になることはいくつもあるが──日奈子は、セフィが来てくれたことに自分でも驚くくらい安あん堵どを覚えていた。







「なるほど、そういうことだったの……」

　日奈子が、太たい陽よう教きようの使者に会ってからの話を語り終えると、セフィは神しん妙みような顔で頷いた。

　クロウが牙きばの道という過か酷こくな試練に挑んでいること、日奈子が両親に対面しようとしていることが、セフィには重い事実として伝わったようだ。

「姫君、あまり気にしないことですよ」

　ソーシャは、リンネが用意したジュースを飲みながら言った。

　ここは大剣聖の屋や敷しきの居い間まである。電器製品やゲーム機などが揃そろっていて、九十歳の年寄りの部屋とは思えない。

　あまり現代文明に触れずに育ってきた日奈子には、かなり珍めずらしい部屋でもある。

「牙の道は確かに厳しいでしょうが、そのクロウという子はヒョウカさんのお弟で子しさんでしょう。けろりとした顔で出てきますよ」

「でも、五日って言って、もう六日目なのに出てきてないのよ」

「早くても、一週間かかるのでしょう。それに彼は人間です。ソーディにはなんでもないことも、彼には障害になるのかもしれない。時間がかかるのは仕方ありませんよ」

「そ、そうだけど……リスクも大きいみたいだし、大だい丈じよう夫ぶなのかしら……」

　日奈子は薄々感じていたが、セフィはかなりの心配性である。

　生還率一割の試練にクロウが挑んでると聞けば、気が気でないのだろう。

「クロちゃんは平気だって。それより、問題はひーちゃんのほうだよ。もう時間がないんだし」

　メイドっぽく、部屋の隅すみに立って控えていたリンネが珍しくまともなことを言った。

「死し剣けん使つかいさんの言うとおりですね。今は太陽の乙女さんのことが一番大事です」

「…………？」

　日ひ奈な子こは、小さく首を傾かしげた。

　天剣ソーシャが、なぜ初対面の日奈子のことを気にするのか。まさか、親子の感動の対面に期待しているわけではあるまい。

「私が同行するのが一番安全でしょうが、太陽の乙女さんも会ったばかりの私にこの大事な局面を任せられないでしょう。姫君、あなたが行ってください」

「ええ、あたしが──って、いいの!?」

　セフィが、勢いよくソーシャのほうを向いた。

「んー、ちょっと待って。そもそも、セフィちゃんはなにしにここに来たの？　クロちゃんが恋しくなったのはわかるけど、それだけなら天剣さんと来ないよね」

「こ、恋しいってそんなわけないでしょ」

　セフィは、今度はリンネをぎらりと睨にらみつける。

「あたしは今、ソーシャと修行中なの。マジで毎日一睡もせずに、たっぷり絞られてるのよ……もう六日も……」

「姫君は、ソーディですから。数日眠らなくても死にはしませんよ」

「というか、寝たらソーシャになにされるかわかったものじゃないのよね……」

　セフィは、なぜか顔を赤くして自分の胸を隠かくすような仕草をする。

「いいじゃないですか。私たちは正式な師弟ではないですが、一いつ緒しよに訓練をしているのですから、多少のスキンシップがあっても」

「どこが多少なのよ！　胸を揉もんだりお風呂に乱入したりとか、その上一本取られるごとに一枚脱げとか、訓練にかこつけて──」

「セフィは、また変態の餌え食じきになっているのですか？」

　日奈子は、日々クロウのセクハラにさらされてきた友人に哀あわれみの視線を送る。

「ええ、残念ながらそのとおりよ……こういう星の下に生まれたのかしら……」

　ソーディは剣に恋する種族。女性同士の恋愛も珍めずらしくないのだが、セフィはそちらには興味が薄いのだ。

「いえ、そんな話じゃなかったでしょ。ソーシャ、本当にあたしがヒナに同行して──いいの？」

「それも修行の一環です。太陽の乙女さんも、付つき添そってもらうなら姫君がいいんじゃないですか？」

「セフィがいいです。セフィ、大好きです」

「ちょっ、ヒナ!?」

　日奈子の直ちよく截せつな言葉に、セフィがぎょっとする。

「ひーちゃん、ボクとセフィちゃん、どっちを選ぶの!?」

「ややこしくなるから、リンネは引っ込んでて！」

　セフィは今度は、がーっとリンネに吠ほえる。

「死し剣けん使つかいさんの戯ざれ言ごとはともかくですね。話が脱だつ線せんを続けてますが、我々がここに来たのは、そのクロウという子に会うためなんです。姫君は必死に修行していますけど、どうも時々気が散るようですからね」

「そ、そんなことないわよ。だいたい、ソーシャ相手に集中しなかったら稽けい古こでもマジで斬きられちゃうでしょ」

「恋がどうとかは置いておきましょう。ただ、姫君はクロウさんのことが気になって仕方ないようでしたから。彼と斬り合ってみるのはいい経験になると思って、ここに連れてきたのです」

　ソーシャは淡たん々たんと語っているが、話している内容は恐ろしい。

　わざわざ、クロウとセフィを斬きり合わせるために東京ソーディアからこの剣けん仙せん衆しゆうの里まで来たというのだから。

「ま、まあ、ほら……あたし、ロウには連れん戦せん連れん敗ぱいだから。あいつを倒せたら、けっこうな自信がつくんじゃないかと思って……」

　セフィは、もじもじしながら言った。

　日ひ奈な子こには、今日のセフィは元気だが少しおかしく見えた。

　クロウの話をするとき、様子が変だ。彼となにかあったのだろうか。

「とにかく、あたしはロウと……斬り合いって言ったら大げさだけど、稽古をしにきたの。でも、いないんじゃしょうがないし……それに、ヒナのことも放ほうっておけないわね」

「ええ、わたしは放っておかれたら死ぬのです」

　日奈子は、あまり冗じよう談だんでもないことをきっぱり言った。

「それに、セフィが一いつ緒しよに来てくれるなら本当に嬉うれしいです」

　セフィは、クロウや天剣と比べれば腕が落ちるかもしれない。

　それでも、日奈子にとってセフィは本当に安心できる存在なのだ。

「しかし、天剣よ。本当に四よん将しよう家けの小こ娘むすめに行かせていいのか？　うちのバカな孫まご弟で子しは、太たい陽よう教きようとやらがどんな罠わなを仕し掛かけてるかわからんからこそ、牙きばの道に入ったのだ。孫弟子にも及ばない小娘を行かせるのは危険だぞ」

「あれ、おばーちゃんがクロちゃんを行かせたんじゃなかったかなあ……？」

　リンネが突つっ込んだが、大だい剣けん聖せいは軽くスルーした。

「姫君にも試練が必要なのです。私と稽古をしているだけでは、掴つかめないものもあるでしょう。大剣聖殿、あなたにならおわかりのはずです」

「……ふん。まあ、本人たちが納なつ得とくしているならそれでよいだろう。太陽の乙女、いいのだな？」

「はい、セフィと一緒に行きます」

　日奈子は、迷いなく頷うなずいた。

　セフィもそれを見て、にっこりと笑う。

「じゃあ決まりね。あたしがヒナと行くわ。連絡を待たなきゃいけないんだったわね？」

　セフィがそう言ったのと同時に──日ひ奈な子このポケットでケータイの着信音が鳴り始めた。

「……凄すごいタイミングなのです」

　日奈子は、太たい陽よう教きようの使者から預かった二つ折ケータイを取り出して開く。

　いつも無表情で感情が薄いと周りに思われているようだが、自分は決して冷静なわけではないと日奈子は知っている。

　少しだけ、心臓の鼓こ動どうが速くなっている。

「ヒナ」

　ぽん、とセフィが日奈子の肩かたに手を置いてくれた。

　日奈子は彼女のほうを向いて、一度頷うなずいてからケータイを耳に当てた。

「……もしもし」

　今さら、引き返すことはできない。

　セフィがついてきてくれるのだし──クロウも、日奈子のために頑がん張ばってくれているのだから。







「はあっ、はぁっ、はー…………」

　クロウは、太い木の幹にもたれかかり、必死に息を整える。

　抜き身のままの日本刀は、右手と柄つかを包ほう帯たいで巻いて落とさないようにしている。

　体力は既すでに限界近く、油ゆ断だんすれば剣を落としてしまいそうになるからだ。

「もう何日経たったかなあ……」

　クロウは、既に日数がわからなくなっていた。

　白い幻げん影えい──幻のマナカと、次々に現れる黒い剣けん士しと、地味な罠わなに翻ほん弄ろうされ、ボロボロになっているせいだ。

　時計がないといっても、毎日の日没と日の出は確認しているはずだが、時間の感覚がまったくなくなっている。

　もしかすると、もう五日は過ぎているかもしれない。

　焦あせりで、疲ひ労ろうはさらに濃くなっていく。

「お兄さん、座って休んでください。顔色が悪すぎて、どす黒くなってます。休まないと本当に死にます。死んだら、お兄さんが大好きなセクハラもできなくなります」

「……すげぇ説得力だな。納なつ得とくしちゃいそうだ」

　クロウは、横に寄り添ってきたリーゼに力のない笑みを向けた。

　リーゼは沈んだ表情で、クロウの顔にそっと触れる。小さなかすり傷があって、リーゼの指が触れると綺き麗れいに塞ふさがった。

「小さな傷なら、私の術じゆつ法ほうですぐに治せますけど……体力までは回復できませんから」

「傷が治るだけで充じゆう分ぶんだ。マナカやサーラにやられた傷も塞がってきてるみたいだしな」

　クロウは、包帯が巻かれている額ひたいをとんとんと叩たたく。

　休きゆう憩けいのたびにリーゼがくっついてきて、癒しの術じゆつ法ほうを使ってくれたので、牙きばの道に入る前からの傷も回復してきている。

「ところで、そこのロリコン後輩」

　雷ライ狼ロウ牙ガを杖つえにして近くに立っていたイシュトが、じろりと睨にらんでくる。

　クロウは怯ひるまずにイシュトを睨み返した。

「これだけ可愛かわいければロリコンにもなるだろ!?」

　クロウは、がばっとリーゼの身体からだを抱きしめて力りき説せつした。

　リーゼの身体は細く見えるが柔やわらかくて、胸からもわずかに弾力が伝わってくる。

「あっ、あの、お兄さ……」

　リーゼはされるがままにクロウに抱かれ、顔を真っ赤にしている。

「こらこら、遂ついにロリコンを認めたのか。君、守備範囲が広すぎるだろう」

「会長にだけは言われたくねぇなあ……でも、会長にはやらねぇ」

　クロウは、リーゼの小さい身体をさらに強く抱きしめる。

「お、お兄さん……そんなに強くされると……さすがにちょっと恥ずかしいです……」

「もじもじされると、余計に可愛いな」

「火に油注いじゃいましたか……」

「いや、俺おれって全然ロリコンではなかったんだけどな。好みは、せいぜい三歳上か下かくらいで、胸がばーんの子がいいんだけど、リーゼとは何度も一いつ緒しよに寝たりくっついたりしてるからなあ。なんか、このミルクみたいな甘い匂においとぷにぷにした肌はだ触りがクセになっちまった。もう離したくない」

「もの凄すごい情熱的な告白をされてます！」

　リーゼがぎょっとして、クロウの腕の中でもがく。

　さすがにブレイズだけあって、小さくてもクロウより単純なパワーは上だ。

「情熱的というか、変態的というか。この状況でよく新たな性せい癖へきに目覚められるものだな。君、絶対死にそうにないぞ」

　イシュトは心から呆あきれているようだ。

　そういうイシュトも、ボロボロになってはいるが元気そうだ。

　左腕のケガは治ったものの、そのあとも何度か傷を負っているし、ここ数日でこなしてきた過か酷こくな戦闘を考えると、立っていられるのが不思議なくらいなのだが。

「でも、これくらいの辱はずかしめはしょうがありません。私、お兄さんたちに守られてるだけですし……」

「もうちょっと、辱めを進めてもいいか？」

「お、おっぱいくらいなら……」

「こらこらこら、堂々と少女を蹂じゆう躙りんするな。私もまぜろ」

「会長もかなりろくでもねぇよ」

　クロウは、怯おびえたリーゼの頭を撫なでながらツッコミを入れる。

「まあ、守りながらっていうのもいい訓練になるだろ」

　実際、クロウはリーゼが足手まといだとは思っていない。彼女はクロウに会いに来て、ここに迷い込んでしまっただけなのだから。

　守ってやるのは、クロウの役目だろう。

「リーゼには何度も治してもらって、借りがあるし。絶対に、ここから無事に出してやるからな」

「はい……助けてもらった上に、お願いをするのは心苦しいですけど……」

　リーゼは、心から申し訳なさそうに目を伏ふせる。

　彼女がクロウを訪ねてきたのは、まさにその〝お願い〟のためだった。

　リーゼと再会したあと、幻げん影えいや黒い剣けん士したちを振り切り、一息ついたところで、彼女はこう言ったのだ。

「ブレイズを助けてください！」

　その言葉が切実なものであることは、クロウにも即そく座ざに理解できた。

　リーゼが言うには、クロウも知っているネッサというブレイズが一部の武ぶ闘とう派はを率いてソーディ政府に戦いを挑もうとしているらしい。

　ブレイズは、指揮官だったサーラが行方不明になったため、動きが沈静化しているのだが、またもや無む謀ぼうな戦闘を始めようとしているということだ。

　いくらブレイズがソーディの中でも強きよう靱じんな部族とはいえ、一国の政府を相手に勝てる見込みはゼロに近い。同どう胞ほうの血が流れることを、リーゼは憂うれいているのだ。

「俺おれになにができるかは、わからねぇけどな」

　クロウは、ブレイズが動き出した場合、殲せん滅めつしなければならない立場だ。

　他ほかでもない彼自身が、ブレイズに血を流させることになる。

　だが、クロウは、リーゼの治ち癒ゆの術じゆつ法ほうのおかげで、サーラとの戦いでも命を拾えたと思っている。その借りは返さなくてはならない。

　それに、リーゼのような可愛かわいい少女の願いなら聞いてやりたくなるというものだ。

「私も迂う闊かつなことは言えない立場だけど、仲間に死んでほしくないという気持ちはわかるしな。シルフィ様にできるだけのことは言ってみるが」

「ありがとうございます、お姉さん！」

　リーゼが、クロウに抱かれたままわずかに顔を動かして、明るい声で言った。

　ふと、クロウは気づいた。

　イシュトは人間の血が入っているから、日ひ奈な子こや明あか里りに甘いのだと思っていた。しかし、実は相手が誰だれだろうと優しいのではないか。敵であるブレイズにも心を配れるのは、イシュトの性格によるものなのだろう。

　もっとも、日奈子や明里、リーゼが稀まれな美少女だから甘くなってるだけかもしれないが。

「とはいえ、それもここを出てからだ。いったい、いつ出られるのか……」

　弱音とも取れる発言だった。イシュトも見た目ほど元気ではないらしい。

「山道をずっと行ったり来たりだもんなあ。どこに出口があるのか、そもそも出口なんてもんがあるのか」

　リーゼは、自分でもよくわからないうちに迷い込んだらしい。

　ここは、正規の入り口以外から入ることはできても、出られないのかもしれない。

　クロウは考え込みつつ、リーゼの身体からだを持ち上げ、ぎゅうっと抱きしめる。

「あ、あのっ、お兄さん……そろそろ離して……というか、私も汚よごれてますし……」

「そういえば、このところ身体を拭ふく暇ひますらなかったな……」

　イシュトは、汚れた自分の身体を見て、嫌そうな顔をする。

「すぐそこに沢があったぞ。会長たち、身体を洗ってきたらどうだ？」

　クロウには、白い幻げん影えいや黒い剣けん士したちの出現パターンがそろそろ読めてきている。

　これまでのパターンを考えれば、あとしばらくは襲おそってこないはずだ。

「それじゃあ、お言葉に甘えるか。リーゼ、行こう。ああ、少年。覗のぞくなとは言わないが、少女を傷つけないように、こっそりと見ろ」

「あの、私ってあなたより年上なんですが……あと、覗かれるのはこっそりでも堂々でも困りますけど……」

　リーゼは、弱々しく抗議する。

　彼女はどう見ても十代前半にしか見えないが、実年齢は二十歳はたちを間違いなく過ぎているらしい。それにしては、中身も子供そのものだが。

「いいから行こう。私ももう、羞しゆう恥ち心しんなど気にしてられない」

　イシュトは、リーゼをなかば引きずるようにして沢のほうへと歩いて行く。

　クロウは、追いかけて覗くつもりはなかった。状況を考えないのは彼の悪あく癖へきだが、さすがにドタバタを演じる体力はない。

「ふうー……」

　二人の姿が消え、クロウはため息をついた。

　ひとまず落ち着くことにして、包ほう帯たいを解き、日本刀を鞘さやに収める。

　水すい筒とうの水を飲み、棒状の携帯食料をバリバリとかじる。

　白い幻影は、マナカ、サーラ、リンネ、ネーナと次々と姿を変えて襲ってきた。ここ最近出会った強敵ばかりだが、ジョーが入っていないのは彼が〝剣士〟ではないからだろう。

「あのおっさんなら、遠慮なくぶった斬ぎれるんだけどなあ」

　もっとも、クロウは幻影を相手に遠慮していない。いくら斬っても、あの幻影は姿を変えてまた現れるのだ。

「このままじゃ、きりがねぇな……つーか……」

　幻影が現れる大本を断たなければ、いつまでも襲われる。

　あるいはそれが、牙きばの道のゴール条件なのではないか。

「おっ、お兄さーんっ！」

「……天使？」

　クロウは、突とつ然ぜんの声にぼんやりした反応しか返せなかった。

　木々の間を抜け、真っ白な肌はだの可愛かわいすぎる生き物が駆かけてきているのだ。

　透すけるような不思議な色の髪は濡ぬれていて、裸はだかに白衣一枚だけを羽は織おっている。白衣の前が開いているので、ささやかな胸のふくらみがほとんど丸見えだ。

　しかも、その下はもっときわどい──

「って、なにやってるんだ、リーゼ」

「お姉さんが！　お姉さんが白い人たちに取り囲まれてます！」

「はぁ!?」

　クロウは驚いたのと同時に、もう立ち上がり、駆け出していた。

　転げるようにして一気に駆け抜け、沢へとたどり着く。

「会長！　無事か！」

「……その判断は君に任せるよ」

　イシュトは、なぜか笑いながら言った。

　彼女は雷ライ狼ロウ牙ガを構かまえている。リーゼと同じく服を着る暇ひまがなかったのか、ブラウスのボタンがほとんど外れていて、ブラジャーも着けていないようだ。スカートははいているが、いかにも慌あわてて最低限だけ服装を整えたという感じだ。

　そのイシュトの周りに、六つの白い幻げん影えいが取り囲むようにして立っている。

「パターンを変えてきたか。いろいろやってくれるよな！」













　クロウは再び走り出した。

　イシュトは普段どおりの口調だが、脇わき腹ばらに血が滲にじんでいる。それほどの出血ではないようだが、疲ひ労ろうしきった状態での負傷は命取りになりかねない。

「…………っ！」

　クロウは走りながら、ぎょっとする。

　彼の前にも、六つの人ひと影かげが現れたのだ。

　マナカ、サーラ、リンネ、ネーナに加えて、絶ぜつ剣けんシュナークに剣けん王おうジーネルだ。

　ネーナはまだしも、他ほかの五人は一いつ対たい一いちでも太た刀ち打うちするのは難しい手て練だれたちである。

　クロウは日本刀の柄つかをぎゅっと握にぎり、速まりだした鼓こ動どうを抑おさえる。

「下がってろよ、リーゼ！」

　リーゼが追いかけてきていることには気づいていた。

　あの幻げん影えいたちは丸まる腰ごしのリーゼは襲おそわないが、もしクロウたちがやられたらどうなるか予想できない。

　日ひ奈な子このために、リーゼのために、そして自分のために。負けるわけにはいかないのだ。

「つってもな……こんなもん、相手にしてられるか！」

　クロウは日本刀を抜かず、幻影の剣けん士したちの動きを読み、素早く彼女たちの間をすり抜けていく。

「おっとぉ！」

　回り込んで、剣を振り下ろしてきたサーラの剣を居合いで弾はじき──

　次の瞬間には剣を収めてサーラの横を走り抜け、一気にイシュトのそばへたどり着く。

「会長！」

　クロウはタックルするようにしてイシュトの腰を掴つかみ、白い幻影の間を抜けるようにして走って行く。

「少年！　こいつらを倒さないと！　これは試練なんだぞ！」

「勝てるときに戦うのが鉄則なんだよ！」

　クロウは有無を言わさず走って行く。

　イシュトが本気で抵抗したら、連れて逃げることなどできないが、彼女がされるがままになっているのは、クロウの言うことが正しいと理解しているからだろう。

「っと……！」

　クロウの前に、今度はマナカが現れる。

　しかも、二本の剣を構かまえ、高速移動を始め──七人に分ぶん裂れつした。

　彼女の奥おう義ぎである、乱みだれ舞まい姫ひめである。

　クロウはイシュトの身体からだを離し、剣を握った右腕をだらりと下げてその場で待ち構える。

　偽者の奥義など──本物のマナカに勝った自分には、ものの数ではない。

「ふうっ……！」

　九きゆう天てん聖せい斬ざんも花カ散サン乱ラン撃ゲキも必要なかった。

　ただ、乱みだれ舞まい姫ひめがクロウの脳のう裏りに、あのときの自分の剣を思い出させていた。

　マナカの限界を超えた高速移動が、七ツ身分身を超え、姿が消えてしまうほどの境地に達し──クロウは、見えない彼女に向けて剣を振るった。

　あのときと同じ太た刀ち筋すじを、マナカが導いてくれたあの剣を──

　その瞬間、クロウの頭からすべてが消きえ失うせ──ただなにも考えずに剣を上段から振り下ろした。

「なっ……!?」

　イシュトの驚いた声が、クロウを現実へと引き戻した。

　そのときには、クロウは剣を振り切っていて──袈け裟さ懸がけに斬きられたマナカの身体からだがぼやけ、消滅していくところだった。

「……本当に悪趣味だな」

　クロウはつぶやき、すぐに気を取り直してイシュトの手を引き、また走り出した。

「なあ、少年。今の太刀筋はなんだ……？　どうも不思議な感じだったが……」

「俺おれにもわからん！　リーゼ、ついて来い！　白い奴やつらには近づくなよ！」

　むろん、リーゼへの気遣いも忘れなかった。

　彼女はブレイズだから、走ればクロウよりはるかに速い。指示さえ出しておけば、心配はないだろう。

　クロウは、イシュトのほうを見ずに走り続けた。







　走ること、十分ほど──

　クロウとイシュトは、山中を流れる川辺にたどり着いた。

　十メートルほどの高さの滝たきが落ちてきていて、滝たき壺つぼもある。

　クロウはイシュトの手を離すと、後ろを振り向いた。

「会長、腹の傷は大だい丈じよう夫ぶか？」

「ああ、たいしたことはない。もう血は止まった」

「そうか……でも、休んでてくれ。リーゼがまだ来てないな。ちょっと様子を──」

　すぐに引き返そうとして、クロウはなにかに気づいた。

　殺さつ気き──いや違う、強きよう烈れつな悪意のようなものが漂ただよってきている。

「少年……君も気づいたか」

「ああ、ありゃあ……なんだ？」

　クロウとイシュトは、その悪意がどこから感じられるのかすぐに気づいた。

　滝壺の中心あたりに岩が突つき出ており、そこに一振りの剣が刺ささっているのだ。

「岩に刺さってるってだけでもすげぇけど、なんか変だぞ、あれ……」

　クロウは、その剣をじっと見つめる。

　両刃の長ちよう剣けんで、柄つかも刀とう身しんも真っ黒だ。鍔つばはまるで悪魔の羽のような意い匠しようになっていて、全体がひどく禍まが々まがしい。

　剣から黒い波動のようなものが放たれているようにも感じる。

　さっきまでの戦いのことなど、完全に頭から吹き飛んでしまった。おそらく、イシュトも同様だろう。

「なんか知らんけど、やべぇ……ここから離れたほうがいいんじゃねぇか？」

「逃げてばかりもどうかと思うが同意だな。あんな不気味な剣は見たことがない……」

「ああ……とっととリーゼと合流しておさらばしよう」

　クロウは日本刀の柄つかに手をかけながら、じりじりと後ろに下がる。

　いや、真っ黒な剣には近づきたくても近づけない。剣とクロウの間に、見えない壁があるかのようだ。

　しかも、その壁がじわじわとこちらに近づいてきているような圧力も感じる。

「あれは──妖よう剣けんですね」

「は……？」

　突とつ然ぜん、クロウとイシュトの間にリーゼが割り込んできた。

　さっきと同じ、白衣一枚だけのあられもない格好のままだ。

　リーゼはそのまま二人の間を抜けて、つかつかと滝たき壺つぼのほうへと近づいていく。

「まっ、待て、リーゼ！　それに近づくな──っつーか、なんで近づけるんだ？」

「妖剣は、いわば〝術じゆつ法ほうを使う剣〟です。ソーディアでも失われた古代の金属でつくられ、長い間血を吸い続け、術法の発動装置として使われて──魔を帯びたんです」

　リーゼは止まることなく、歩みを進め、滝壺に足を踏み入れた。

「七十年前、空の扉が閉じたあとも、ブレイズ以外のソーディでもしばらく術法は使えていました。その頃ころ、剣けん仙せん衆しゆうたちがこの牙きばの道をつくったのでしょう。剣仙衆たちは、あの岩に妖剣を突つき刺さし、術法で封印を施して──その上で、牙の道の試練として幻げん影えいを生み出す能力を常時発動させているのでしょうね」

　リーゼは説明しつつ、滝壺を進んでいく。

　滝壺は浅いらしく、小こ柄がらなリーゼでも腰こしのところまでしかつかっていない。

「本来、七しち剣けんクラスと相対すれば強力な『光コウ』で、人間は立っていられません。でも、あなたは普通に七剣たちと戦えたでしょう」

「は？　そりゃそうだけど」

　振り向かずに言ったリーゼの言葉に、クロウは戸と惑まどう。

「あなたがほぼ無意識に『光』をいなしているように、この妖気もコツさえわかれば避さけられます。あなた方なら、すぐでしょう」

「リーゼ……？」

　なんだろう、とクロウは強い違い和わ感かんを覚えた。

　リーゼの口調がいつもと違う。性格も微妙に変わってしまっているように聞こえるのだ。

　戸惑うクロウの前で、リーゼは二つに結んだ髪をすっとほどいた。

　長い髪が、さらさらと風に揺ゆれる。

「お兄さん、さきほどの一刀、お見事でした。決して強くも速くもありませんが、流れるように無む駄だがなく──いえ、なにもない真空のような一撃。決してソーディには使えない剣でしたよ。本当に凄すごかった。私の目が覚めるくらい──」

「おい、リーゼ、なにやって……！」

　不意に、リーゼが振り向いた。

　向けられたリーゼの目に──クロウはぞくりと寒気が走るのを感じた。

　いつもの、優しくて、どこか小動物のようなくりっとした目とはまるで違う。

　それはまるで、研とぎ澄すまされた刃やいばのような、鋭するどい視線だった。

「リーゼ……！」

　リーゼはまたクロウに背を向けると、滝たき壺つぼ内をさらに進んで、剣が突つき刺ささっている岩の前へと立った。

「久しいですね、妖よう剣けんシャラサザール。牙きばの道の〝核かく〟として使われているとは」

　リーゼは、そんなことを言って黒い剣の柄つかを無む造ぞう作さに掴つかんだ。

　それから、ぐっと力を込めて一気に引き抜く。

「なっ……！　なにしてんだ、リーゼ！」

　黒い剣からラーシュの光こう刃じんのような漆黒の煙けむりが立ち昇り、リーゼの身体からだが包み込まれていく。













「くそっ！　なんなんだ、ちくしょう！」

　クロウは日本刀の柄つかに手をかけながら、駆かけ出す。

　見えない壁があるかのような圧力は消えるどころか強まっているが、強ごう引いんにでも押し進むしかなかった。

「リーゼ！　早くその剣を捨てろ！　こっちへ来い！」

「ええ、参りましょう──」

　リーゼは、とんと跳とび上がり、水しぶきを上げながら滝たき壺つぼから岸へと着地した。

　黒い剣を握にぎり、クロウに背中を向けている。

「これは……！」

　クロウは、その姿に強きよう烈れつな既き視し感かんを覚えた。

　それも、ごく最近の記憶が刺し激げきされている──そこまで思い出せば、あとは答えにたどり着くのはたやすかった。

「あの写真に……写ってた……」

　太陽の乙女の故郷で見つけた、五人の女性が写った一枚の写真。

　若き日の大だい剣けん聖せい、セフィの曾そう祖そ母ぼラナフィ、先代の太陽の乙女に扉の巫み女こ、それに加えてもう一人、小さく写っている人物がいた。

　後ろ姿だったので、髪が長くて長ちよう剣けんを提さげていたことしかわからなかった。

　今のリーゼは、その人物に似ている──いや、そっくりだと言っても間違いではない。

　だが、あれは七十年も前に撮られた写真である。

「……セフィと日ひ奈な子こだってあの写真に写ってた先代にそっくりだもんな……。リーゼ、おまえの先祖もやっぱり大たい戦せんに参加してたのか？」

「残念ながら、私はブレイズの医者に拾われるまでの記憶がないんですよ」

　リーゼは、微笑ほほえみながらそう言うと。

　クロウのほうを向いて、右手に握った剣を軽く振った。

「あ、ああ……あああああ……妖よう剣けんシャラサザール……今でもあなたは素す敵てきですね……」

「だったら、なんでその剣を知ってる！」

　リーゼはなにも答えなかった。

　黒い剣から立ち昇った煙けむりが、霧状に変化し、リーゼの周囲にたゆたう。

　あれは、リーゼだけどリーゼじゃない──！

「ふざけやがって！　俺おれの可愛かわいいリーゼを返せっ！」

　クロウが軽く身を屈かがめてタメをつくり──駆け出そうとしたそのとき。

　リーゼは再び跳んで、クロウに向けて妖剣を振り下ろしてきた。

「なっ……！」

　思わずクロウの身体からだが固まってしまう。

　それほどまでに、リーゼの斬ざん撃げきは──あまりに完かん璧ぺきすぎた。

　速さと強さ、それに重さ──これしかないというほど完璧な太た刀ち筋すじ。

　あるいは、それは剣けん聖せいヒョウカやサーラよりも──

「少年！」

　イシュトが体当たりする勢いでクロウに飛びついてきて、二人はそのまま地面を転がっていく。

　リーゼが振り下ろした妖よう剣けんは鋭するどい音とともに地面に突つき刺ささり、深い亀き裂れつを刻み込む。

　クロウとイシュトは数メートル転がると、すぐに体勢を立て直した。

「ぼさっとするな、少年！　もうわかってるだろう、これはリーゼじゃない！」

「あ、ああ……」

　頷うなずきつつも、クロウはまだ動どう揺ようが収まっていなかった。

　リーゼの斬ざん撃げきは、あまりにも熟成されていた。ヒョウカやサーラを思い出したが、それよりも大だい剣けん聖せいの剣が近いかもしれない。

　どれほどの才能があっても手に入れられない、長い時間をもって磨みがかれた技術。

　妖剣がなにか悪さをしているのか、それとも──

「……なあ、会長。殺すな壊すなはわかってるけど、一つは忘れることにするぞ。たぶんあのクソ剣のせいでリーゼはああなってる。ぶち壊さないと気が済まねぇ」

「同感だ」

　イシュトはクロウの横に並び、雷ライ狼ロウ牙ガを突き出すようにして構かまえる。

　クロウもいつもの中段の構えを取り、だらりと力を抜く。

　さっきの、幻げん影えいのマナカを斬きったときを思い出せば──誰だれにも負けない。

　いや、誰にでも勝てる。

「二人とも、よい構えです。この妖気にも怯ひるまず、立ち向かってくるだけでもたいしたものなのに。牙きばの道の試練をくぐり抜けてきた剣けん士しが二人。この妖剣の相手として、不足はないですね」

「リーゼの口でふざけたことをしゃべるな……！」

　クロウが言い終わる前に、リーゼは動いていた。

「ちぃっ……！」

　クロウは、古コ流リユウでリーゼの一撃をさばいた。

　腕に電撃をくらったような強きよう烈れつな痺しびれが走る。

「くっ……！　なんだこりゃ……！」

　こいつはヤバイかな、と思いつつもクロウは冷や汗一つかいていなかった。

　リーゼの剣はあまりに凄すさまじすぎて、恐怖心が麻ま痺ひしているかのようだ。

　これまでに何度も死ぬような思いをしてきたが、今回の場合はケタが違うかもしれない。

　だが、あの妖剣をなんとかしなければ、イシュトとともに死ぬことになる。

　リーゼを助け出し、いつもの笑顔を取り戻さなければならない。







　桜さくら井い日ひ奈な子ことセフィは、再び東京ソーディアにいた。

　太たい陽よう教きよう教祖の側近から再び連絡を受けた翌日、天剣ソーシャに付つき添そわれ、東京ソーディアの中央特別区センターのとある街へとやって来たのだ。

　セフィだけでなく、日奈子も剣の学院の夏服姿だ。日奈子は学院の生徒ではないものの、諸事情で制服を着用しており、お気に入りの服装でもあるのだ。

　セフィは星ほし崩くずしを背負い、日奈子も弓ゆみ袋ぶくろに先代の太陽の乙女の弓を入れて、肩かたに担かついでいる。二人とも、準備は万ばん端たんである。

　時刻は午前十時。夏の太陽が頂点に近づき、気温もぐんぐん上がってくる時間帯だ。

「あたしたち、ロウがさらわれたあたりから、行ったり来たりよね……」

　セフィは大変に不満そうである。

　特にセフィの場合は、東京ソーディアから長野の剣けん仙せん衆しゆうの里へ行き、そこからまた東京ソーディアへととんぼ返りするハメになったのだから、当然だろう。

　とはいえ、日奈子もつい一週間ほど前に東京ソーディアにある太陽の乙女の故郷に行き、剣仙衆の里へ戻り、またここに来たのだから〝行ったり来たり〟は同じだ。

「で、ここでいいのよね？」

「はい、間違いないようです」

　日奈子は、太陽教からもらったケータイの画面を見ながら答えた。そこには、メールで送られてきた地図が表示されている。

　その地図に、太陽教教祖との対面場所が記されているのだ。

　そこは、〝月つき村むら製薬株式会社〟という製薬会社の研究所だった。

　敷しき地ちはかなり広く、建物がいくつかあるようだ。

　二人は、正門の前に立っている。鉄の門もん扉ぴはかたく閉じられ、門のそばには守衛の詰つめ所しよがあるが、そこは無人らしい。

　天剣ソーシャとは、既すでに別れている。

　付き添いは一人、という条件を破れば対面が破は算さんになるかもしれないため、東京ソーディアに入ると同時に二人だけで移動してきたのだ。

「しかし、製薬会社ね……つまり、ここは太陽教と繋つながりがあるってことかしら」

「兵器とかつくってる会社とも繋がりがあったのですから、不思議はないのです。セフィは、この会社は知ってるのですか？」

「いえ、全然。あたし、薬とか使わないしね」

　頑がん丈じようで高い回復力を持つソーディならば、当然の話だ。

　ただ、ソーディも薬をまったく使わないわけではないだろう。会社名を見る限り、人間の会社なのだろうが、中央特別区にあってもおかしくない。

「でも、確かにありえないことでもないわね。エイジンの腕をくっつけてる奴やつとか、薬で調整されてるサイボーグとかいたんでしょ？　製薬会社なら実験施し設せつがあってもおかしくないし……」

「お薬の会社を隠かくれ蓑みのに、変なことやってるということですか。本当に、太たい陽よう教きようというのはヤバイところなのです……」

　日ひ奈な子こは、会社の建物を眺ながめつつ、不満を口にする。

　両親がつくりあげた組織が危険なことばかりやっていると知れば、複雑な気分にもなるというものだ。

「それほどでもないですよー」

「…………っ！」

　突とつ然ぜんの声に、セフィがさっと身み構がまえる。

　鉄の門もん扉ぴの向こうに、数人の人ひと影かげが現れていた。

　先頭に立っているのは、太陽教のシスター服姿の少女だ。長い黒髪で、額ひたいのところをまっすぐ切りそろえている。他ほかのシスターと違い、ベールをかぶっていない。

　さっきしゃべったのは、彼女らしい。

「……堂々と太陽教教徒がこんなとこに出入りしていいの？」

「別に、太陽教では薬は禁じていませんから。おかしなことではありませんよー。っと、はいはい、開門開門」

　シスターの少女がぱんぱんと手を打ち合わせると、門がゆっくりと開いていく。

　門の向こうにはシスターと、白いローブをまとった者たちが二人いる。

　セフィは、すうっと目を細めた。白いローブの二人は、妙みように気配が薄い。おそらく、話に聞いたサイボーグだろう。

「申し遅れました。私、本日の案内役をおおせつかったミツキと申します。以後お見知りおきを。ああ、そちらの自己紹介は不要ですよー。太陽の乙女に、セフィ姫ですね。ソーディのお姫様が付つき添そいとは意外でしたけど」

「あたしを、ただのお姫様だと思わないほうがいいわよ」

「存じてますよー、扉の巫女。さ、参りましょう」

　さりげなく言い、ミツキは踵きびすを返して研究所の奥へ向かって歩き出した。二体のサイボーグもついていく。

「……行きましょう、ヒナ。あの女は胡う散さん臭くさいけど、今さら引き返す手はないでしょ」

「はい。教祖に会うと決めたのはわたしですから──」

　日奈子は、セフィの前に立って歩き始める。

　セフィも、周囲を注意深く警けい戒かいしながら日奈子の横に並んだ。

「ところで、そこのシスターさん。訊ききたいことがあるんだけど」

「はい、なんでしょうー？」

　ミツキは振り向かずにセフィに答える。

「なんで太陽教の教祖は、唐とう突とつにヒナと会う気になったの？　会う前に、それくらいは聞かせてもらわないと、罠わなの可能性を捨てられないわ」

「罠の可能性はどうやっても捨てられないでしょうー」

「…………！」

　しれっとなにを言うのかと、セフィはミツキの後ろ姿を睨にらむ。

「でも、そうですねー。ここまでご足労いただいたんですし、それくらはお教えしたいんですが、私も知らないのですよー。推測することはできますけどねー」

　ミツキは、振り向いてにっこりと笑う。

「ほら、幹みき原はらさんたちのチームがシルフィ議員の手下の方々に全滅させられたじゃないですか。罪は幹原さんが男らしくかぶってくれましたけど。かっこいいー。それはそれとして、太たい陽よう教きようが受けたダメージは大きかったですよ」

　ミツキは、軽く肩かたをすくめる。

「ソーディに逆らう気骨があることが教団の特徴でしたし、そこに期待してお金を出してくれてる支援者もいますしー。で、牙きばを抜かれた教団はどうするか？　また、武装を強化するか？　その辺が悩みどころでしてねー」

「ちょっと、あんた。長々と話してるけど、なにが言いたいかわからないわよ」

「お姫様はせっかちですねー。要するに、教団は決断を迫られてるわけです。ただ、どうするにしても誰だれかが責任を取らないとー。警察に対しては幹原さんが身を差し出してくれましたが、内部向けにも誰かが責任を取って、太陽教は変わらなければならないんですよねー。たとえば、トップが変わったりとかー？」

「まさか……わたしを新しい教祖に据すえるために呼んだ、ということですか……？」

　日ひ奈な子こは、意外な話に戸と惑まどいを隠かくせなかった。

　長い間、実じつの娘を閉じ込めておいて、必要になったから跡あと継つぎにするなど、いくらなんでも虫がよすぎる話だ。

「そういうこともあるかもねー、という推測です。私は一いつ介かいのシスターですから」

「本当にそうなのですか？」

　日奈子は、じっとミツキの背中を見つめながら訊きく。

「あなたは、教祖と関かかわりのある教徒さんじゃないのですか？　それなら、普通ではないのでは……」

「あははー。ご期待に添えなくて悪いですが、私は、たまたま導師の身の回りのお世話をする栄えい誉よをいただいた、幸運な教徒というだけです。考えすぎですよー」

　ミツキはおどけて言い、さらに進んでいく。

　いくつか建物の横を通り過ぎ、ひときわ大きな三階建ての白い建物の前で立ち止まった。

　ゆるいスロープを上がり、ミツキがガラスのドア横の機械を操作し、入り口を開く。

「こちらですよー。もう少し歩いていただきますが、ご容よう赦しやください。むやみに広いんですよね、ここ」

　リノリウムの廊ろう下かを進みながら、ミツキが言った。

「この製薬会社を間借りでもしてるの？」

「そんなとこですかねー。ところで、さっきのお話、聞こえてましたよ。この研究所ではないですが、幹みき原はらさんの変てこな腕の手術をしたのは月つき村むら製薬の施し設せつらしいですー」

「……大きい会社なんでしょ？　あたしたちがそんなこと知っちゃっていいの？」

「その件の証拠はございませんからー。証拠が残ってたらしゃべりませんよー」

　ミツキはしれっとした口調で言った。

　セフィは、あまりにあっさり言い切られて、反論する気をなくしたようだ。

「はいはい、こっちですよー。この研究所、広い上に構造が複雑なんですよね……っと、あららら？」

　廊ろう下かの角を曲がったところで、ミツキが立ち止まった。

　そこは休きゆう憩けいスペースのようになっていて、椅子とテーブル、それに飲み物の自動販売機が置かれている。

「なによ？　なんなの？」

「この休憩スペース、いつも社員の方々が何人かいらっしゃって、私たちを胡う散さん臭くさそうに見てくるので。珍めずらしく、誰だれもいないなーと」

「……ちょっと待って」

　セフィが、また星ほし崩くずしの柄つかに手をかけながら、日ひ奈な子このそばに寄る。

「ここ、ヒナと教祖の対面のために無人にしてるんじゃないの？」

「いえ、特にそういう話は聞いてませんが」

　ミツキは、軽く首を傾かしげながら答える。

「さっきからこの建物、まるで人の気配を感じないわよ。ここが今も普通に使われてる施設だっていうなら、変だわ」

「変ですねー」

「…………！」

　ミツキの反応に、セフィはますます身を固くする。

　日奈子は、セフィにかばわれながら、太たい陽よう教きようの三人をじっと見つめた。

　ミツキは落ち着いた様子だが、あとの二人のサイボーグはわずかに浮き足立っているようだ。周囲を警けい戒かいするような動きを見せている。

　そう、確かにこの研究所は静かすぎる。

　いくらなんでも物音一つしないというのは、普通ではないだろう。

「本当に、あなたを信じていいのですか？」

　日奈子は、ミツキに問いかける。

「導師が、あなたに会いたいとおっしゃったのは事実ですよー。罠わなの話なども私は聞かされていません。それに、このサイボーグたちは私の護ご衛えいではなく、あなたの護衛ですよー。もちろん、それも導師のご命令です」

「では、進みましょう」

「ヒナ!?」

　日奈子は、まっすぐな視線をセフィに向ける。

「行くしかないのです。クローとイシュトは、死ぬかもしれない試練にもためらわずに踏み込みました。わたしも、勇気を出さないと……」

「…………うん」

　セフィは、こくりと頷うなずいてくれた。

　日ひ奈な子このことを心配しつつも、意思を尊そん重ちようしてくれている。

「では、話がまとまったところで行きましょうか。ま、みなさん揃そろって有給休きゆう暇かでも取られてるのかもですしねー」

「…………」

　ただ、日奈子にもこのシスターだけはどうにも信じられなかった。

　もっとも、人間のシスター一人など、セフィがいれば数にも入らない。

　警けい戒かいするべきものは、シスターとサイボーグではなく、ここから進んだ先にある。

　太たい陽よう教きようの教祖──日奈子を閉じ込めた人物は、いったいなにを企たくらんでいるのか。







　黒い剣けん閃せんが走り、なんの音も立てず、一ひと抱かかえもある木がまとめて五本も切断された。

「おいおいっ！　ものすげぇな！」

　クロウはぼやきながら、倒れてくる木をかわしつつ走って行く。

「…………っ！」

　視界の端はしに、飛びかかってくる人ひと影かげが映った。

　クロウはくるりと身体からだを反転させ、襲おそいかかってきた剣を古コ流リユウで受け流す。また、痺しびれるような衝しよう撃げきが腕に走り、さらに全身に伝わっていく。

「ふふっ」

　リーゼは受け流された剣を引きつつ、その場で高く跳とび上がった。

　空中で白衣をはためかせ、くるりと一回転して剣を振りながら落下してくる。

「うおおっ！」

　クロウは落ちてきたリーゼの剣の衝撃を殺しつつ、また受け流す。今度は火花を散らしながら、重ねた刃が甲かん高だかい音を鳴り響ひびかせる。

　刃が離れると、二人は後ろに跳んで、間ま合あいを空ける。

「まったく、やべぇなあ……おい、リーゼ。そろそろ正気に戻ってみねぇか？」

「私は正気ですよ。ブレイズなんだから、剣を振るえてもおかしくないでしょう」

　リーゼは妖よう剣けんを片手で構かまえながら、笑みを浮かべて言った。

　クロウにはその言葉が信じられなかった。彼ほどの手て練だれになれば、相手の力量は見ただけでもある程度判断がつく。

　間違いなく、医師のリーゼベルは剣の素人しろうと。他ほかの戦闘技術を含ふくめて、一切なにも身につけていないようにしか見えなかった。

　しかし、今のリーゼは華麗にして完かん璧ぺきな剣術を披ひ露ろうしている。

　それも、ネーナが見せたような、身軽に飛び回り、高さを利用して剣を振るうような、古いタイプの剣術だ。

「……なあ、リーゼ。俺おれは、おまえに似た奴やつを見たことがある。七十年ほど前の写真でだけどな。おまえの師し匠しようか先祖か、それとも……」

「お兄さん……あなた、恐れていますね」

「なに……？」

　微笑ほほえんでいるリーゼに、クロウは問い返す。

「あなたは私を恐れてます。私の剣を、ではなくて私そのものをです。それでは、勝てない。それでは、極きわみには届かない。古きソーディたちが夢見た、至高の存在。数千年も忘れられた果てに──かつての大たい戦せんで、一人の剣けん士しが手をかけながらも、その傲ごう慢まんさゆえに失った、夢。そして、また忘れられるはずだった夢をよみがえらせようとしている者がいます。あなたもまた、その夢に踏み込んだ者。ですが……」

「なにを言ってるのかわからねぇよ、リーゼ！」

　クロウは剣を軽く振りながら、思わず叫さけんでしまった。

　リーゼの言葉が、まったく理解できない。

　それでも──クロウはなぜか、リーゼの言葉を聞き逃せなかった。彼女が語った言葉の一つ一つが魂たましいまでしみこんでくるようだった。

「あなたには、わかっているはず。彼女が育てた、彼女の可愛かわいい剣士であるあなたならば。忘れてしまいましたか？　いいえ、大事な記憶は捨てられない、忘れられない。そのことを教えてあげましょう」

　リーゼはそう言うと、右手に握にぎった妖よう剣けんを高々と掲かかげた。

「妖剣シャラサザール。心を、悪夢を映し出す黒き剣よ、応こたえて──」

　剣から黒い霧が噴ふき出だし、リーゼの小こ柄がらな身体からだを包み込んでいく。

「なんなんだよ、いったい……」

　クロウは、ぎゅっと日本刀を握り直す。

「妖剣、と言っていたが、いったいなんなんだ……？」

　すぐ隣となりにいるイシュトも、緊張した面持ちで、黒い霧に包まれたリーゼを見つめている。

　黒い霧はリーゼを完全に包み込み──突とつ然ぜん、ぱっとその霧が飛び散った。

「…………っ」

　クロウは、霧をまともに浴びながらも目を閉じなかった。一瞬たりとも、リーゼから目を離さなかった──のだが。

「……まあ、出てくるような気はしてたよ」

　クロウにしてみれば、ようやくのご登場といったところだ。

　黒い霧の向こうから現れた人物は、青い髪を背中まで伸のばし、目鼻立ちは凛りんと整っていて、大きな目はどこか猫を思わせる。派手な桜色の着物の前をはだけ、二つのふくらみをほとんどさらしている。

　右手には抜き身の日本刀を握にぎっていて、彼女はそれを軽く振った。

「ただの幻げん影えいじゃない……か？」

　クロウは、目の前にいる、もういないはずの人物をじっと見つめる。

　彼の師し匠しようであり、彼自身がその手で斬きったはずの剣けん聖せいヒョウカ。

　ここまでのマナカやネーナたちのような幻影とは、存在感が違う。本物がすぐそこにいるようにしか思えない。

　あの妖よう剣けんが、術じゆつ法ほうのような能力でリーゼの姿を剣聖ヒョウカに変えている。

　いや、クロウの目にそう見えるようにしているのだろう。

「……ちなみに、会長にはそこにいる奴やつが誰だれに見えてる？」

「やはり、母だよ。ただ、私が知る姿と微妙に違う……というか、若いな。ソーディだから二十歳はたちだろうが四十歳だろうがほとんど変わらないが、母だからな。違いはわかるよ。写真で見たことがあるだけの、若い頃ころの──もっとも強かった頃の母だ」

「そいつは厄やつ介かいそうだなあ」

　おそらく、クロウとイシュト、二人が〝もっとも強い〟と認にん識しきしている者が現れている。

「…………」

　不意に、ヒョウカが動いた。

　ゆったりと前に踏み出したかと思うと、一気に間ま合あいを詰めてきた。勢いを利用して、日本刀を片手で振るってくる。

「速っ……！」

　クロウはほとんど反射のみで剣を振り、ヒョウカの日本刀を受け流す。火花が散ることもなく、刃を交まじえた音もわずかで、強力な斬ざん撃げきが逸それていく。

　続けて、ヒョウカが二の太刀、三の太刀を放ってくる。クロウは同じく、なにも考えずに剣を合わせ、ヒョウカの目にも留まらない斬撃を受け流す。

「さすがに勝手知ったるってことか……！」

　クロウは連続攻撃をさばきながら、思わず笑ってしまう。

　あらためて見ると、マナカやサーラよりも速く、鋭するどい。

　だが、七年もの間、毎日受け続けた剣だ。太た刀ち筋すじはよく知っているし、動きのクセも見慣れている。

「くうっ……！」

　クロウとヒョウカは刃をぶつけ合い、同時に後ろに跳とんだ。

　着地して、二人は鏡に映したような中段の構かまえを取る。

「偽者のはずなのに、本物と寸分違わない太刀筋か。やっぱ、師匠は強つえぇなあ。俺おれが、この人には斬られたくないと思い込んだ、あの剣だ……」

　八年前、まだ幼かったクロウの故郷で人間とソーディが衝突した市街戦が起き、弾丸が飛び交かう戦場で、剣聖ヒョウカだけが銃弾をすり抜けるようにして前進し、次々に人間たちを斬っていた。

　クロウはそのヒョウカを恐れ、彼女に斬きられないために──いきなり弟で子し入りを願い出たのだ。

「私から見れば、変な感じだよ。母が、見たこともない太た刀ち筋すじで戦ってるんだからな」

　イシュトが、ぼそりと言った。

「やっぱり、師匠せんせいに見えてるのは俺おれだけなんだな。悪いけど会長、最初の獲え物ものは俺らしい。こっちが相手をさせてもらうぞ」

　とはいえ、偽者だろうと太刀筋はヒョウカそのものだ。

　相手をしたくても、いつまでもつかどうか──

「あの妖よう剣けんの能力は、敵対した相手の心の鏡を映す──ってとこか？　牙きばの道に入った奴やつらには、白い幻覚を差し向けてくる。んで、直接こうやって妖剣と向き合うと──」

「心の奥深くにいる者の姿を取る、ということかな？　もっとも恐れている者の姿、能力をコピーすると言ってもいいが。なんて悪趣味な剣だ」

　イシュトが嫌そうな口調で、クロウの言葉を補足する。

「…………っ！」

　前まえ触ぶれもなく、再びヒョウカが踏み込んでくる。

　クロウは、止まらずに繰くり出だされてくるヒョウカの剣を、かろうじて古コ流リユウで受け流していく。

　ヒョウカの剣はさらに加速している。いや、本物のヒョウカらしくなっていく、というべきだろうか。

「やっぱ強つえぇ……！　でもよ、負けるわけにはいかねぇよな！」

　本物の剣けん聖せいヒョウカを斬り、マナカに剣聖の弟子である者が負けることは許されないと言われ、そのマナカに──クロウは奇跡とはいえ、勝ってしまった。

　マナカを斬り、それを誇ほこりに思っている。そのクロウが負けることは、あの偉大な剣けん士しだったマナカの誇りを傷つけることにもなってしまう。

「ラーシュが言ってたっけ。マナカと剣けん帝ていアミラルが戦ったとき、マナカはトレードマークだった二刀を捨てたらしいな」

　クロウは、かろうじてヒョウカの斬ざん撃げきをさばきつつ、つぶやく。

　右からと思えば左、下かと思えば上から、鋭するどい剣が襲おそいかかってくる。

「一番尊敬する姉貴から言われて身につけた二刀流を捨てて、あの剣帝を倒したとか。ははっ、土ど壇たん場ばでとんでもねぇことするよな。俺もそいつに……ならってみるか！」

　クロウは、ヒョウカの剣をさばくと、腰こしに差していたマナカの愛剣──舞まい姫ひめを引き抜いた。

　極きよく限げんまで刀とう身しんを薄くした剣は、羽のように軽い。

　クロウは左手で舞姫を振って刃を合わせ、ヒョウカの剣の刀身を滑すべらせるようにして、受け流した。

「二刀流……!?　少年、君は二刀なんて使ったことがあるのか！」

「あるわけねぇだろ！　ソーディの腕わん力りよくなら剣を片手で使うなんて余裕だけど、人間は両手で握にぎるのが基本だぞ」

　クロウは剣を二本握ったまま、ヒョウカから間ま合あいを空ける。

「でも、このままじゃ俺おれは勝てねぇだろうな」

　マナカが一刀を捨てたのなら、こちらは二刀で。

　なんの根拠もなく、ほとんど自殺行為に近いが、クロウは自分が間違っているとは思えなかった。

　そういえば──と、ふと思う。

　幻げん影えいとはいえ、これだけの強敵と戦っていて、リンネやサーラとの斬きり合いのときのように暴走モードになっていない。

　いや、マナカとの最後の戦いでも暴走はしておらず、クロウはただ静かに彼女を斬った。

　我をなくすような無様な自分を、マナカがみずからの死とともに連れて行ってくれた。

　そんな気さえしてしまう。

「はー……俺としたことが、非現実的だな……」

　クロウは、少し笑ってため息をつき。

　二刀をだらりと下げて構かまえ、ヒョウカに向き直る。

「自分を追い込むつもりか、少年……」

「もう、充じゆう分ぶん追い込まれてるけどな」

　クロウは軽かる口くちを叩たたき、今度は自分から踏み込んだ。

　右手で日本刀を振り、左手で舞まい姫ひめも同時に振るう。

　日本刀の首を狙ねらった一撃はかわされ、舞姫での胴どう払はらいがヒョウカの身体からだをかする。

　まずい──思いのほかにあっさりと二刀流が上う手まくいき、つい当ててしまった。

　本当にかすっただけとはいえ、リーゼの身体に迂う闊かつに傷はつけられない。

「そうは言ってもな！」

　今度は、ヒョウカがぶんぶんと剣を振り回してくる。単なる大振りのように見えるが、最速で的確に急所を狙ってきている。

「くっ、ぐっ……！」

　クロウは死しに物もの狂ぐるいで二刀を振るい、ヒョウカの鋭するどい連続攻撃をかろうじて受け流していく。

「ああっ、くそっ……！」

　クロウは舞姫でヒョウカの剣を受け流すと、さらに日本刀で横に流れた剣を弾はじき、体勢を崩くずさせた。

　ぐらりとヒョウカの身体が倒れかけたところに、クロウは舞姫の峰みねで斬ざん撃げきを叩き込む。

「…………っ！」

　ヒョウカは側頭部を狙ってきたその峰みね打うちを、わずかにかすらせながらかわした。

　クロウは舌打ちしつつ、地面を蹴けって、また間合いを取る。

「……ちっ、今のはいい流れだったのに。あれでダメなら、どうすりゃいいんだ？」

　斬きれないなら打撃で気絶させるしか手はない。

　だが、それが通じないなら──

「さすがだな、そなたは」

「……しゃべった。なんだ、妖よう剣けんの本体はおしゃべりもコピーしてんのか」

「さあ、どうだろう。それはそなたが決めてくれていいが……見事なものだ、剣けん聖せいの継承者。まさか、古コ流リユウがここまでのものとは」

「面めん倒どうくせぇから、あんたを本物だと思って話してやるけどよ。古流を教えたのはあんただろ」

「古流もまた、計画の一つではあった。だが、もっとも大きな不確定要素でもあったのだよ」

「計画……不確定要素……？　なんだ、そりゃ？」

　クロウは問い返しつつ、この状況の異常さに気づいた。

　幻げん影えいのヒョウカが、クロウの心を映したものだとしたら──彼が知らないことは、幻影も知らないはずだ。

　なぜ、計画だのなんだのとおかしなことを──剣聖ヒョウカから聞いた覚えもないことを話し出すのか？

「そなたにも教えただろう。ソーディは単純に、速くて強い剣を目指す。それを突つき詰めた先に、完かん璧ぺきな太た刀ち筋すじがある。ソーディは、それぞれクセのある剣を使うが、結局はそこを追い求めるのだよ」

「ソーディの呪のろいってやつだな」

　クロウは訝いぶかしみつつも、頷うなずく。

　だからこそ、ソーディには古流は使えない。意図的に剣を遅く振るうことも、完璧からはほど遠い、おかしな軌き道どうを描く太刀筋を使うこともあるからだ。

「だが、ソーディの剣には限界がある。私と、そなたももう知っているスイサーラがほぼ互角であることからもわかるだろう。極きわめれば、達する境地は同じなのだよ。それ以上のところにはいけない」

「強さには上限があるってことか？　そりゃ、当たり前じゃねぇか」

　ソーディであろうと、生物として限界があるのは当然だろう。

「上限を超えかけた者がいなかったわけでもない。しかし、それでも頂点のさらに上にはたどり着けなかった。だから、別のアプローチが必要になってくるのだよ、クロウ。それが古流であり、そなただ」

「……俺おれはサーラともやり合えたし、あんたも斬った。けど、あんたらを超えたとは思えねぇし、これから強くなってもそう変わらねぇと思うけどな」

　古流にも限界はある。それが、ソーディの頂点を超えられるかどうかは、唯ゆい一いつの使い手であるクロウが確認するしかないが。

「いいや、私のクロウ。そなたには、既すでにすべてを教え込んである。ラーシュと同じように。そなたの中には、私が教え込んだすべてが宿っている」

「…………」

　やはり妙みようだ──とクロウは疑いつつも、ふと気づいた。

　クロウは、剣けん聖せいヒョウカと戦ったときの記憶をほとんど失っている。一部は思い出したが、それでも戦いの大半を忘れているのだ。

　もしも、偽者のヒョウカが語っていることが、クロウとの最後の戦いで師し匠しようが語ったことだとしたら──

「そなた自身もまた、計画ではイレギュラーだが、ある意味ではそなたこそが古コ流リユウの使い手にもっともふさわしくはある」

「……別に俺おれは、スカートめくりが好きなだけのガキだったぞ。素質を見抜かれて弟で子しになったわけじゃねぇ」

　元々、クロウは古流どころか、剣に興味のかけらもなかったのだ。

「ソーディの剣と、人間の古流……剣を極きよく限げんまで求めた、その先にあるものに届くために。その二つを極きわめた者と戦うことこそが」

「……なんだよ」

　クロウは、ごくりとつばを呑のみ込こんだ。

　どういうわけか、剣聖ヒョウカの次の言葉が頭に浮かんでしまう。

　知りもしない、聞いたこともない単語だった──

「そう、剣神へと至る道なのだよ……」

「剣……神……」

　予想どおりの言葉に、クロウは驚きを隠かくせなかった。

　剣けん神しん──それをクロウは間違いなく知っていた。




　クロウ、私はそなたを斬きらねばならん──




　断だん片ぺん的に覚えていた、剣聖ヒョウカの言葉を思い出す。

　斬らねばならん──それもおかしな言い方ではある。

　なぜ、師匠である剣聖ヒョウカがクロウを斬らなければならないのか？

　まさか、弟子に自分の立場が脅おびやかされているという理由ではあるまい。クロウの実力は、師に遠く及ばなかったはずだ。

　最後の斬り合いの際にもクロウは師に尋ねた。

　なぜ、と。

　彼女は答えた。




　私にはずっと探し求めてきたものがある。それが──そなたと刃を交まじえた先にあるからだ。




　それはなにか、とクロウは重ねて訊きいた。

　その答えは──そう、彼女はこう答えた。




　剣けん神しんへと至る道。はるかなる高みにして、二つの世界を繋つなげる者。

　私はそこへ至るためだけに生きている。あるいはクロウ、ラーシュ。そなたたちが──




　覚えているのは、そこまでだった。

　やはりそれ以上は記憶になく、覚えていることは剣けん聖せいヒョウカを斬きった瞬間だけだ。

　剣聖ヒョウカを斬った、奇跡の太た刀ち筋すじ──

「なんだ、これは……」

　ずきずきと、額ひたいの傷が痛み始める。もうとっくに塞ふさがったはずのヒョウカに斬られた横一文字の傷だ。

　思い出してしまった師の言葉が──どうしようもなく傷をうずかせる。

「少年、来るぞ！」

　イシュトの鋭するどい声が飛んだ。

　すぐそばにいるはずの彼女の声が、妙みように遠くに聞こえる。













　クロウは、わずかに手首を動かして、舞まい姫ひめでヒョウカの斬ざん撃げきを受け流した。

　キンッ、と澄すんだ音を響ひびかせてヒョウカの日本刀が高く弾はじかれる。

　ヒョウカはぐらりとバランスを崩くずして、一歩後ろに下がった。

「…………？」

　クロウは、不思議に思いつつもその隙すきを狙ねらわなかった。

　なぜ、ヒョウカが単なる古コ流リユウの防ぼう御ぎよで、ああも体勢を崩してしまったのか？

　ぼんやりと、ただそのことを考えているだけだった。

「少年！　なにしてる、また来る！　剣を構かまえろっ！」

　クロウはそう言われるまで、二刀をだらりと下げたままだと気づいていなかった。

　たとえ二刀流だろうと、慣れ親しんだ中段の構えを取るべきなのに。

　ヒョウカの剣が、首筋を狙って放たれてくる。クロウは、今度は日本刀のほうでその斬撃を無む造ぞう作さともいえる動きで弾いた。

「…………！」

　ヒョウカが驚きの表情を浮かべて、また体勢を崩す。

　すぐさま体勢を整え、また連続攻撃を繰くり出だしてくる。しかしクロウは動じもせずに、次々にヒョウカの剣をさばいていった。

　俺おれは、なんでこんなことができるんだ──？

　疑問に思ったのはほんの一瞬だけで、あとはもうなにも考えていない。ただひたすら、ヒョウカの剣を古流で弾き、受け流し、さばいて──

「…………っ！」

　だが、上段から振り下ろされたヒョウカの斬撃に、剣が間に合わなかった。

　クロウはわずかに首を動かして、切っ先をかわし──

　ほんの少しだけ、皮一枚も斬きれないほどの浅さでヒョウカの剣が額ひたいをかすっていった。

　その斬撃で皮ひ膚ふではなく、クロウの額に巻かれていた包ほう帯たいだけが切断され、はらりと落ちていった。

　ヒョウカは剣を振り終えると、その場に固まる。

　クロウもまた、動かなかった。久しぶりに外気に触れた額から──痛みは感じなかった。

　さっきまでのうずくような痛みも、つい先日、マナカに斬られた傷の痛みも消えている。

　マナカに受けた傷のほうは、完全には治っていないはずだが、リーゼの治ち癒ゆの術じゆつ法ほうが効いたようだ。

　ふわり、と心が軽くなったような──解き放たれたような。

　クロウは、今まさに最強の相手を目の前にしているというのに、不思議と安らいだような気持ちがしている。

「ああ、これか……」

　小さくつぶやいて、クロウはにっこりと笑った。

　なぜ笑ったのか、自分でもわからない。

「少年！　なにをしてる、少年！」

　また、イシュトの鋭するどい声が聞こえた。

　クロウの前で、ヒョウカが剣を上段に振りかぶり、斬きりかかろうとしている。

　だが、クロウはなぜか──なにもしなくていいような気がしていた。

「くうっ……！」

　振り下ろされた剣を、割って入ってきたイシュトが弾はじき飛ばした。

　だが、ヒョウカは今度は体勢を崩くずすことなく、二の太刀を放ってくる。

　すっと腕を引き、膝ひざを折り曲げ──空気を突つき破るような高速の突きだった。

「少年は死なせない！　こんなのでも、私の大事な後輩なんだ！」

　イシュトは、前に飛び出すようにしてこちらも突きを繰くり出だした。

　ガンッ、とイシュトとヒョウカの切っ先が衝突して、火花が散る。針の先をも通すような正確な突きが、まっすぐにぶつかったのだ。

「そうか……そうだった。こんなことにも気づかなかったとは」

　イシュトは剣を引きながら、つぶやく。口元は少し、笑っていた。

「母と稽けい古こしていた頃ころとは違う。あの頃の私とは違う。今の私は剣の学院のトップで、少年の先輩。ハーフとか母とか、関係ない。自分だけのためじゃない。私には今、戦う理由が──勝たなければならない理由がある！」

　光こう刃じんで輝いていた雷ライ狼ロウ牙ガが、さらにまぶしく光る。

　円えん錐すい状の刀とう身しんが真っ二つに割れて弾け──その下に仕込まれていた針のように細い刀身が姿を現す。

　雷狼牙の真の姿であり、極きよく限げんまで軽量化され、あふれるほどの『光コウ』を流し込まれた最強の武器なのだ。

「雷ライ穿セン・連レツ光コウ閃セン──！」

　一瞬で放たれた三十六段突きが──ヒョウカの剣の刀身に吸い込まれていく。

「…………っ！」

　ヒョウカの剣が大きく弾かれ、刀身に細かいひびが入る。

　身体からだではなく剣を狙ねらったのは、それでもリーゼの身を思ってのことだろう。

　ヒョウカは後ろに倒れそうになりながらも、体勢を立て直し、ひび割れた剣を振るった。

「ちっ……！」

　イシュトは舌打ちする。彼女の雷穿・連光閃は身体からだに強きよう烈れつな負ふ荷かがかかるため、しばらく動きが鈍にぶくなってしまうのだ。

「まだ……まだだ！　ここで止まったら、今までの私と同じだ！」

　イシュトは負荷に耐えつつ吠ほえた。

「もう私は、母を追いかけていた子供じゃない。先へ、先へ進むんだ。今の私には先輩として会長として、守るべきものがある！」

　そうか、とクロウは気づく。

　イシュトの強さの源は、その優しさ──

　彼女はクロウを守り、この状況でもリーゼの身体からだを気遣っている。

　呪のろいに囚とらわれていても、イシュトは優しい。

　その優しさが、守りたいという心が彼女の強さを生んでいる。

　呪いさえ振り切ってしまえば──彼女はどこまでも昇っていけるのだろう。

「先へ進むために、過去の呪いなど──私の剣で突つき破る！」

　イシュトはヒョウカが振るった剣を身体を沈めてかわし、さらに──

「雷ライ穿セン──天を衝つけ！」

　イシュトはヒョウカのふところに潜もぐり込み、真下から天に昇るかのような勢いで、全身のバネを使って伸のび上がった。手首をひねりつつねじ込むようにして、全身全霊を込めた突きを入れる。

　至近距離、それも死角となる真下からの神速の突き──クロウも、初めて見る技だった。

「くっ！」

　ヒョウカは刀とう身しんでイシュトの突きを受け止め、火花が散り、さらにひびが入る。

　おそらく、ヒョウカが止めたというより、イシュトが刀身を狙ねらったのだろうが──

　それでもヒョウカは怯ひるまない。

　剣を大きく振り上げ、今度こそ動けなくなったイシュトを狙う。

「俺おれもまだだ……！」

　クロウは、するりと滑すべるようにしてイシュトの前に立った。

「古コ流リユウの極きわみ──確かに俺は、そこに一度たどり着いていた」

　クロウはつぶやき、ヒョウカの斬ざん撃げきを舞まい姫ひめの刀身をすうっと滑らせるようにして受け流す。

　なんの音も鳴らず、火花も散らず、ヒョウカの剣は川を流れるようにするりと通り過ぎていった。

　クロウは日本刀を持った右手を高く掲かかげ──

　そのあとは、剣が消えた。

　クロウ自身すら、もうどこにもいなかった。

　なんの感覚もなく。

　なんの意識もなく。

　まるで風のように、ヒョウカのそばをすり抜けていた。

「……あれ？」

　剣を振り上げてから一秒も経たっていないだろう。

　クロウは、本当に自分が消えていたかのように感じていた。

　消えていた間に振り上げていた剣を振り下ろしつつ、ヒョウカの横を通り過ぎていたのだ。そうとしか思えなかった。

「──って、リーゼ！」

　クロウは、瞬時に正気に戻った。

　剣を振り下ろしたということは、まさかリーゼを──

　背後を振り向くと、そこには──妖よう剣けんを掲かかげたリーゼの姿があった。

「リーゼ！　おいっ、リーゼ！」

　クロウは状況も確認しないまま、日本刀と舞まい姫ひめを鞘さやに収め、リーゼに駆かけ寄った。

「あ…………」

　リーゼが掲げていた妖剣が──真ん中のあたりでばきりと折れる。

　さらに、リーゼがふらりとよろめき、クロウは慌あわてて彼女を受け止めた。

　身体からだを見る限り、さっきクロウがかすめてしまった腹の傷以外はなにもないようだ。

「リーゼ……」

「あれ、お兄さん……どうしたんですか、変な顔して……」

　リーゼは意識が朦もう朧ろうとしているようだが、言葉はしっかりしている。

「どこか痛いところとかないか？　いや、そこの腹の傷以外で」

「……え？　あれ、血が出てますね。でも、たいしたことないですよ。私もブレイズですから、これくらいすぐに治りますし……」

「…………そうか」

　少なくとも、リーゼは傷を受けたときのことは覚えていないようだ。

「少年……」

　イシュトが、二人のそばに寄ってくる。

「リーゼが無事でよかった……が、今の剣はいったいなんだったんだ？」

　なぜか、イシュトはわずかに頬ほおを赤くしている。

「俺おれにもよくわかんねぇよ。気がついたら剣を振り下ろして、なんかリーゼも元どおりになってた」

　本当に、それ以外に説明のしようがない。

　剣を振り始めると同時に、剣の重さがなくなり、腕の感覚が消え、すぐに身体全体の感覚まで消えてしまった。

　自分が〝無〟になったとでもいうべきか。

「そ、そうなのか……さっきの少年の剣はあまりにも……い、いや、なんでもない……」

「…………会長？」

　イシュトの顔だけでなく、耳まで朱しゆに染まりつつある。

　彼女が赤面するなど珍めずらしいが──いったい、どうしたのか。

「ほ、本当になんでもない。それより……自分でもわからないというのは妙みような話だな」

「ああ……」

　クロウは、小さく首を傾かしげた。

「師匠せんせいを……マナカを斬きったときとよく似てる。でも……少しだけ違ったな」

　なにが違うのか、それも説明はできないが。

　しかし、普通に斬きっていたらリーゼの命を奪うばっていたかもしれない。

　確かなのは、クロウの剣がリーゼの身体からだではなく、妖よう剣けんを斬ったということくらいだ。

「つーか、そういう会長の剣も凄すごかったぞ。あの連続突つきと、真下から伸のびてくるみたいな変な突き。あれ、もう剣けん姫きのレベルじゃねぇぞ」

「……そうか？　別に、前と変わらないと思ったが」

　イシュトは、今度はきょとんとする。彼女もまた、自分の剣を理解していないようだ。

　三十六段突きも、スノウホワイトに使ったときとはキレが別人のようだった。

「あっ、お兄さん。あれ、あれ見てください」

　不意に、リーゼが滝たきのほうを指差した。

　そちらを向くと、滝の下のほうで流れが二つに割れて、人が一人くぐれそうなくらいの穴がぽっかりと開いている。

「もしかしなくても、あれって出口かよ……」

「少年、行くぞ。のんびりしていて閉じたら笑えない……って、ちょっと待った」

　イシュトは、転がっていた妖剣に目を留める。

　クロウも、リーゼを強ごう引いんに抱えつつ、そちらに目を向けた。

　黒い妖剣は、真っ二つになった上に、禍まが々まがしい妖気が完全に消えてしまっている。

「んー……」

　クロウは、とんとんと足の先で妖剣をつついた。下へ手たに触って操あやつられでもしたら──と疑ったが、特になにもないようだ。

　この剣は、間違いなく死んでいる。

「よし、知らんぷりしよう。ばあさんにバレたらヤバそうだし」

「ダメに決まってるだろ、少年！　牙きばの道の核かくなんだろう、これは。黙だまっているわけにはいかない！」

「……ちぇ、会長は真面目まじめだな。言わなきゃしばらくバレねぇのに」

「いいから、行くぞ。ほら、走れ」

　イシュトは、躊ちゆう躇ちよなく妖剣を拾い上げた。証拠を見せて、大だい剣けん聖せいに謝罪でもするつもりらしい。

　先を走るイシュトについて、クロウはリーゼを抱えたまま滝たき壺つぼに入った。

　不可解なことは、いくらでもあるが、今はとにかく脱出が最優先だ。

　それに、クロウには剣けん神しんやリーゼの謎なぞを考えるよりも、やるべきことがあるのだ。







　滝の穴をくぐると、その先はちょっとした広場になっていた。

　明らかに人の手で地面がならされている上に、牙の道の内部とは様子が違う。

　常に満ちていた殺さつ気きのようなものが、まったく感じられない。

「ゴール……でよさそうだな」

　イシュトが、雷ライ狼ロウ牙ガを地面に突つき立てながら言った。

　クロウは、抱えていたリーゼをそっと下ろしてやり、水すい筒とうの水を飲ませる。

「そうだな。まあ、あれ以上のもんが出てきてもマジで死ぬし。リーゼ、おまえは本当になんともないんだな？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです。元気です」

　リーゼは、こくんと頷うなずいた。

「私こそ、ご迷惑を……って、忘れてました！　お兄さん、お願いのほうは……」

　リーゼは立ち上がり、クロウに掴つかみかからんばかりに近づいてくる。

「あ、ああ。えーと、お願いっていうのはネッサが動くから止めてくれ、だったな。話はわかったよ。ただ、できることはやるけど、すぐにどうこうとはいかねぇかも」

　リーゼのためなら──とは思うが、必ずやると保証できないのも事実だ。

　あくまで、クロウはシルフィ議員直ちよく属ぞくの実行部隊だ。独断で動くことは難しい。

「あっ、あの、実はそれだけじゃないんです」

「ん……？」

「〝八やツ首くびの蛇〟も動き出そうとしています。もう時間がありません」

「八ツ首……？　なんだ、そりゃ？」

「えーと、えーと、〝最強の術じゆつ法ほう使い〟らしいです！　ブレイズに定期的に生まれてくるんです！　東京ソーディアどころか、この日本を壊かい滅めつさせちゃえるとか！」

「んなバカな……」

　クロウは、首を傾かしげる。

　死し剣けん使つかいサーラならば、あるいは東京ソーディアを一人で破壊できるだろう。

　だが、日本を──となると、あまりにも現実味が薄い。

「いや、待て。八ツ首の蛇、というのは私も聞いたことがあるぞ。七十年前の大たい戦せんでは、空くう母ぼを一人で沈め、一個師し団だんを薙なぎ払はらったとか……伝説のたぐいだと思っていたが」

　イシュトは神しん妙みような顔で言った。

　どうやら冗じよう談だんを言っているわけではないらしい。

　彼女は牙きばの道を抜けた達成感など、吹き飛んでしまっているようだ。

「私が言えるのはこれくらいなんです。お兄さん、東京ソーディアに戻ってください。まずは、それからなんです。お願いします、お願いしますね」

　リーゼは、そう言うと、くるりと身を翻ひるがえした。

「え？　おい、リーゼ、どうした？」

「ごめんなさい、もう行かないと。勝手ですけど……でも……」

　リーゼはなぜか急に声のトーンを低くして言い、一歩踏み出してから。

「ルシェが……」

　そうつぶやくと、いきなり跳とび上がり、近くの木の枝に着地し、また跳んで、山の中へと姿を消していった。

　あまりの早はや業わざに、クロウは呼び止めることもできなかった。

「どうしちまったんだ？　あんだけ動けるなら傷はなんでもなさそうだけどよ……」

「やはり、彼女はどこか奇き妙みようではあるな。可愛かわいいから、なんでもいいんだが」

「やっぱ、会長も相当な性格だな」

　クロウは、自分を棚に上げて呆あきれてしまう。

　もっとも、どれだけ謎なぞめいていても、リーゼは愛らしくて好意が持てる少女だ。彼女の願いも聞いてやりたいと思う。

「と、お迎むかえだ。ずいぶん早はえぇな……」

　広場を挟はさんで、牙きばの道の出口の反対側はゆるい下り坂になっており、そこを二人の人物が登ってくる。

　一人はメイド服の少女、もう一人は作さ務む衣え姿の女性だ。

「クロちゃーん、かいちょさーん、ああっ、よかった！　生きてる！」

「って、どわぁっ！」

　坂の途中から一気にスピードアップしたリンネは、まっしぐらにクロウのもとに駆かけ寄り、いきなり抱きついた。

　そのままクロウは、なすすべもなく押し倒されてしまう。

「おっ、おい、リンネ」

「もー、遅いよ！　生きて帰ってくるのはわかってたけど、ボクをずっとほったらかしにして！　会いたかったー！　んー、クロちゃんだ、クロちゃんだ！」

　ちゅっ、ちゅっ、とリンネはクロウの頬ほおや額ひたいにキスの雨を降らせてくる。

「クロちゃんたちの気配がしたから、急いできたんだよ！　んんーっ、ちゅっ、ちゅっ」

「ま、待てって。そういうのはまたあとでな。それより……何日経たった？」

　クロウはリンネを軽く押しのけるようにして立ち上がり、問いかける。

「クロちゃんたちが牙の道に入ってから、七日目だよ」

「七日!?　対面の当日じゃねぇか！」

　五日どころか、既すでに二日もオーバーしてしまっている。

　そうなると──

「ひーちゃんはもう出発したよ。セフィちゃんが一いつ緒しよについてってる」

「セフィが？　俺おれらがこもってる間に、なにがあったんだよ……」

　リミットオーバーはまだしも、その同行者はあまりにも意外だった。

「って、話し込んでる場合じゃねぇ。さっさと二人を追いかけねぇと」

「まあ、待て。今さら、一分一秒を焦あせっても始まらん。それより……ふむ、無事に試練は終えたようだね。特にイシュト、その煙けむりは──」

「煙……？　え、あれ？　なんだ、これは？」

　イシュトは、はっとした顔になり、クロウもそのとき初めて彼女の異常に気づいた。

　彼女の全身から、湯気のような白く輝く煙が上がっている。それは、どこか光こう刃じんの輝きにも似ていた。

「そいつはね、『光コウ』と力と技、その三つを急激に成長させたソーディに起きる現象なのさ。充みち満ちた『光』が煙けむり状になって身体からだからあふれ出す。なぜ起こるのかはわからんが、それが──牙きばの道をクリアした証あかしでもあるのさね」

「これが……」

　イシュトは、自分の全身をじっくりと眺ながめている。

　無む我が夢む中ちゆうで試練をクリアしたばかりだ。強くなったという実感は、まだないのだろう。

「ん？　おいおい、俺おれはなんにもなってねぇぞ」

「当たり前だろう。ぬしは人間だぞ。しかも、なけなしの『光』を封ふうじられているのだろうが。なにも起こるわけがない」

「ちぇ……なんか盛り上がらねぇな」

　もっとも、クロウにとってはさっきの奇き妙みような一刀だけでも充じゆう分ぶんすぎるほど、〝なにか〟は起こったと言える。

「あ、そうだ。あの、大だい剣けん聖せい……その、これなんですが……」

　イシュトが、おずおずと二つに割れた妖よう剣けんを差し出す。

「む……」

　大剣聖は妖剣を受け取ると、厳しい目つきでじろじろと眺め回し──ため息をついた。

「壊してしまったかね。ま、しょうがない。代わりになる剣を見み繕つくろっておこう」

「は？　大剣聖、それだけなんですか？」

「殺すな壊すなは、一応言ってあるだけさね。というか、なにをしてもいいなどと言ったら、牙の道をメチャクチャに壊されるだろう。これくらいの被害で済ませたのなら、むしろ軽いほうだ。ヒョウカのときは、もっとひどいことになっておった」

「……ま、師し匠しようならやりかねないな」

　大剣聖からどんな注意をされようと、まともに受け止めるはずがない。

「とはいえ、この妖剣シャラサザールは貴き重ちような剣なのだがな。能力的にも面おも白しろいから、なんとか修復を試みてみようかね」

「ろくでもねぇ悪趣味な能力だよ。おかげで、とんでもねぇ目に遭あった。妖剣──なんだっけ？　まったく、ソーディアの言葉は発音しづらいな。ばあさんの名前とかも──」

　クロウは、そこまで言って、はたと気づいた。

「あのさ、ばあさん。あんたの名前って、ジルンシェードとかいったっけ？」

「よく覚えてるじゃないか。それがどうかしたかね？」

「まさかと思うけど、あんたのあだ名って〝ルシェ〟じゃねぇよな？」

「んん……？」

　大剣聖は、右目だけ大きく見開いた。

「なんでそれを知っておる。何十年ぶりかで、その名で呼ばれたな。そんな呼び方をするのは七十年前の戦友、それも七しち剣けんや、妾わたしと同クラスの者たちだけだぞ。もうそいつらも全員くたばっておるのに」

「……いや、まさかな」

　クロウは、眉まゆをひそめる。置いておくことにした疑念が、また湧わき起こってくる。

　なぜ、リーゼが大だい剣けん聖せいのあだ名を知っていたのか。いや、大剣聖のあだ名だったとは限らないが、偶然の一致とも考えにくい。

「なんだか知らんが、話はこれまでだ。アレが来たぞ」

「あ、ホントだ。ヘリがこっちに来るよ」

　大剣聖が親指で、遠くに見える山のほうを指し、リンネもそちらを見た。

　クロウにはなにも見えないが、かすかにヘリコプターのローター音が聞こえてくる。

「そうか、ばあさん、ちゃんと準備しておいてくれたんだな」

「引退した年寄りに面めん倒どうなことをさせるんじゃないよ。手のかかる孫まご弟で子しさね」

「ちょっとは働いたほうがボケなくていいだろ。それより……休んでる暇ひまはないな」

　クロウはヘリを見つめながら、日本刀の柄つかに手を置いた。

　これから一仕事は大変だが、牙きばの道の成果を確かめるにはちょうどいい。

「ぬしは、太陽の乙女を心配しすぎではないかな？」

「あいつは放ほうっておけねぇタイプだよ。ばあさんも知ってるだろ」

「先代の太陽の乙女も、あれによく似ていたがな。芯しんが強いところも似ておるよ。あの子も、ぬしらの帰りをただ待っておったわけではないぞ」

「へえ……」

　日ひ奈な子こも、両親との対面のために準備をしていたというわけか。

　誰だれかに言われたわけではないだろう。ぼんやりとマイペースな日奈子も、成長しているということらしい。

　それは嬉うれしいことではある。だが、日奈子にはまだ助けが必要だろう。

　セフィも同行しているというならなおさらだ。

「さてと、親子の感動の対面を邪魔しに行くか」

　クロウはつぶやいて、振り向いた。

　イシュトは微笑ほほえみ、リンネは無意味に力強く笑い、大剣聖は思い切りバカを見る目をしていた。

　次の戦いはもう始まっている。

　クロウには、立ち止まっている時間などはないのだ。






　３章　初めての再会









　太たい陽よう教きようのシスター、ミツキは分厚いドアの前で立ち止まった。

　ドアの横の機械にカードを通し、パネルに指紋を認証させると、ゆっくりドアが開いていく。

「おおげさな仕し掛かけですよねー。ただ、ここからは所員も入れない、太陽教だけの聖域なんです」

　ミツキはセフィたちの反応を待たず、すたすたと前を進んでいく。

　日ひ奈な子ことセフィがその後ろをついていくと、ミツキはドアの先の廊ろう下かを数メートル進んで、立ち止まった。そこにもドアがある。

「ようやく到着ってわけ？　そこに教祖がいるの？」

「いいえー。導師にお会いする前に、まず身を清めていただかないと」

「わたしは綺き麗れいな身体からだなのです。セフィみたいに、クローにセクハラもされてませんし」

「あたしが汚けがされてるみたいに言うな！　こっちも綺麗な身体よ！」

「はいはい、お二人とも漫才はいいですのでー。こちらに来てください」

　ミツキはドアを開けて、室内に入っていった。

　彼女が引き連れている二体のサイボーグは、ドアの左右に直立する。二人は、ここで待機するらしい。

　日奈子はセフィにかばわれるようにして、部屋の中に入っていく。

　部屋の中は、脱衣所になっていた。八畳じようほどの狭い部屋に、たたんだ服を入れるためのカゴがいくつか置かれ、隅すみにはロッカーが三つ並んでいる。

　出入り口の正面にはガラス戸があり、その向こうに浴場があるようだ。

「そこで服を脱いでくださいー。大だい丈じよう夫ぶ、カメラなどはありませんし、太陽の乙女に失礼はしません。あ、セフィ姫は脱がなくてけっこうですよ」

「あんたの前で脱ぐつもりなんかないわよ」

「ええ、どうせあなたは招かれざる異世界人です。汚けがれを落とそうにも落としきれないでしょう」

「…………」

　セフィは、さっと星ほし崩くずしの柄つかに手をかけそうになったが、すぐに思いとどまった。

　ここは、日奈子が立ち向かうべき局面で、自分は付つき添そいだから──と、自じ重ちようしたのだろう。

「大丈夫です、セフィ。綺麗にしろというなら、するのです。ここまで来て、そんなのを嫌がっていては始まらないですし……」

「ヒナがそう言うなら……でも、あたしもちゃんと付き添うから安心して」

　セフィは服を着たまま浴場に行くつもりらしい。

　日ひ奈な子こはセフィに頷うなずいてから、剣の学院の制服をするすると脱いでいく。ブラウス、スカートを脱ぎ、ブラを外し、パンツも下ろした。

「なんか、こっちが恥ずかしくなる脱ぎっぷりね……」

　セフィは呆あきれつつ、日奈子が持っていた弓ゆみ袋ぶくろを受け取ってくれた。

　これは大事なものなので、そのあたりに置いておけない。

「もっと照れながら脱いだほうが、クローのお好みでしょうか？」

「ああ、でしょうね……って、ロウのことは関係ないでしょ。そんなの、気にしなくていいの」

　セフィは、なぜか顔を赤くして、日奈子の前に立って浴場のほうへ歩いて行き、ガラス戸を開けた。

　日奈子も置いてあったタオルで一応身体からだを隠かくし、浴場内に入る。

　中は公衆浴場のようなつくりで、奥には立派な檜ひのき風ぶ呂ろがある。

「いらっしゃいましー」

　シスターは服を着たまま、浴場で待ち構かまえていた。

「悪いですけど、冷水でシャワーをお願いします。本当は自然の水がいいんですが、こんな都会だと仕方ないですからねー」

　シスターは洗い場の一つの蛇じや口ぐちをひねり、シャワーから水を出し始めた。

　いくら夏とはいえ、熱いのも冷たいのも苦手な日奈子には、冷水は勘かん弁べんしてほしかったが、わがままを言える状況でもない。

「はい、全身綺き麗れいに洗ってくださいねー。ああ、そうだ。私がお背中を流しましょう」

「え？」

「ちょっと待ちなさい。妙みようなことをしたら……」

「しませんってば。導師の娘に失礼なんてするわけがありません。セフィ姫もそこで見ていてくださってかいませんよー。では、失礼をば」

　日奈子の前で、ミツキがするするとシスター服を脱ぎ、近くにあった桶おけの中に放ほうり込んでいく。あっさりと下着まで脱いでしまうと──

「……凄すごいです」

　日奈子は、思わずまじまじとミツキの胸を凝ぎよう視ししてしまう。

　それはもう、胸というよりボールのようだ。日奈子もかなりの巨乳なのだが、ミツキの胸はそれを超えている。

　大きいのに張りがあって形もよく、クロウならばむしゃぶりつきそうな胸だ。

「それほどでもないですよ。お見せする殿方もいませんので、無む駄だな脂肪ですー。はいはい、この椅子に座ってください。ああ、綺麗な肌はだですね、太陽の乙女」

「…………」

　日奈子は、木製の小さな椅子に座らされ、屈かがみ込こんだミツキにタオルでごしごしと背中をこすられる。優しい手つきに、なんだかだんだん気持ちよくなってくる。

「ふふふー、どうですか？　こういうの、得意なんですよ」

「……教祖の背中とか流しているのですか？」

　日ひ奈な子こは、気持ちよさで声が出そうになりながら、問いかける。

「まさか、まさかー。導師のお身体からだに触るなんて恐れ多い。導師は、ご自分でたいていのことはなさいますから」

「導師というのは、わたしのお母さんのことなのですよね……？」

「は？　ええ、そうですけど。もしかして、ご存じなかったんですか？」

　ミツキは、軽く驚いているようだ。

「いえ、別の人に聞いたのですが、ちゃんと確認したことはなかったので」

　両親のことは、太たい陽よう教きようのシスターである明あか里りから聞いただけなのだ。

「さいですかー。ええ、あなたの母上ですよ。父上が先代の導師ですが、あの方も我々からすれば導師と同じですね。教徒たちは、お二人を合わせて〝導師〟とお呼びしていますからー」

「うちの両親はセットなのですか……」

「言い方はともかく、そんな感じですねー」

　ミツキは立ち上がると、シャワーから冷たい水を浴びせてきた。

「はい、太陽の乙女もお立ちを。お身体を綺き麗れいにしますのでー」

　なにやら楽しそうなミツキが、シャワーノズルを掴つかんで、容よう赦しやなく冷水をかけてくる。

「あ、あの、ちょっと冷たいです」

「冷たいからいいんですよー。身体を清めるにはこれでないと。セフィ姫、これくらいはお許しくださいね。必要なことなんです」

「……おかしなマネしたら、一瞬で首を折るわ」

　セフィは少しも油ゆ断だんしていないようだ。

　だからこそ、日奈子もこの怪しいシスターに背中を向けられるのだが。

「大だい丈じよう夫ぶですってー。はい、太陽の乙女、これで清めは終わりです。お疲れさまー」

「……本当に身体を洗っただけなのですね」

「疑われるのもやむをえないかと思いますが、割と傷つきますねー。えいっ」

「あっ……」

　ミツキは、すうっと日奈子の背中を指で撫なでてから立ち上がった。

「ちょっと、あんた……なにやってんのよ」

「軽いスキンシップですよー。すみません、太陽の乙女とお会いできて、ちょっとテンションが上がっているのかもですねー」

「それ以上妙みようなことしたら、マジでへし折るからね」

　セフィは、全裸のミツキをぎろりと睨にらみつける。

「承りました。へし折られます。さて、ではいよいよ参りましょうかー」

　どくん、と日奈子の心臓が大きく鳴った。

　ずいぶんと焦じらされたが、遂ついに対面のときが来る。

　クロウがいなくても、セフィがいてくれる。

　なにも心配することはない。

　そのはずなのに──日ひ奈な子こは、高鳴る心臓を抑おさえるすべを持たなかった。







　浴場の部屋を出て、廊ろう下かを進むこと三分ほど──

「はい、お待たせしましたー。こちらですよ」

　ミツキは、廊下の突つき当たりのドアの前で立ち止まり、振り返ってにっこり微笑ほほえんだ。

「本当に、ここまで誰だれとも会わなかったわね……」

　セフィは、周囲を油ゆ断だんなく観察している。

　日奈子もやはり疑問には感じていた。いくらなんでも、人がいなさすぎる。

　かなり入り組んだ構造になっているとはいえ、建物内を十分近くも歩かされたのだ。これほど巨大な建物に、人っ子一人いないというのは異常だろう。

「そうですねー。でも、おそらく導師が人払いをされたんでしょう。太陽の乙女が太たい陽よう教きようにいい印象を持ってないのはわかってますからねー。他ほかの教徒の姿を見ないで済むように、というご配慮では」

「そんな気遣いがある人間とは思えないけどね……」

「セフィ姫は、導師を誤解されてますよー。導師は、五万人の信者がいる太陽教の頂点に立たれるお方ですよ。ご立派な方です」

「……あっそう」

　セフィは、ミツキの言葉を最初から信じていないようだ。

　実じつの娘を軟なん禁きんしていた、という事実はセフィにとってもそれほどまでに重いらしい。

　どくん、どくん、と日奈子の鼓こ動どうはまだ速い。

　いつものマイペースはどうしたのだろう、と自分でも不思議になる。

　十五年もの間、自分を閉じ込め、一度も会いに来なかった両親。その二人が、このドアの向こうにいる──

「え……？」

　ふと、日奈子は妙みようなことに気づいた。

「どうしたの、ヒナ？　なにかあったの？」

「あ、いえ……ちょっと……変な感じが……匂においというか……」

　セフィに答え、日奈子は思わず周りを見渡す。

　別になにもない、リノリウムの床ゆかに白い壁、灰色のドア。視界にあるのはそれだけだ。

「匂いって……？　まさか、変な薬物とかあるの？」

「人聞きが悪いですねー。そんなものあるわけありません。このエリアでは、薬の開発なんかしてませんよ。太陽の乙女、どんな匂いですか？」

「いえ……なんだか、記憶にある匂においのような……なんの匂いかはわからないのですが」

　日ひ奈な子こは、しどろもどろになりながら言う。

　不意に鼻をくすぐった、なんとも言えない匂い。だが、これを自分は確かに知っていた。

「すみません、別になんでもないのです……行きましょう」

「……いいのね？」

　真剣な目を向けてきたセフィに、日奈子はこくりと頷うなずいてみせる。

　匂いの正体は気になるが、ここまで来て不確実なことで立ち止まっていられない。

「では、参りますよー。失礼いたします」

　ミツキは神しん妙みような顔つきになって、ドア横のパネルを操作する。

　また指紋を認証させると、ガチン、ガチン、と次々に鍵が外れていく音がした。かなり厳重にロックされていたようだ。

　ゆっくりとドアが開かれ──ミツキが先に室内に入り、続いてセフィが日奈子の手を引きながら足を踏み入れた。

　そこは、二十畳じよう──いや、三十畳近い広い部屋だった。

　床ゆかには真っ白なカーペットが敷しかれ、天てん井じようにガラス窓がある。

　ドアの反対側の壁かべ際ぎわに本ほん棚だなとベッドがあり、床にはクッションが転がっている。出入り口の他ほかに、もう一つドアがあり、別の部屋に繋つながっているようだ。

「ここは……」

　日奈子は、ひときわ高く心臓が鳴ったのを感じた。

　そして、心臓の音のことは頭から吹き飛んでしまう。

　なぜ、匂いが気になったのか、ようやく日奈子は理解した。別に変な匂いでもなんでもない。

　日奈子にとって懐かしい匂いがした、というだけだったのだ。

「ヒナ、どうしたの？　ヒナ？」

「……ここは、わたしのお部屋です」

「は……？」

「わたしのお部屋なんです。ずっと、生まれてからずっとわたしが暮らしてきたお部屋なんです……」

　日奈子は、乱れそうになる呼吸を必死に整える。そうしなければ、上う手まく空気が吸えない。吐はき出すこともできない。

　慣れ親しんだ、あまりにもよく知る光景が、日奈子の心を激しくかき乱していた。

　物心ついた頃ころから、この部屋だけが日奈子の世界だった。天井の窓から見える青い空と雲、それに太陽だけが〝外〟だった。

　日奈子の身体からだと心を長きにわたって閉じ込めてきた、悪夢のような部屋。

　もう二度と戻りたくないと願い──いや、思い出すことすら避さけていた場所に、自分は立っているのだ。

「ちょっと！　どういうつもりなの！　こんなところで対面なんて──！」

「そう言われましても……私はここにご案内するように仰おおせつかっただけで」

　セフィがシスターの肩かたを掴つかみ、詰め寄っている。

　日ひ奈な子こも掴みかかりたいくらいだが、身体からだが動いてくれない。ただ、じっと部屋を見つめていることしかできなかった。

「……ん？　本当にちょっと待って……あそこの天窓、割れてない？」

「あらららー？　本当ですね、いつの間に割れちゃったんでしょうー？　強化ガラスなので、簡単に割れるわけがないんですが。といいますか……」

　ミツキは、部屋の中をきょろきょろと見渡す。

「導師はどちらにいらっしゃるんでしょうね。ここでお待ちいただく手はずだったんですが……」

「……ヒナ」

　セフィは、日奈子の手をぎゅっと握にぎり、近くに引き寄せた。

　ただでさえ、日奈子は混乱しきっているというのに、状況がおかしくなり始めている。

　いや、とっくに事態は始まっていたのかもしれない。そもそも、この研究所が無人というのがやはり奇き妙みようだったのだ。

「セフィ、わたしどうしたら……」

「大だい丈じよう夫ぶ、あたしがいるわ。でも、なんだかわからないけど……嫌な予感がするわね」

「はい……」

　無人の研究所、日奈子がかつて暮らしていた部屋、それに姿が見えない教祖。不安材料があまりに多すぎる。

「お二人さん、お風呂のほうを見てきてもらえますかー？　ちょっと、これは確かにおかしいですねー」

　ミツキが指示を出し、二人のサイボーグがもう一つのドアのほうに拳けん銃じゆうを構かまえて近づいていく。

　サイボーグの一人が、ドアのノブに手をかけ──

「…………っ！」

　日奈子は、はっと顔を上げた。

　ガラスがなくなっている天窓から、なにかが落ちてきたのだ。

　どさり、と音を立ててカーペットの上に落下したそれは──二人の人間だった。

　四十代くらいの、中年の男女だ。男は白いものがまじった髪をオールバックにしており、女のほうは黒髪を腰こしまで伸のばしている。

　二人とも白を基調としつつ、あちこちに金色の模様が入った、魔法使いのようなローブという服装だった。

　そして、その白いローブの腹部を──真っ赤に染めているのは明らかに血だ。

「あの人たちは……」

　日ひ奈な子こは、ぼそりと言った。

「導師、です……いったいどうして、あんなところから……ああっ！」

　ミツキも、独り言のようにつぶやき、すぐにはっとした表情になった。

「手当てをしないと！　導師、ご無事ですか！　よかった、息はあります！」

　ミツキは、倒れている二人のもとに慌あわてて駆かけ寄っていく。

　日奈子は動けない。ようやく両親に出会えたというのに、天てん井じようから落ちてきて、しかも血まみれなのだ。日奈子でなくても、テキパキと対応するなど無理だろう。

「わ、わたしも……」

　それでも、日奈子は力を振り絞るようにして一歩踏み出した。あの二人が両親というなら、固まっている場合ではない。

　血の量は凄すさまじく、出血が止まる様子もない。もしかすると、両親はこのまま──

「待って、ヒナ！」

　突如、セフィが日奈子の襟えりを掴つかんで、後ろに引っ張った。

　そのまま、セフィは日奈子をかばうようにして立ち、星ほし崩くずしを構かまえる。

「セ、セフィ……？」

「なにか……来るわっ！」

　セフィが叫さけんだのと同時に、またもや割れた天窓からなにかが落ちてきた。

　今度落下してきたそれは、両足で着地し──ゆっくりと日奈子たちのほうを向いた。

「な、なんなのですか……？」

　日奈子は、落ちてきたそれをじっと見つめる。

　それは人の形をしていた。身長は高いが、せいぜい百八十センチほど。

　身体からだにぴったりとフィットした黒いスーツをまとい、顔も頭から丸ごと覆うような黒いマスクをかぶっている。目のところに細い切れ目が入っているが、その下の瞳ひとみは見えない。

「ちょっと、ヒナ。もっと下がって……あたしの剣に巻き込まれないようにね」

「セフィ……？」

「こいつ……ヤバイわ。なんなのよ、この凄すごい殺さつ気きは……」

　セフィは、星崩の柄つかを強く握にぎり、構え直した。完全に戦闘態勢に入っている。

「こいつを撃ってください！　早く！」

　不意に、ミツキの鋭するどい声が飛んだ。同時に、ドアの前にいたサイボーグたちが拳けん銃じゆうを立て続けに発射した。

　パン、パン、と銃声が室内に響ひびき、セフィはさっと日奈子をかばう。

　セフィの背中にかばわれた日奈子の目に、黒ずくめのなにかが、殴なぐられたように後ろによろめくのが見えた。

「……え？」

　ミツキが、小さな驚きの声を出す。

　日奈子も声こそ出さなかったものの、驚きを隠かくせなかった。

　黒ずくめは、頭と胸のあたりを数発撃たれている。しかし、弾丸をくらった衝しよう撃げきでよろめいたものの、倒れてすらいない。

「なんなの、こいつ……頭、撃たれたわよね……？」

　セフィがつぶやき──その瞬間、黒ずくめが動いた。いきなり跳はねるように前に飛び出すと、右腕を前に差し出した。その手首から肘ひじまでの間から、銀色の刃が飛び出してくる。

「…………！」

　黒ずくめの前にいた、サイボーグが拳けん銃じゆうを向けようとしたところで、手首を斬きり落とされる。黒ずくめは返す刀でサイボーグの胴どうを真っ二つに斬り裂さいた。

「なっ、なんだおまえは！」

　ここで初めて、もう一人のサイボーグが声を発した。また拳銃を続けて数発撃ち、そのすべてが命中したが──黒ずくめは、わずかに怯ひるんだのみだった。

「な、なぜだ……」

　カチン、カチン、とむなしく引き金を絞る音だけが聞こえる。既すでに十発以上撃ち、弾切れしているのだ。

「がっ……！」

　黒ずくめが右腕の刃を一いつ閃せんさせ、サイボーグは悲鳴を漏もらしながら、首を斬られて倒れていった。

　二人のサイボーグがやられるまで、三十秒もかかっていない。

　さすがにサイボーグというべきか、弾丸は頭部と心臓に集中して当たっているようだ。それでも、黒ずくめは少しもダメージを受けたように見えない。

「まさか……いったい誰だれが解放したんですか……」

　ミツキは、あっけに取られた顔で黒ずくめを見つめながら、そんなことを言った。

「やっぱり、こいつはあんたらが飼ってる化け物なの!?」

「ち、違いますよー。いえ、違いませんけど……これは〝レギオン〟です」

「レギオン……なによ、それ？」

　セフィは黒ずくめから目を離さずに質問する。

「サイボーグと同じく、太たい陽よう教きようで実験している兵器の一つです。実験はこの研究所でやっていますが、別の棟とうですし、厳重に管理されているはずなんです。間違ってもここにいるわけが……」

「でも、実際いるじゃないの！」

　まったくもってセフィの言うとおりだった。

「それで、レギオンって言ったっけ？　こいつは、なんなの？」

「サイボーグに〝エイジン〟の細胞を注入し、ソーディを超える身体能力と戦闘能力を持たせた──ハイブリッド兵士です。自我を持たず、特別な信号を発する機器を身につけた相手以外を……無差別に襲おそうようにプログラムされているらしいです」

「……シスターさん。やっぱりわたしたちを殺す気だったのですか……？」

　日ひ奈な子こは、かろうじてそれだけ訊きいた。

「違います！　太陽の乙女が太たい陽よう教きようを恨んでいるのはわかっています。十五年も閉じ込められていたんですから。でも、ただ軟なん禁きんしていたわけではありません。あなたを守っていたというのもあるんですよ。あなたは導師の娘で、貴き重ちような能力をお持ちなんですから」

「だから、殺すわけがないというのですか……」

　ミツキの言葉には説得力がないわけではないが、容易に納なつ得とくもできない。

　今まさに目の前に脅きよう威いがあり、会うはずだった太陽教教祖が重傷を負って倒れているのだから。

「……！　ヒナっ、下がって！」

　セフィは叫さけぶと、星ほし崩くずしを手に踏み込んだ。

　さっきと同じように、黒ずくめ──レギオンが飛びかかってくる。

　右手から飛び出している刃を、セフィに向かって鋭するどく振った。日奈子は、腕から飛び出す似たような武器を、前にも見たことがあった。

　ジョーという太陽教教徒に移植された、エイジンと呼ばれるソーディの故郷ソーディアで暴れ回った怪物の腕だ。

　セフィは身を屈かがめて刃をかわし、星崩をぶんっと振るった。突とつ風ぷうのような音が響ひびき、分厚い刃がレギオンに迫る。

　しかし、レギオンはくるりと空中で一回転して後ろに下がった。着地と同時に再び前に踏み込み、右腕の刃を一いつ閃せんさせる。

「ちっ……！」

　セフィは剣を振り切った不安定な体勢のまま、わずかに身体からだをよじって刃をかわす。肩かたを刃がかすり、激痛が走った。

　倒れ込みながら片手をつき、右側に跳とんでレギオンから距離を取る。

「ヤバかった……ソーシャに習う前だったら、腕を飛ばされてた……かもね！」

　今度はセフィがレギオンへと一気に飛びかかった。

　上段からの袈け裟さ斬ぎり──日奈子の目には霞かすんでしまって刀とう身しんが消えたように見えるほどのスピードだった。

　だが、レギオンはこれも横にステップして軽くかわす。それでもセフィは驚かず、手首を返して今度は星崩を横一文字に振るった。

　ドオッ、と派手に肉が砕くだけた音を響かせ、胴どうに星崩の重い一撃をまともにくらったレギオンが部屋の中を転がってゆく。

「まったく、驚かせてくれたわね……エイジンとサイボーグを混ぜちゃうとか、とんでもないことをやらないでほしいわ」

　セフィは、額ひたいの汗をぬぐいながら、日奈子に苦笑を向けた。

　日奈子には一瞬の攻防にしか見えなかったが、セフィにも楽な戦いではなかったらしい。

「……あっ！　セフィ、あれ！」

　珍めずらしく、日ひ奈な子こは大声を出してしまう。

　セフィがさっと振り向いた先で──レギオンが、むくりと起き上がった。

「嘘うそ、マジで……？」

　セフィがフランクな口調で言ってしまう。

　日奈子にも信じられない光景だった。レギオンは、砲弾の直撃をくらったように、胴どうがほとんどえぐれてしまっている。身体からだが千切れていないのが不思議なほどだ。

「桁けた外はずれの生命力と聞いていましたけど、とんでもないですねー……。内臓がほぼなくなってるはずなのに」

　ミツキもまた、呆ぼう然ぜんとしている。

　エイジンの腕を移植されたジョーも、相当にしぶとく頑がん丈じようだったが、ここまでではないだろう。いったい、どうやって動いているのか。

「冗じよう談だんじゃ……ないわっ！」

　セフィは、すうっとレギオンに向かって間ま合あいを詰め、星ほし崩くずしを下段から斬きり上げるようにして振るった。

　レギオンは左腕からも刃を飛び出させると──両腕の刃を合わせて、星崩を受け止める。

「なっ……!?」

　その上、吹き飛ばされることもなく、その場で踏みとどまった。ぐぐぐっ、とレギオンは床ゆかに足を食い込ませている。

「まさか、あたしの剣を止める……とはね！」

　セフィもまた、両足で踏ん張り、そのまま剣を押し込んでいく。

「血を吐はく思いでソーシャに鍛きたえてもらったのに……人の努力を無む駄だにさせないでよ！」

　剣を振り切り、レギオンの両腕の剣を砕くだき、下段からあごまで斬り上げた。

　レギオンは、天てん井じよう近くまで飛ばされ、床に落下してきた。

　だが、それでもすぐに起き上がると──

「ウオオオオオッ！」

　レギオンが、いきなり咆ほう哮こうを上げた。

　部屋の空気がビリビリと震えるほどの凄すさまじい叫さけびだった。武器を失いつつも、レギオンは両手を前に伸のばし、セフィに掴つかみかかってくる。

「くっ！」

　セフィはすうっと身体からだを沈め、星崩を鋭するどく振るう。一瞬でレギオンの両腕が切断され、部屋の壁まで飛んでいってぶつかった。

「もう……いい加減にしてよ！」

　セフィは次の一太刀で、レギオンの胴体を今度は完全に両断した。

　あまりの剣の勢いで、斬られた上半身だけでなく、下半身まで両腕と同じく壁かべ際ぎわまで飛んでいった。

「……はぁ、はぁ、はぁ。さすがにこれなら……」

　セフィは、それでも警けい戒かいを解かずに真っ二つにされたレギオンを睨にらんでいる。

　レギオンは、まだ手足をばたばたさせていたが──すぐに動かなくなった。

「死んだみたいですねー。さすがセフィ姫……ああっ、導師！　導師！」

　感心していたミツキが、はっとなって、倒れている二人のそばへ屈かがみ込こんだ。

　わずか数分の間だったが、教祖たちの身体からだの下には大きな血だまりができている。

「……太陽の乙女。こちらに来てください」

　ミツキは、脈をとったり傷口を調べたりしていたが──やがて、淡たん々たんとそう言った。

　日ひ奈な子こは、言われるままにふらりと教祖たちに近づく。

　それから、ミツキが教祖たちから離れ、代わりに日奈子がそこに座り込んだ。

「お……お父さんと、お母さん……ですか……？」

　日奈子が声をかけると、女性のほうが顔を上げた。血の気が引いていて、明らかな死相が見えている。

　男性のほうは身動き一つしない。もしかすると、こちらは──

「あの人は逝いったのね……まさか、こんな形で終わるなんて……」

　女性は、ぼんやりした声で言った。

　ふと日奈子は、その女性の顔が自分に似ていると思った。あと二十、三十年もすれば自分もこんな顔になるのではないかと。

　もう動かない男性のほうには、あまり似ていない。

　いや、なぜか見覚えがあるようにも思えるが──日奈子のパーツのどこかが似ているのかもしれない。

「日奈子、ですか……」

　女性は、力を振り絞るようにして身体を起こし──目を細めて日奈子を見た。

　彼女は視線が定まっていない。出血のせいで、目がかすんでいるのかもしれない。

「ようやく会えましたね……」

「なぜ、ですか。なぜ……」

　日奈子は、ようやくそれだけ言った。

　なぜ、という思いがあふれてきている。訊ききたいことはいくらでもあった。

　自分を閉じ込めた理由、太陽の乙女の秘密、太たい陽よう教きようの目的、それに唐とう突とつに対面を望んだのはどうして──

「多くを語る時間は、私には残されていません……まさか、実験用のレギオンが解き放たれるとは……」

「一つだけ答えてほしいのです。どうして……どうして、お母さんはわたしのそばにいてくれなかったのですか……？」

　日奈子の目から、ぽろりと涙がこぼれた。

　思わず、自分でも思いもよらなかった疑問を口に出していた。

　自分にとっては、あまりに縁の薄い両親。自分を閉じ込めた張本人。

　しかし、顔も知らないのでは恨みようもなかった。ただ、気になっていた。彼らはなぜ、娘である自分に会ってくれないのだろう。

　ずっとついてくれていた世話係たちからの愛情は感じていた。

　だが、日ひ奈な子こが本当に欲していたのは、父と母と呼べる人たちから愛され、抱きしめられることだった。

　寂さびしく育ってきた彼女だからこそ、その思いは誰だれよりも強かったのだ──

「……あなたは間違いなく、私がお腹なかを痛めて産んだ子です。愛いとしくないわけがありません。でも……そばにいることはできなかった」

「どうして……？」

「あなたは、黄金の光に包まれて生まれてきました。太陽の乙女……七十年前の大たい戦せん時にもいた、あの聖女も同じだったと聞きます。ですが……」

　女性──日奈子の母、太たい陽よう教きようの教祖はすっと遠くを見るような目をした。

「あなたは人類の希望であると同時に、今度こそ破は滅めつ的な終わりをもたらすかもしれない。あなたのことは愛しています。でも……太陽の乙女は恐ろしい」

「…………！」

　日奈子は、びくりと身体からだをこわばらせる。

　恐ろしい──？　わたしは、実の母から恐れられていたのか？

「もう、あなたも自分が普通ではないことは知っているはずです。自分になにができるのかも。あなたが背負っている運命は、あまりにも重すぎるのです。私には、いえ──私たちにはそれをともに背負ってあげる覚かく悟ごがなかった……」













「だから……だから、わたしをずっとずっと閉じ込めて……一度も会ってくれなかったのですか……！」

「ええ、そうですね……あなたには本当に悪いことをしました……」

　教祖は、すっと片手を伸のばして日ひ奈な子この頬ほおに触れた。そこは涙で濡ぬれていた。

「あなたを殺しておくべきでした……」

「…………！」

「そうすれば、こんなに苦しむことも……あなたを苦しめることもなかったのに……」

「あんた……母親でしょ！　そんな言い方……！」

　セフィが叫さけんだが、日奈子は彼女の言葉は聞いていなかった。

　小さく首を振り、日奈子は母に問いかける。

「……わたしが生きていることは、間違いなのですか？」

「いいえ、あなたはなにも悪くない。間違っていたのは、七十年前の因縁を断ち切ることができなかった私たちです。あなたを普通に生かすことも、殺すこともできなかった、私たちの弱さがすべてを狂くるわせたのです……」

　母は、日奈子の頬に触れている手をぎゅっと押しつけてくる。

「ああ……太陽の乙女など……生まれてこなければよかったのに……」

「そんなの……そんなの、勝手なのです！　わたしは、こんな力を持って生まれたかったわけではありません！」

　日奈子は、心の底からの叫びを上げていた。

　両親は無情な人だろうと想像していた。自分を閉じ込め、テロ活動に走る太たい陽よう教きようの教祖なのだから。

　だが、事態はそれよりも悪い。少なくとも母は、無情な人間ではなかった。

　どうしようもなく弱い人間で──

　彼女を弱くさせたのは、日奈子の存在そのものなのだ。

「日奈子……これからはもう、太陽教には……あな、たは……決して……決……して……あの子の愚おろかな夢には……」

「あの……子……？」

「すべて終わりでいい……陽ひはもう昇らなくてもいいの……です……」

　教祖は、日奈子の質問には答えず、わずかに視線を動かした。

　その目は、割れた天窓の向こう、太陽を見つめている。

「私たちは……間違って……しま……」

「…………！」

　日奈子の頬に触れていた教祖の手が離れ、その場でゆっくりと倒れる。

　教祖は最後の力で目を閉じて──それ以上は、なにも語らなかった。

　太たい陽よう教きようの教祖は──今、死んだのだ。

「お母……さん……」

　それでも、日ひ奈な子こは死んだ女性を母と呼んだ。他ほかに呼ぶ言葉を持たなかったからだ。

　彼女は、確かに日奈子との繋つながりを持つ女性だった。

　そこで既すでに命を終えている男性もまた同じだ。

　二人は間違いなく日奈子の両親で。

　ずっと日奈子と触れ合うことなく今日まで来て──最後の最後で、出会った娘を傷つけて死んでいった。

「どう……して……どうしてですか……」

「ヒナ……」

　セフィが隣となりに屈かがんで、日奈子の肩かたに手を置いてくる。

「セフィ……お母さんが……お父さんも……わたし、どうしたらいいんでしょうか……結局、なにもわからないままで……」

「いいのよ、太陽の乙女の秘密なんて。あたしが言えることは……あたしは、ヒナのそばにいる。いつだってヒナを守るわ」

「…………」

　日奈子は、こくりと頷うなずいた。

　セフィが一いつ緒しよに来てくれてよかったと、心から思う。

　しかし、母の言葉で胸の奥に開いてしまった大きな穴は──塞ふさがってくれそうにない。

「しばらくここにいてもいいわ。でも、この人たちも、このままにはしておけないでしょう。ちゃんと寝かせてあげて──」

　セフィは、そこまで言って、なにかに気づいた顔をした。

　不ふ審しんそうに周りを見渡す。

「ちょっと、あのシスターはどこに行ったの？」

　言われて、日奈子も気づいた。

　ここにいるのは日奈子とセフィ、亡なくなった両親、それに死んでいるサイボーグの二人とレギオンだけだ。

　いつの間にか、ミツキが部屋から姿を消している。

　その上──

「ヒナ、こんなときに悪いけど、ちょっと荒あれそうよ」

　セフィは立ち上がり、困ったような表情を浮かべた。

　彼女の視線の先、部屋の出入り口のドアから、黒い人ひと影かげが現れた。

　レギオン──さっきとまったく同じ姿の怪物が、ゆっくりとドアから室内に入ってくる。

　それも、一体だけではなく、全部で五体。

「まさか、量産されてたとはね……こんな物ぶつ騒そうなもの、一匹だけにしてほしかったわ」

　セフィは剣を構かまえ、戦闘態勢をとった。

　正直なところ、日ひ奈な子こは今すぐ逃げ出したかった。これ以上は、なにも考えたくない。

　母の言葉など、忘れてしまいたい。

　それでも、逃げるわけにはいかないのだろう。

　こうして自分を守るために、危機に立ち向かってくれる友人もいる。

　今はただ、セフィの邪魔にならないようにしているしかない──







　セフィは、ぎりっと歯は噛がみした。

　レギオンの戦闘力は侮あなどれない。エイジンの腕を移植され、全身に細胞が行き渡っていたジョーという男は相当に強かったらしい。

　同じくエイジンの細胞を移植されているレギオンは、並のソーディ剣けん士しでは太た刀ち打うちできないだろう。

　しかし、今のセフィは並の剣士ではない。

　天剣ソーシャは剣の達人であるのはもちろん、教えることに関しては七しち剣けんの中でもトップらしい。そのソーシャに、たった数日とはいえつきっきりで教えてもらったのだ。

　自分の動きにどれだけ無む駄だがあり、パワーを有効に使えていなかったか。思わず赤面するほど、ソーシャに教わる前のセフィの剣けん技ぎは未熟だったと思い知らされた。

「やってやるわ……！」

　レギオンたちがどれほどの怪物であろうと、五体すべて合わせても、ソーシャより強いということはないだろう。

　ならば、なにも恐れることはない。

「うっ……！」

　と、決意を固めたところで、レギオンが五体すべて、一いつ斉せいに飛びかかってきた。

　彼らは相互の連れん携けいなど微み塵じんも考えていないようだ。ただ、目の前の獲え物ものを仕し留とめることだけしか頭にないらしい。

　セフィは動どう揺ようせず、力任せに星ほし崩くずしを振るう。

　刃ではなく、刀とう身しんの腹を使い、うちわで扇あおぐようにして──もっとも早く間ま合あいを詰めてきたレギオンの腹部に星崩を叩たたきつけた。バキバキと骨が砕くだける嫌な音が響ひびく。

　そのまま剣を振り切り、一体目のレギオンを吹き飛ばし、その後方から迫っていた三体とともにまとめて吹き飛ばす。

「密集しすぎなのよ！　しょせんはケダモノね！　あたしはケモノの扱いは大得意なのよ！」

　セフィは、なかばヤケになって叫さけんだ。ケモノ、というのはもちろんクロウのことだ。

　叫びつつも、セフィは止まらない。吹き飛ばされた仲間にかまわず、襲おそいかかってきたレギオンを一体、袈け裟さ懸がけに斬きる。

　斬った直後に身を翻ひるがえし、両腕から刃を飛び出させて襲ってきた二体目の胴どうを真っ二つに斬きり裂さく。

　いつも以上に深く斬り込み、徹底的に肉体を破壊する斬ざん撃げきだった。

「残り三匹！」

　吹き飛ばされた三体が、体勢を立て直して再び襲おそってきている。

　セフィは冷静に、その場で星ほし崩くずしを振るった。剣の切っ先さえ届かないほど間ま合あいが離れているが──問題はない。

　裂れつ空くう刃じん──セフィのみが使える、剣の刀とう身しんだけを数メートル先に出現させ、斬り裂く秘技である。

「グアアアッ！」

　一番後ろにいたレギオンが、突とつ然ぜん眼前に現れた刃に、頭をなかば吹き飛ばされる。

　弾丸ならともかく、セフィの豪ごう剣けんを頭に受ければ、生きてはいられないだろう。

「くっ……！」

　セフィは星崩の刀身を元に戻しつつ、レギオンの刃をのけぞってかわす。

　やはり速い。ソーシャには遠く及ばないが、充じゆう分ぶんなスピードだ。決して余裕でかわせるレベルではない。

「でもね──！」

　セフィは続けて放たれてきた、二体のレギオンの四本の刃をかわしていく。

　ソーシャの速さに慣れた目には、そこまでの脅きよう威いではない。

　セフィは、星崩をわざと大振りする。二体のレギオンは、後ろに跳とんで、暴風のようなその一撃をかわした。

「それじゃあ、もう終わりよ──！」

　セフィは、星崩を片手で握にぎり、すっと片足を引き、身体からだをひねってタメをつくる。

　ソーシャが得意とする技は、突つきである。セフィはこれまでほとんど使わなかったが、その極ごく意いの一部を学ばせてもらった。

「あああああっ……！」

　セフィは叫さけび、星崩を握った腕をひねりつつ前方に向かって突き出す。

　星崩は回転しつつ、周りの空気を巻き込み、轟ごう音おんを上げながら巨大な砲弾のように突き進んでいく。

　再び間合いを詰めてきていたレギオン二体は横に跳んだが、間に合わなかった。

　星崩の刀身が二体にわずかにかすると、剣がレギオンたちの身体を巻き込み、ミキサーのように回転しながら粉々に砕くだいていく。

　レギオンたちは肉体を破壊され、壁や床ゆかへと派手に吹き飛ばされ──動かなくなった。

「星せい爆ばく撃げき砕さい流りゆう──なんとか使えそうね」

　セフィは、星崩をぐっと握り直す。

　星爆撃砕流は腕を無理にひねるため、負担が大きいが、威い力りよくは充分のようだ。複数をまとめて倒すことも可能らしい。これなら、実戦でも使い物になる。

「さあ、ヒナ。行くわよ。悪いけど、立って──」

　離れたところで不安そうに座っていた日ひ奈な子こに優しく声をかけたその瞬間、セフィは気配に気づいた。

「なっ……!?」

　ばっ、と天窓を見上げる。

　そこから、レギオンたちが──五体、六体と、次々に入ってくる。

「いったい、何体いるのよ……って、こっちも!?」

　ドアのほうからも、さらにレギオンたちが雪な崩だれ込んでくる。

　まずい──セフィは即そく座ざに撤退を決める。

　既すでにレギオンたちは十体以上現れている。これだけの数を、日奈子をかばいながら、室内で仕し留とめるのは不可能だ。逃げる以外に手はない。

「ヒナっ！」

　セフィは、日奈子に向かって片手を伸のばした。

　だが、日奈子はレギオンに取り囲まれつつあるのに、その場を動こうとしなかった。恐怖に震えているのではなく──どこか呆ぼう然ぜんとしているようだ。

　仕方ない、あんなことがあったんだもの──

　セフィは、ようやく対面した両親に傷つけられた友人が可哀かわい想そうでならなかった。

　だが、今はまだ日奈子を悲しみに浸ひたらせてやれない。

「ヒナ、お願い！　こっちに来て──！」

「……セフィ」

　日奈子は、そう小さくつぶやいただけだった。

　そのとき──一体のレギオンが日奈子に向かって飛びかかっていった。

　セフィは、心臓が止まりそうな思いがした。距離が微妙に遠い。これでは、裂れつ空くう刃じんでも間に合わない。

　レギオンが日奈子に襲おそいかかり、その手が彼女の細い首に伸びて──

「…………え？」

　セフィは驚いて、足を止めてしまう。

　それくらい、目の前で意外すぎる展開が起こっていた。

「なん……なのですか、これは……？」

　日奈子はぼんやりしたまま、淡たん々たんとつぶやいた。

　その日奈子の周りに──レギオンたちが跪ひざまずいていた。

　胸の前で腕を交差させ、まるで姫君に礼を尽つくす騎士のように。

　気づくと、セフィのそばにいるレギオンたちも同じように膝ひざをついていた。

「なんなのよ、こいつら……。あたしたちを殺す気なんじゃないの……？」

「わかりません……」

　さっき、あのシスターは、レギオンは特別な信号を発する機器を持った相手以外を殺すと言っていた。

　まさか、日ひ奈な子こがそんなものを持っているはずもないが……。

「おー、やっと認にん識しきしたか。ひやっとしたぜ。信号じゃなくて顔認識だと、時間がかかるのかね。はー、やれやれ」

「……あんたは」

　セフィはドアのほうを振り向いた。

　そこから、太たい陽よう教きようの信徒服を着た大柄な男が入ってくる。眼鏡めがねをかけ、若いのに短めの髪は真っ白だ。左手には、荒あらっぽく包ほう帯たいが巻きつけてある。

　幹みき原はら条じよう一いち郎ろう──太陽教の元戦闘部隊リーダーだった。







　セフィは、部屋に入ってきた男をぎらりと睨にらみつける。

「確か、ジョーとかいう……なんであんたがここにいるの？」

　以前にもセフィは、この男に会っている。ジョーが剣の学院に侵しん入にゆうしてきたときだ。

　だが、彼がここにいるのはおかしい。彼は太陽教の罪を一人ですべて背負い、服ふく役えきしているはずだ。

　話では、クロウが左腕を斬きったはずだが、それも元に戻っている。

「ま、俺おれにも事情ってもんがあってね。俺がかぶった罪が消えたわけじゃないし、誰だれかが逮たい捕ほされるわけでもないだろう。別に問題はないな」

「この化け物どもは、あんたの差し金なの？」

　セフィは星ほし崩くずしを構かまえたまま、日奈子の肩かたを抱いて引き寄せる。

「正確にはちょいと違うかな。俺の命令は一応聞くらしいぜ、こいつら。俺の腕に移植されたエイジンの腕は、レギオンどもの体内に潜ひそむエイジンの細胞より上位の存在だとか。ケモノって奴やつらは意外と上下関係に厳しいからなあ」

「結局、あんたの仕し業わざってことね！　これはどういうことなの!?」

「いや、そいつはちょっと待て。危険はないから、本当に待ってくれ」

　ジョーはすたすたと歩いていき、床ゆかに倒れたままの日奈子の両親の前に膝ひざをついた。

「導師。どうか、安らかに──」

　ジョーは短い祈いのりの言葉を唱え、目を閉じてしばし沈ちん黙もくしていた。

　それから、すぐに立ち上がる。

「俺も導師に会うのは初めてだけどな。形式だけとはいえ、俺の上官みたいなもんだったし、軍では死者に敬意を払えって教えられんのさ」

　ジョーは、にやりと笑って言った。彼は、自衛軍所属の元軍人でもあったのだ。

「さて、説明だったな。と、その前にレギオンども。部屋の外に出てろ」

　ジョーの言葉に、跪ひざまずいていたレギオンたちは立ち上がり、部屋から出て行った。

　本当に、彼はレギオンたちへの指揮権を持っているようだ。

「いえ……説明なんてどうでもいいわ。あんたの話なんて聞いてられない」

「いいや、聞いてもらうぜ」

　ジョーは、意味ありげに笑う。

「ちなみに一つ教えておくと、この研究所は百体のレギオンに包囲されてる」

「百体……!?」

　セフィはぎょっとして目を見開く。

「いくらお姫さんが強くても、太陽の乙女を連れて包囲網を斬きり破るのは骨だろ？　ついでに言っとくと、ここにいるかっこいいお兄さんも邪魔とかするかもなあ」

「…………」

　セフィは、内心で舌打ちする。百体のレギオンが相手では、セフィ一人でも倒すどころか逃げ切ることも難しい。

　それに加えて、ジョーまで相手取っては勝ち目はゼロに近い。

「わかってくれたようだな、お姫さん。じゃ、話を続けましょうかね」

　ジョーは、わざとらしく丁てい寧ねいに言う。

「ま、俺おれがここにいることはあんま気にしないでくれ。俺も情けないと思ってんだ。かっこつけて退場したくせに、またこんな腕をくっつけてもらって、戻ってきてんだからな。そこは突つっ込まないのが、年長者への礼儀ってもんだぜ」

「あんたに礼儀を尽つくす必要があるかどうかは、これからの話次し第だいね」

　セフィは、まだ剣の構かまえを解かずに言った。

　レギオンがいなくても、ジョー自身が恐ろしく危険な存在だ。油ゆ断だんすれば、なにをされるかわかったものではない。

「手厳しいな、お姫さんは。まあ、俺のことはいい。ただ、導師たちの名めい誉よは別だろ」

「……お父さんとお母さんの？」

　日ひ奈な子こが、ぼんやりと独り言のようにつぶやいた。

「ああ、あの方々がおまえさんになにを話すつもりだったかまでは知らない。でもよ、罠わなとか策略とか、そんなもんはなかった。この施し設せつを隈くまなくチェックした俺が言うんだ、間違いない。少なくとも、おまえさんと話をするだけだったのは事実だろうよ」

「結局……あの人たちが、なにを話すつもりだったのかは、わかりませんでした……」

　日奈子の言葉に、セフィだけでなくジョーまで複雑な表情になる。

　そういえば確かに、日奈子の母は娘からの質問に答えただけで、いったいなんのために対面を望んだのか、それは口に出さなかった。

　おそらく、ジョーが言うとおり、両親は日奈子を罠にかけるつもりはなかったのだとセフィも思う。レギオンの侵しん入にゆうは、彼らにとってもイレギュラーな事態だったはずだ。

「レギオンを解き放ったのは、太たい陽よう教きよう武ぶ闘とう派はのリーダーだ」

「は……？　それって、あんたのことじゃないの？」

　セフィが怪け訝げんそうに問いかける。

「俺おれは先代のリーダーさ。もう、太たい陽よう教きようにも居場所なんてない男だ。今はまあ、バイトみたいなもんでな。とっくに新しいリーダーが君臨なさっているのさ」

「いえ、待って。太陽教の武ぶ闘とう派はは、壊かい滅めつしたはずでしょ？　ロウたちが本部に殴なぐり込みをかけたときに、ほとんどやられたはずよ」

「全滅ってわけじゃない。俺が管かん轄かつしてなかった部隊も存在するんだよ。太陽教の戦闘員は、素人しろうとに毛が生えた程度のも含ふくめると、二千人くらいいるんだぜ。それに、本部だけに集中してるわけないだろう」

「……まあ、そうね」

　セフィは、素直に頷うなずいてしまう。

　たとえ敵に言われても、正論ならば受け入れてしまうのがセフィという少女である。

「つまり……そのリーダーさんが、わたしの両親を殺した犯人ということですか……？」

　日ひ奈な子こが、淡たん々たんと尋ねる。

　親の仇かたきを問い詰めているとは思えない穏おだやかさだが、彼女は決して冷静ではないだろう。

　セフィは、日奈子の肩かたが小刻みに震えていることに気づいてしまっている。

「そうなるかな」

　ジョーは、小さく頷いた。

「導師たちは、本部の戦力を失ったことで穏おん健けん派に傾かたむきつつあった。太陽の乙女に逃げられたことも影響してるのかもな。元々、好戦的な人たちではなかったらしいし。導師が教徒たちの前に姿を見せて、戦いを捨てて信仰に生きることを宣言する可能性もあった。五万の信徒の大半はそれに従うだろうさ」

「……それを面おも白しろく思わなかった武闘派が、教祖の暗殺を実行したってことね」

　セフィは言いつつ、不愉快すぎて胸がむかむかしてきた。

　誰だれも彼もが勝手すぎる。

　日奈子の両親も、その両親を殺した者たちも。

　今、セフィにとって大事なのは、日奈子だけだ。どんな理由があろうと、彼女の心を傷つけた者たちを、許す気にはなれない。

「もう一つ付け加えると、奴やつらは徹底した武闘派だ。とことんまでやる。導師を暗殺しただけじゃ終わらない」

「まさか、ヒナまで……」

　セフィは、星ほし崩くずしの切っ先をジョーに向ける。

「いやいや、そうじゃない。武闘派も穏健派も、太陽の乙女の貴き重ちようさはよく知ってるからな。武闘派の当面の目的は、太陽教の全権の掌握だ。なあ、お二人さん。この迷路みたいな研究所をうろついて来たんだろ？　いくらなんでも静かすぎると思わなかったか？」

「レギオンが、教徒や研究所の所員を殺した……の？」

「教徒と所員は、今日は入所禁止にされている。代わりに、ここに集められたのが穏健派の幹部たちさ。導師は、幹部たちを太陽の乙女に引き合わせるつもりだったんだろう。ただのお披ひ露ろ目めなのか、それ以上の意味があったのかは知らんがね」

　ジョーは、べらべらと説明を続ける。

　なんとなくセフィは、彼がヤケになっているように思えた。彼も、この事態に納なつ得とくしていないように見えるというべきか。

「この研究所には、だだっ広い会議室があってな。三十人以上が入れるような、でかい部屋さ。そこにレギオンの一体も放ほうり込めば、あら不思議、たちまち床ゆかが血の海に」

「…………」

　セフィは、形のいい唇を歪ゆがめる。

　太たい陽よう教きようの穏おん健けん派たちが、この建物のどこかで皆殺しにされ、死体となっている。

　いい加減、セフィも死は見慣れてきたが、非戦闘員が死ぬのは好かない。

「肝心な奴やつは取り逃がしたらしいがね。木き戸ど祐ゆう司じ……食えないおっさんだよ」

「待って、それってロウの幼なじみの……？」

「ああ、シスター明あか里りの親父おやじさんさ。あのおっさんも呼ばれてたんだが、なぜか来やがらなかった。奴がいる限り、武ぶ闘とう派はも枕まくらを高くして眠れないだろうよ」

「そう……」

　セフィは、小さく頷うなずいた。ろくでもない話の中で、クロウの幼なじみの父が難を逃れた、というのは不幸中の幸いに思えた。

　少なくとも、クロウだったらそう思うだろう。

「で、本題はここからだ。太陽の乙女、ついてきてるか？」

「……続けてください」

　日ひ奈な子こは、それだけ答えた。

　彼女は目を伏ふせたまま、まだ小さく震えている。これだけ悪い話を聞かされれば、こうもなるだろう。

「けっこう。武闘派のリーダーはこの研究所にいる」

「ここに!?　この騒動を起こした張本人がいるの!?」

「まあまあ、お姫さん。そう慌あわてるな。その方は、研究所の地下にいらっしゃる」

「地下……？　これだけ広いのに、地下まであるの？」

「むしろ、そっちが本丸だ。太陽教の施し設せつとしてはな。研究所には、怪しい地下施設がつきものだろ？」

「変な映画の観みすぎよ」

　セフィは、じろりとジョーを睨にらみつけた。

「いやあ、ロマンだよ。女にはわからないかなあ」

　ジョーは笑って言って──急に表情を引き締しめた。

「リーダーは、太陽の乙女を待ってる」

「……そうですか」

　日奈子は、ぼそりと言って、踵きびすを返した。

　割れた天窓の下まで歩いて行き、空を見上げた。

　青い空を、わずかに白い雲が流れていく。雲は、どこかソフトクリームに似た形をしていて──日ひ奈な子こは、はっとする。

「ここから見える景色が、わたしにとって外の世界そのものでした……」

　空を見つめながら、日奈子はぽつぽつと語る。

「いつだったか、香か苗なえが言いました。ロマンのあるものが見えればいいですね……と。ロマンとは無縁ですけど、それでもわたしはいろいろなものを見てきました」

　日奈子は、今度は両親の遺体のそばに屈かがみ込こみ、すっと目を閉じた。

「ここから、すべてが始まりました。香苗たちが逃がしてくれて、クローやセフィと会って、いろんな人と会って……また戻って来てしまいました。それは、わたしにはやるべきことがあるからなのでしょう……」

「ヒナ、あんた……」

「わたしは、ここに両親に会いに来ました。父とは話もできず、母からは聞きたくないお話を聞いただけでした……。もっと、話したいことはいくらでもあったのに。もしかすると、わたしが対面を望まなければこんなことにはならなかったかもしれません。でも、もう引き返すことはできないのです。だから」

　日奈子は立ち上がり、常にない確かな歩調でジョーのそばへと近づく。

「わたしは、わたしの両親を殺した人に会いたい。なぜ、そんなことをしたのか。その人の口から聞きたいのです」

「……意味はないかもしれないぜ？」

「わたしの心に決着がつきます」

　日奈子は、静かに答えた。

　そうだ、決着をつけなければならない──セフィもまた、そう思った。

　日奈子は太たい陽よう教きようとの関わりと、十五年間閉じ込められてきた過去に決着をつけなければ、前に進めないのだろう。

　それなら、セフィは友人としてその手伝いをするだけだ。

「いいわ、ヒナ。行きましょう」

「はい、セフィ……」

　日奈子は、こくりと頷うなずいた。

　研究所の地下に待つ人物が誰だれであろうと、日奈子を守りきる。

　いざとなれば、百体のレギオンでも、相手にしてやろう。

　セフィは決意を固め、日奈子に力強く頷いてみせた──






　４章　そして、引き返せない一歩へ









　ジョーに先導され、セフィと日ひ奈な子こはエレベーターで地下一階へと降りた。

　降りた先にはエレベーターホールがあり、その向こうに細い通路が続いている。

「地下は三階まであるんだが、エレベーターで降りられるのは一階までらしい。もちろん、リーダーがいらっしゃるのは最下層だ。悪いけど、ご足労願うぜ」

「かまわないわ」

　セフィが答え、きょろきょろと周りを見渡す。

　右手で抜き身の星ほし崩くずしを握にぎり、左手は日奈子の手をしっかりと握っている。

　なにが起きるかわからない以上、ぴったりと日奈子に張りついているつもりだった。

「…………」

　日奈子は、かつての自室を出てから一言も口を開いていない。

　それも当然だ。決着をつける──日奈子はそう言ったが、簡単にショックから立ち直れるわけがない。

　教祖の遺体は整えてきたが、両親を放置してきたことにも思うところがあるのだろう。

　早くリーダーとやらに会って、日奈子を落ち着ける場所に連れて行ってやらなければ。

「えーと、どっちだったかな。俺おれもこの施し設せつは来たことなかったんだ。一応、見取り図は頭に入れたけど、なんせ複雑でなあ」

「あんたが迷うのは勝手だけど、おかしなマネをしたら即そく座ざに首を飛ばすわ」

「可愛かわいい顔して、おっかないお姫さんだなあ。おっと、こっちだ」

　ジョーは、角を曲がり、そのすぐそばにあったドアを開けた。

　ドアの先にも長い廊ろう下かが続いている。どうやら、この地下は本当に複雑なつくりになっているようだ。

「ヒナ、ほら歩いて。ゆっくりでいいから」

「…………」

　日奈子はやはり答えず、歩き方を忘れたかのように足取りが頼りない。

「ちょっと休む？　無理はしなくていいのよ」

　セフィは握っていた手を離し、日奈子の肩かたに優しく触れた。いくら日奈子自身の意志とはいえ、やはりリーダーのもとへ向かうのはやめたほうがいいかもしれない。

「悪いな」

「え？」

　セフィが振り向いたのと同時に、拳が見えた。

　ジョーの包ほう帯たいに包まれた左の拳こぶしが、セフィの顔面に迫っているのだ。

「ぐぅっ……！」

　とっさにセフィは腕でガードした──が、巨大なハンマーで殴なぐられたような衝しよう撃げきに襲おそわれ、身体からだが浮き、数メートルも後ろに飛ばされてしまう。

「くっ、ぐっ、ううぅっ……！」

　セフィはかろうじて着地し、床ゆかをガリガリと削けずりながらさらに数メートル下がってしまった。

「なっ、ちょっ……!?」

　ようやくストップしたセフィの目に、信じられないものが映った。

　ジョーが日ひ奈な子こを抱え、走り出していた。しかも、廊ろう下かを遮しや断だんするように天てん井じようから鋼鉄のシャッターが高速で下りてきている。

「まっ、待ちなさい！」

　セフィは駆かけ出したが、まるで間に合わなかった。シャッターは完全に下りきってしまい、日奈子とジョーの姿もまったく見えなくなってしまっている。

「じょ、冗じよう談だんじゃないわ！　こんなシャッターなんか！」

　セフィは星ほし崩くずしを構かまえ、シャッターに向けて一気に振り切った。

　ガツンッ、と轟ごう音おんが響ひびき、シャッターが数センチへこんだ──が、それだけだった。

「ええぇ……!?　なにこのシャッター！　あたしの剣で壊せないなんて！」

　続けてセフィは、二度三度とシャッターに斬ざん撃げきを叩たたき込む。

　しかし、シャッターはへこみができるだけで、まるで壊れる様子がない。

　星せい爆ばく撃げき砕さい流りゆうなら──いや、このシャッターは斬きりつけた手て応ごたえや音を聞く限り、相当に分厚い。最大の技でも、砕くだけない可能性が高い。そうなれば、無む駄だに身体に負担をかけるだけになる。

「もうーっ！　あの男、やっぱり！」

　セフィは踵きびすを返して走り出した。

　これだけ複雑な構造の建物だ。別ルートからジョーが向かったところへたどり着けるかもしれない。扉を壊すよりは、そちらに賭けるほうが分があるだろう。

「…………っ！」

　ギギギギッと奇き妙みような音を響かせ、靴くつから煙けむりを上げながら、セフィは急制動をかけた。

　元来た道から、複数の黒い影──レギオンたちが走ってきている。

「まったく、行き届いたことね……結局、罠わなをたっぷり仕し掛かけてたってわけ？」

　セフィは、レギオンたちを睨にらみながら言った。

　この地下施し設せつには、さっきのシャッターのような仕掛けがいくつもあるのだろう。

　ジョーは最初からどこかで隙すきを見つけて、セフィと日奈子を分断するつもりだったに違いない。

「ああ、腹立つ！　これじゃ、あたしが付つき添そった意味がないじゃないの！」

　現れたレギオンは、十体以上。すべてを相手にしていては、時間がかかりすぎる。

　そもそも、あれだけの数に一気に襲おそわれたら、こちらが殺されかねない。

「まあ、あたしはまだマシか。また拉ら致ちられるとか、ヒナの不運も相当よね……。いつもどおり、さっさと助けてあげないと！」

　セフィはダッと駆かけ出した。迫り来るレギオンを恐れもせず、スピードも緩ゆるめない。

「うおおおおおおおっ！」

　姫様らしからぬ叫さけびを上げ、セフィはもっとも早く接近してきたレギオンに、星ほし崩くずしを全力で振るった。

　重々しい星崩の刃が、レギオンの左ひだり肩かたにめりこみ、そのまま右の脇わき腹ばらまで一気に斬きり裂さく。レギオンの身体からだは分断され、吹き飛んでいった。

　止まらずに身体を沈め、次のレギオンの両りよう膝ひざをまとめて切断する。両足を切られたレギオンは勢いよく倒れ、ゴロゴロと転がっていく。

「くぅっ……！」

　今度は四体のレギオンが、一気に襲おそいかかってくる。四体とも両腕から刃を飛び出させ、凄すさまじい勢いで剣を振るってきた。

　この数は──さばけない！　セフィは目を見開いた。

　星せい爆ばく撃げき砕さい流りゆうでまとめて仕し留とめるにも、レギオンに接近されすぎていてタメをつくる時間がない。

　致ち命めい傷しようにならない程度にいくつか剣を受けて、奴やつらの隙すきをつくるしかない！

　覚かく悟ごを決めて、セフィはレギオンにぶつかるように踏み込んでいき──

「セフィ様！　伏ふせろっ！」

「…………！」

　突とつ然ぜん響ひびいた声に、セフィは反射的に従っていた。ほとんど床ゆかに倒れ込むようにして、身体を伏せる。

　伏せながら、セフィは見た。鋭するどく突つき出された刃が、四体のレギオンを次々と串くし刺ざしにしていくのを。

「グアアアアアッ！」

　レギオンたちが悲鳴を上げ、太い剣先に脳天を貫つらぬかれ、絶命していく。

　この怪物も、頭を剣で貫かれれば、さすがに致命傷は避さけられないらしい。

「無事か、セフィ様！」

「……会長？」

　セフィのところへ、セイバーズの制服姿のイシュトが駆けつけてくる。

「よかった、ケガはないようだな。君もなかなか腕を上げたみたいじゃないか」

「でも、こんな奴らにやられそうに──って、会長！　危ない！」

　イシュトの背後から、残りのレギオンが刃をきらめかせ、斬りつけてきている。相討ちも辞さない、ひとかたまりになっての攻撃だった。

「──わかってる」

　イシュトは冷静に言うと、悠然と振り向いた。

　軽かろやかに跳とび、六体のレギオンたちの複数の刃をわずかに身をよじってかわす。避よけながら、右手で握にぎった雷ライ狼ロウ牙ガの刀とう身しんに左手を添える。

　光こう刃じんの淡い輝きに包まれた雷狼牙が、さらに強く六回光った。

「装そう填てん完了。雷ライ穿セン・六ロク連レン閃セン」

　イシュトが右腕を伸のばし、次々に突つきを繰くり出だす。

　複数の突きが、一撃に見えるほどのスピード──それは、セフィもこれまでに見てきたが、今のイシュトの剣は鋭するどさが段違いだった。

　速さが格段に上がっているが、それ以上に剣にまるで無む駄だがない。レギオンの剣をかわし、もっとも効果的な軌き道どうを通り、彼らの頭に剣先を突き刺さしている。

「ふっ……」

　イシュトは着地すると、さっと雷狼牙を振った。レギオンたちがどさどさと床ゆかに倒れていく。

　一瞬で六体の脳を貫つらぬき、一瞬で剣を引く。あまりの早はや業わざだからか、刀身に汚よごれ一つついていない。

「会長、今の剣は……」

「自分ではよくわからないんだがな。確かに、これまでの私とは違うようだ」

　イシュトはなんでもないことのように言った。謙けん遜そんしているわけではないらしい。

「牙きばの道の成果……ってことですか」

「そういうことになるな。相当追い込まれたからね……少しくらいは変わってもらわないと、割が合わない」

　今度は、イシュトはげんなりした顔をした。かなり嫌な思いをしたらしい。

　もっとも、セフィから見ればイシュトの成長は〝少しくらい〟などというものではない。

　それは、もはや七しち剣けんに近いというほどの──

「ところで、こいつらはいったいなんなんだ？　なかなか死なないから驚いたよ」

「ええ、レギオンっていって、太たい陽よう教きようで実験してる兵隊らしいです。たぶん、つくったのはダイナストでしょうけど……ん？　会長は、もうこいつらに会ってたんですか？」

「研究所をこいつらが取り囲んでたからね。全部片付けるのは、さすがに手間取ったよ」

「全部!?　百体いたんですよ!?」

　いくらなんでも、それほどの数を相手にするのは──

「百体……それくらいはいたかな？　コツを掴つかむまでが大変だったね」

「コツって……」

　それがわかれば、始末できるという数ではないだろう。

　セフィはソーシャとの訓練で腕をかなり上げたつもりだった。しかし、イシュトはさらに上をいっているようだ。

「とにかく、間に合ってよかったよ。いや、五日で牙の道を出るつもりだったんだから、二日もオーバーしてるけどね」

「い、いえ、無事に帰ってこられてよかったです」

　セフィは慰なぐさめではなく本心から言った。なにせ、生還率は一割なのだから。

「牙きばの道から出たのはついさっきなんだよ。ここまでは、大だい剣けん聖せいがコネで手配してくれたヘリを使ってね」

「そうだったんですか……」

　もちろん、教祖との対面場所がこの研究所だということは、大剣聖たちにも伝えてあった。付つき添そいは一人までと言われたが、場所を教えることは禁じられていなかった。

「あんな怪物がうようよいるんだから、もう付き添いは一人だけとか、そういう話でもないだろう」

「それはそうですね……」

「ドアを壊して中に入って、君たちを見つけたのはいいものの、いかにも怪しげな地下へ降りていくじゃないか。下へ手たに手出しもできないし、様子を見ることにしたんだよ」

「ええ、怪しいとは思ってたんですけど……って、それどころじゃない！　ヒナがまたさらわれちゃったんですよ！」

「ああ、見てたから知ってるよ。でも、そう慌あわてなくてもいいんじゃないか。あの男はきっと、桜さくら井い日ひ奈な子こを害することはないよ」

「それは……そうでしょうけど、ヒナを一人にはできません！」

「そうだね。でも、心配はいらない。というか、私も疑問なんだけど、どうしてセフィ様は少年のことを訊きかないんだ？」

「うっ……」

　セフィは、思わず一歩後ろに下がってしまう。

　真っ先にそれを訊いては、がっつきすぎているような気がして恥ずかしかったのだ。

「少年も牙の道をクリアしたよ。むろん、ここに来てる」

「そっ、そうですか……って、あいつ、どこに行ったんですか？」

「当然、桜井日奈子を追ってる──と言ったら、セフィ様はいい気はしないかな？」

「いえ、ヒナを放ほうってこっちに来てたら怒ってましたよ」

　これもまた、セフィの本心だった。

　少なくともセフィには戦闘能力がある。トラブルを自力で切り抜けることができるのだ。

　戦うことができない日奈子を優先して救いに行くのは当然のことである。

「そうか。慌てなくていいと言ったのは、そっちの理由もあるんだよ。たぶん、少年に任せておいて問題ないだろう」

「……でも、待ってください。ロウは、あのジョーって男をラーシュと二人がかりで倒したんですよね」

「あのときはね」

　イシュトは、自信ありげに言った。

　少なくとも、ジョーにクロウ一人で立ち向かうことは微み塵じんも心配していないようだ。

　イシュトと同じく──クロウもまた、牙の道で力を得たということだろう。

　彼との距離はまた開いてしまったのか──

　セフィはそんなことを考え、すぐにそれを追い払った。

「会長！　そうは言っても、あたしたちもヒナのところに行かないと」

「と、それもそうだね。行こう」

　イシュトが走り出し、セフィもその横に並んで駆かけて行く。

　クロウと日ひ奈な子こ、大切な二人が待つ場所へ向かって。







　クロウは、ただ待っていた。

　セイバーズの制服を着て、背中には大きなリュックを背負っている。

　腰こしにはもちろん、いつもの日本刀があり、マナカの舞まい姫ひめも差したままだ。

　クロウが立っているそこは、やや狭めのホールになっているところだった。

　三方向に廊ろう下かが続いており、クロウの背後には、階段がある。

　クロウは、ともに研究所に潜せん入にゆうしてきたイシュトと別れ、セフィを撒まいて逃げ出したジョーを追っていたのだが──

　むやみに走り回る必要はないと、不意に気づいたのだ。

　月つき村むら製薬という会社の研究所、その地下施し設せつはやたらと広く、入り組んでいて、むやみに動き回れば迷子になる。

　日奈子を連れたジョーが走って行った方向はわかっているが、ただそちらを目指すだけでは追いつけない。

　しかし、クロウにはわかっていた。

　あの太たい陽よう教きようの男が持つ、エイジンの細胞のせいだろうか。

　濃のう密みつな、生物の気配。常にそれを放ちながら、奴やつは移動している。

　元々、クロウは殺さつ気きや気配を読むのに長たけた剣けん士しだ。牙きばの道での極きよく限げん状況を経て、その感覚はさらに磨みがかれている。先回りはそれほど難しくなかった。

「……来たか」

　クロウはつぶやいて、顔を上げた。

　ぱたぱたと足音が聞こえ、ホールの向こうの廊下から、日奈子を脇わきに抱えるようにしたジョーが現れた。

「うおっ……!?」

「……え？」

　ジョーと日奈子が、同時に驚きの表情を浮かべる。

　クロウは、予想どおりに彼らが現れたのだから、特に驚く必要はなかった。

「はは、おっさん。もうシャバに出てきたのか。おつとめご苦労だったな」

「……おいおい、坊や。おまえさん、どっから入って来たんだよ。だいたい、太陽の乙女に認められた付つき添そいは一人だけだろ？」

「罠わなを仕し掛かけておいて、よく言うじゃねぇか」

「ははっ、そりゃそうだ」

　ジョーは笑い、日ひ奈な子こをその場に丁てい重ちように下ろした。

「って、おっさん。左腕、元どおりかよ。死ぬような思いをしてぶった斬ぎったのに」

「警察に証拠品として保存されてたんだよ。そいつを親切な人が取り戻してくれて、おまけに繋つなぎ直してくれたってわけだ。ま、世の中、金があればたいていのことはなんとかなるらしいな」

「剣でなんとかなるよりは、健全ではあるけどな」

　クロウは軽かる口くちで応こたえる。

　セフィを罠にはめ、日奈子をまたさらったジョーに、不思議と憎にくしみは感じていない。

　元から憎めない男ではあったが、今のジョーは以前とどこかが違う。

　軽い調子なのは変わらなくても、悪意はほとんど感じられないのだ。

「なあ、おっさん。日奈子を返してくれ。そうすりゃ、あんたは見逃してやる」

「は……？」

「別に俺おれは、あんたと戦うのが目的じゃねぇんだ。太陽の乙女の秘密も知りたいけど、それよりなにより日奈子だ。そいつを返してくれ」

「クロー……」

　日奈子は、じっとクロウに視線を向けてくる。

　その目が、いつもよりぼーっとしているように見える。おそらく、ここでなにかあったのは間違いない。

「悪いけど、坊や。そいつはできないな。これは任務なんだ。太陽の乙女を、ある人のところへ連れて行くのがな。それは、太陽の乙女の意志でもあるんだぜ」

「ふうん……だったら、場所を教えてくれりゃ、俺が連れて行く」

　事情はよくわからないが、日奈子が望んでいるのならば、ある人とやらのところへ行くのはかまわない。

　しかし──自分か、仲間たち以外に日奈子の身み柄がらは預けられないのだ。

「はははっ、やっぱり……俺たちはこうなるんだなあ、坊や！」

　ジョーは高らかに笑って眼鏡めがねを外し、左腕に力を込め始めた。

　左腕がぶるぶると震えたかと思うと──一気にふくれあがり、巻いていた包ほう帯たいが弾はじけ飛んだ。

「……そいつは、何度見ても不気味だな」

　クロウは、皮肉を込めた視線を向ける。

　一回り大きくなったジョーの左腕には、うっすらと赤く光る鱗うろこが全体に生えている。指も細く長くなり、人間以外の手であるのは一目でわかる。

　ソーディの天敵、エイジンの腕。ジョーにとっては自分の左腕でありながら、腕だけが意志を持って動くのだ。

「こんな重たいもん背負ってる場合じゃなさそうだな」

　クロウは背負っていたリュックをゆっくりと床ゆかに下ろした。

「なんだい、そいつは？」

「太たい陽よう教きようが仕込んだ場所へ行くんだぞ。そりゃ、準備くらいするさ」

　クロウは、ぐっと腰こしを下ろし、日本刀の柄つかに手をかける。

「ごもっともだな。坊や、行きたきゃ勝手に行きゃあいい。そこの階段を三階まで降りれば、あとは一直線だ。だが、その前に──俺おれの見苦しいあがきを見てくれよ！」

　ジョーが数メートルの距離を一直線に駆かけてきた。

　クロウは慌あわてず、ジョーの動きを見切って──踏み込みつつ、鋭するどい抜き打ちをかけた。

「うおっ……!?」

　ジョーはクロウの横を駆け抜け、階段のすぐ手前でなんとか踏みとどまった。

　その左腕の肘ひじの内側から、血が噴ふき出だしている。

「俺の腕を斬きった……？」

　ジョーは、信じられないものを見る目をしている。

　以前、クロウがジョーと立ち会ったときは、エイジンの左腕には刃が通らず、なんとか腕の付け根を切断したのだ。

「簡単な話だ。エイジンの腕だって、関節があって曲がってる。関節のところは柔やわらかくねぇと、曲がらないだろ。そこなら、刃が通るって思っただけさ」

「……にしても、ずいぶんあっさりと斬ってくれるじゃないか」

　ジョーは全身にエイジンの細胞が行き渡っており、身体能力が底上げされている。さらに、彼は自衛軍で訓練を受けた元軍人だ。戦闘能力は充じゆう分ぶん備えているのだ。

「おっさんと立ち会ったのは……六月だったかな。もう二ヶ月くらい経たってるんだぞ。それに、ちょいと笑えない訓練を受けてきたんでな」

「ははは、笑えない訓練なら俺も散々受けてきたがな。どうやら、おまえさんは前とはまるで別人のようだな……」

　ジョーは、今の一刀でクロウのレベルアップを理解したようだ。

「となると、出だし惜おしみしてる余裕は……ないなぁ！」

　ジョーは、信徒服のふところから分厚く長い軍用のナイフを取り出すと──それを、いきなり腹部に突つき立てた。

「うおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　ジョーは、空気がびりびりと震えるほどの咆ほう哮こうを上げる。

　彼の左腕はさらに大きくふくれあがり、異様なサイズになっている。

　目がぎょろりと見開かれ、口が大きく裂さけていく。さらに、尖とがった犬けん歯しが牙きばのようになる。

　見た目だけなら、もう人間というよりケダモノだ。

「宿主の生命の危機に反応して、エイジンの細胞が活性化するってやつか……おっさん、ただでさえコワモテなのに、それじゃ女にモテねぇぞ」

「ははは、ムショじゃ、男にもモテなかったな」

「あんまり聞きたくねぇ話だな……」

　クロウは呆あきれ、変へん貌ぼうを遂とげたジョーをじっと見つめる。

　こうなったジョーは、もはや殺さつ気きのかたまりだ。目の前の相手を狩かることしか考えていない、怪物である。

「だがなあ、これでもおまえさんには負けたんだよな。もう一人の剣けん聖せいの弟で子しと二人がかりとはいえな。同じやり方で挑むのは、あまり賢くないよなあ」

　ジョーはそう言うと、信徒服のズボンのポケットから、小さなケースのようなものを取り出した。

　右手だけでケースを開け、そこに入っていた薬を掴つかみ──数粒つぶを一気に口に放ほうり込む。

「ん……ぐっ……んんんんんっ……」

　薬を飲み込むと、ジョーは小さくうめき始めた。

　そして、身体からだにさらなる異変が起きていく。

　左腕だけでなく、右腕もふくらみ、全身の筋肉が大きく盛り上がる。

「ぐっ、うっ、うおああああっ！」

　元から大柄なジョーの身体が、二倍ほどになったように、クロウには思えた。

　実際には、そこまでではないだろう。だが、間違いなく身長は二メートルを越え、横にも大きく広がっている。

「おいおい、おっさん。マジでもう別人じゃねぇか……」

「……エイジンの細胞をさらに活性化させる薬さ。まだ治験段階らしいが、どうやら使えそうだなあ」

「んなもん、どんな副作用があるか、わかったもんじゃねぇだろ……」

　クロウは呆れつつ言った。

　ここまで肉体を変形させてしまうような薬物が、無害であるはずがない。

　確か、エイジンの細胞が全身に行き渡っているせいで、ジョーは意識を細胞に乗っ取られかけている、という話だったはずだ。

　ここまで細胞を活性化させてしまっては、乗っ取りが早まるのは確実だろう。

「あんた……もう長生きはできねぇぞ」

「孫を抱きたいとは思ってないさ。さあ……坊や、時間のない俺おれのために付き合ってもらおうか！」

　ジョーが吠ほえるように言った。

　こいつは、完全に捨て身だ──クロウは、ギリッと奥歯を噛かんだ。

「日ひ奈な子こ、こっちへ来い！　階段の陰かげに隠かくれてろ！」

「…………」

　クロウの声に、日奈子はふらりとよろめくようにして歩き出し、彼の横を通り抜けて階段を数段降りて、座り込んだ。

「文句ねぇよな、おっさん？　このほうが、あんたも全力で悪あがきできるだろ？」

「ああ、感謝するぜ、坊や」

　ジョーの左腕から、刃が飛び出す。骨を変形させた、鋭するどい剣である。

　腕がふくらんだのに合わせて、刃も分厚く巨大になっている。あんなもので斬きられればひとたまりもないだろう。

「もうおっさんは完全に人間やめてんな。あんたも化け物だよ。俺おれは八年前に、化け物に会っちまって、その化け物に殺されないために剣を取った」

　クロウは、腰こしから舞まい姫ひめを引き抜く。

　右手に日本刀、左手に舞姫を握にぎり、だらりと両腕を下げた。

「でも、俺は今でも人間のままだ。化け物にはなれそうにない。いつだって──化け物の前に立つ運命だ」

「化け物とはひどいなあ、坊や！」

　ジョーは左腕を大きく振りかぶり、拳こぶしをクロウめがけて叩たたきつけた。二メートルを越える巨体とは思えない俊敏な動きだった。

　ただでさえ巨大な拳が、クロウの目にはさらに二倍三倍に見えた。

　ゴオオッと空気を巻き込みながら、左拳が唸うなりを上げて襲おそってくる──

「っと」

　クロウは軽く後ろに跳とんでかわし、ジョーの左拳が床ゆかにめり込む。床が砕くだけ、クレーター状の穴が広がっていき、破は片へんが飛び散る。

　クロウは、飛んでくる破片を前に、身動き一つしなかった。当たるものは一つもない。破片の動きなど、完全に見切っている。

「さあ、ケリをつけようか、坊や──クロウ！」

　ジョーは、今度は右拳をぶんぶんと繰くり出だしてくる。丸太が襲ってくるような、凄すさまじい圧力を感じる。

　クロウは右に左にステップしながら、その拳をかわしていく。かわしても、パンチの風圧だけで身体からだを持って行かれそうなほどだ。

　以前のジョーとは破壊力が桁けた違ちがいだ。薬物投与は確かに効果を上げているらしい。

「やっぱり、俺の敵は剣けん聖せいの弟で子し！　おまえなんだよなあ！」

　ジョーは嬉うれしそうに拳を振るっている。彼の失われた左腕は、クロウの師し匠しよう、剣聖ヒョウカに斬り落とされたという因縁があるのだ。

「そうだな、あんたに引導を渡すのは俺の役目なんだろうな。ホントはラーシュがいりゃ、もうちょい楽できたのに。どこをほっつき歩いてるんだ、あの野郎は」

　クロウの兄弟弟子は、剣聖の継承者を決めるために、独自に動いている。所在がわからなくなっている、剣聖が持っていた名剣、〝久ク遠オン彼方カナタ〟を探しに行っているはずだ。

「…………っ！」

　クロウはのけぞって、突如襲おそってきた左腕の刃をかわす。

　わずかに前髪にかすり、ぱらぱらと髪が飛び散っていった。剣の風圧で転びそうになりつつ、クロウはなんとか体勢を立て直した。

「ああ、やっぱ強つえぇなあ、おっさん。エイジンの力かもしれねぇけど、その力を制せい御ぎよできるまで死ぬような思いをしたんだっけ」

「別にたいしたことじゃないさ！　怪物の力に頼るしかなかった、どうしようもないおっさんだよ、俺おれは！」

「ははっ、またおっさんを認めたな」

　クロウは日本刀を振るって、左腕の刃を受け流す。

　ジョーは、風に流される凧たこのように、横にふらつき、倒れそうになった。

「おっ、おおおおおお？」

　なんとか壁にぶつかり、ジョーはそこで身体からだを支えて体勢を立て直す。

「なんだあ、今のは？　おまえさんの古コ流リユウってやつか……？」

「古流のような、そうでもないような……」

　クロウは、ぼそりと言った。

　とぼけているわけではない。

　牙きばの道で、幻げん影えいの強敵たちと出会い、剣けん聖せいヒョウカと立ち会って、得た力──いや、取り戻した力というべきか。

　それは、ひどく曖あい昧まいで、自分でもどう使えばいいかわからない。

　少なくとも、研究所の外で奇き妙みような怪物たちを斬きったときには、いつもの古流しか使えなかった。

　今は──あのときの力が、使えつつある。

　剣を握にぎっている感触が消え、自分の身体さえ消えてしまう。

　まるで、自分がいなくなるような。

　どこか、夢の中にでもいるような、ふわふわとした感覚──

「なんだかわからんが、ふざけてると死ぬぞ、クロウ！　俺は、おまえを殺したくてたまらないんだからなあ！」

「……わかってるさ」

　七しち剣けんたちに、死し剣けん使つかいのリンネにサーラ、それにラーシュ。

　誰だれもが強きよう烈れつな『光コウ』、斬ざん気き、殺さつ気きの塊かたまりのような剣けん士したちだ。

　クロウは、常にそれらの見えない力にさらされてきたのだ。

　それらに対して、気配を消すことで剣を読ませず、強敵たちと渡り合ってきた。

「相手が強けりゃ強いほど──おっさん、あんたの殺気がすげぇほど、俺は研とぎ澄すまされていくみたいだ」

　それが、古流の極きわみ。

　剣も自分も消え、無になって、ただ相手を斬る──

「無想ムソウ──」

　クロウはつぶやいた。

「わけのわからないことをぬかすなよ、クロウーっ！」

　ジョーが床ゆかを踏み抜くほどの勢いで走り出し、左腕を引いて充じゆう分ぶんにタメをつくり、暴風のように唸うなりを上げながら刃を振るってくる。

　だが、クロウは──逃げるどころか、正面からジョーに立ち向かっていた。振られた剣の勢いを舞まい姫ひめで涼すず風かぜのように受け流し、右腕の日本刀を上段から振り下ろした。

「がぁっ……!?」

　左腕を振り切ったところで、ジョーが奇き妙みような叫さけびを上げる。

　ジョーの左腕が切断され、そのまま飛んでいって天てん井じようへとぶつかり、床に落ちた。

「なんだとっ……また俺おれの腕を……いや、斬きられたのは繋つなぎ目じゃない……っ!?」

　二の腕のあたりから、ジョーの左腕はなくなっており、傷口から赤い血がどくどくと流れている。

　エイジンの血も赤いのか、それともジョーの血液が流れ込んでいるためか。

「鉄より硬いエイジンの腕を、人間の力で斬れるわけがない。クロウ、おまえ……鱗うろこと鱗のごくわずかな隙すき間まを狙ねらったのか……！」

「関節を狙うより、ちょいと難しいがな」

　金属のかたまりではないのだから、刃を通すことも不可能ではない。

　クロウの目は、そのわずかな狙い所を見み極きわめていた。

　いや、どこを斬るべきか──剣が知っていたのだ。

「おっさん……ここまでにしよう。その腕がなくちゃ、勝負にならねぇだろ？」

「腕が……なかったらな！」

　ジョーは、落ちていた左腕をつま先に引っかけて宙に浮かせ、右手で掴つかんだ。

　それから、腕を切断面でくっつける。

「は、ははっ、ははははははっ！」

　腕をくっつけたところから、血の泡あわが噴ふき出だし、肉が盛り上がって繋がっていく。

「このクソッタレな腕を甘く見ちゃ困るぜ、クロウ！　もうこいつは、俺を身体からだの一部と認にん識しきしてやがるんだ！　どんなことをしても離れちゃくれないんだよ！」

　すぐに、左腕の切断面が完全に繋がってしまう。

　ジョーは、左腕から飛び出していた刃を右手で強ごう引いんにへし折り、そのまま片手で構かまえた。

　さらに、左腕から新たな刃も飛び出してくる。

「こっちも二刀といくか！　刃──骨までこんなにあっさり再生できるとは、俺も驚きだけどよ！」

「自作自演でびっくりするなよ、おっさん」

　クロウは笑いながら言った。

　ジョーの殺意は相変わらず凄すさまじいが、やはりクロウはかるく受け流している。

「なあ、クロウよ。俺おれはこうして、とんだ生いき恥はじをさらしてるわけだけどな、太たい陽よう教きようのためでも、もちろんダイナストのためでもない。剣けん聖せいヒョウカへの復ふく讐しゆうだって、もうどうでもいい」

「なら、あんたがここにいる理由はなんだ」

「俺をムショから出してくれた親切な人が、香か苗なえの──妹の写真をくれた。あいつは、俺のくだらない人生で唯ゆい一いつの誇ほこれるものさ。優しく、強かったあいつがな。香苗が命を懸かけて守った太陽の乙女のために生きるのもいい。だが──」

　ジョーは、すうっと大きく息を吸い込んだ。

「おまえさんと戦って、わかった。俺には結局、これしかないのさ。ただ──戦いの中にしか居場所がないんだよ！」

　ジョーの身体からだが、さらにふくれあがったように見えた。

　それはおそらく錯さつ覚かくだろうが──殺さつ気きが刃のように鋭するどく尖とがって、クロウに襲おそいかかってきている。

　ジョーは、すべての力を込めて、最後の攻撃を放とうとしている。

　それは、彼の命そのものを武器とした一撃になるだろう。

「生きることは恥ずかしくねぇよ。居場所なんて、どこにだってあるさ。大人ならわかるだろ？　大人だからわからねぇのか？　いいや、どっちでもいい。ジョー、あんたのすべてを見せてみろよ──！」

「嬉うれしいこと言ってくれるなあ、クロウ！」

　ジョーは一気に間ま合あいを詰め、クロウに覆い被かぶさるようにして、二本の刃を同時に振り下ろしてきた。

　無想ムソウ──再び、クロウは自分を無にしてしまう。

　剣も身体の感覚も消失して、思考すらもなくなって──

　クロウもまた、右手の日本刀と左手の舞まい姫ひめを同時に振るった。

「なっ…………！」

　ジョーのぎょろりとした目が、大きく見開かれる。

　クロウの二刀とジョーの二刀が、衝突する。クロウは合わせた刃を滑すべらせるようにして、ジョーの斬ざん撃げきの威い力りよくを利用しつつ、受け流していく。

　しかも、ジョーが握にぎっていた右手の刃は弾はじき飛ばされ、左腕から生えている刃は、根本で折れてしまう。

　エイジンの骨を変形させた刃は、強力に硬こう質しつ化かしているが、クロウはジョーの剣の勢いを利用してへし折ったのだ。

「ふうぅっ……」

　クロウは、無意識に息を吐はいた。

「行くぞ、ジョー……」

　クロウはつぶやき、左手の舞姫でジョーの胴どうを払い──

　続けて、日本刀の一撃で袈け裟さ懸がけに斬きり裂さいた。

「がぁっ……！」

　ジョーの胸に刻まれた二筋の傷から、噴水のように血が噴ふき出だす。

　彼の身体からだをなかば両断するほどの致ち命めい傷しようであり、即死してもおかしくなかった──のだが、全身を巡めぐるエイジンの細胞は簡単には宿主を死なせないようだった。

「まっ、またかよ……いったい、どうなってやがんだ、おまえさんの剣は……？　いったい、いつ斬られたのか……おまえさんから一度も目は離してない……なのに」

「俺おれの剣は元からそんなんさ。相手は、いつ斬られたかもわからねぇ。だけど、無想ムソウの剣は──自分ですらいつ斬ったのか、夢でも見てるみたいにうつろだ」

　クロウは、日本刀と舞まい姫ひめをぎゅっと握にぎり直す。

　わずかな手て応ごたえだけがこの手に残っている。しかし、いつ、どうやって斬ったのか自分でも判然としない。

「恐ろしい話だな……。自分でも気づかないうちに斬ってるのかい……」

　ジョーは、がくりと両りよう膝ひざをつき、その胸からどばどばと血があふれ続ける。

　次し第だいに身体が縮んでいき、彼はさらに両手も床ゆかについた。

「あんたも充じゆう分ぶん恐ろしいよ、ジョー。その傷で、まだ倒れてすらいないんだからな」

「エイジンの細胞が全力で身体を治ち癒ゆしてくれてる……。大たい戦せんで多くの人間を殺したエイジンが、俺だけは全力で生かしてくれてるんだからな……皮肉な話だぜ……」

「あんたは生きろ」

　クロウは、両手の剣を軽く振って血を払った。それから、二本の剣を鞘さやに収める。

「この前、スノウホワイトに会った」

「…………」

　ジョーは、うつむき、なにも答えない。

「明あか里りと一いつ緒しよに潜せん伏ぷくしてたんだが、あいつは元気そうだったぞ」

「……今いま頃ごろ、俺のことは忘れてるんじゃないか」

　ジョーは、力なく言った。

　どうやら、サイボーグであるスノウホワイトが生身と機械をなじませるために服用している薬の副作用で、記憶を失っていくことを知っているらしい。

「忘れることもあれば、覚えてることもあるみたいだぞ。だから、あんたが自分で確かめろ。居場所は教えてやらないけどな」

「無む茶ちやを言いやがる。ムショから出たって、俺は自由の身ってわけじゃないんだぜ……」

「そんなところまで俺が知るか。性懲りもなく日ひ奈な子こを拉ら致ちったあんたの面めん倒どうを見る義理はないんだよ」

　スノウホワイトは、明里とともに自由剣けん士し団の病院にいるはずだ。

　ジョーが簡単に行ける場所ではないが、問題は行こうとするかどうか、だろう。

「……そうだな、性懲りもない……もういい、さっさと行けよ。俺の任務は、太陽の乙女をあの人のところへ連れて行くことだが……そいつはおまえさんに任せよう」

「言われなくてもそうするさ」

　クロウは、床ゆかに置いていたリュックを拾い上げて背負う。

　そして踵きびすを返して、日ひ奈な子こが待つ階段のほうへと歩き出す。

「じゃあな、ジョー。今度こそ二度と会いたくねぇな」

「二度も負けりゃ、充じゆう分ぶんさ」

　クロウは振り向かずに歩いて行く。

　以前の戦いではラーシュと二人がかりでも手こずり、今回はさらにパワーアップしていたジョーを、自分でも驚くほどあっさりと倒してしまった。

　無想ムソウの剣は、まだ自分の意志で自在に発動できるレベルではないものの、間違いなくクロウの剣は進化している。

　こんな剣を振るい続けた先に、なにが待っているのか──それはまだわからない。







　クロウと日奈子はジョーに言われたとおり、階段で三階まで降り、一直線の長い廊ろう下かを歩いて行く。

　セフィとイシュトを待つべきなのだろうが、地下は迷路のような構造である。ジョーの気配は今はすっかり弱まってしまった。セフィたちが、クロウのように彼の気配を追うことはできないだろう。

　地下はケータイの電波も通じない上に、また奇き妙みような怪物たち──レギオンが現れるかもしれない。あまり一箇所にじっとしていたくなかった。

「と、そうだ。悪かったな、日奈子。出発までに間に合わなくて」

「……大だい丈じよう夫ぶです。セフィが一いつ緒しよでしたから」

「そうか……」

　クロウは重ねて謝るのはやめにした。

　それより、日奈子が心ここにあらずなのが気になる。

　日奈子の両親が死んだこと、母親が語ったこと、犯人が太たい陽よう教きようの新たな戦闘部隊のリーダーだということは既すでに聞いた。

　その説明中も、日奈子はまったく感情を見せなかった。

　十五年も閉じ込められていたことには複雑な思いがあるだろうが、実の両親が死んだのだ。普通ではいられないだろうに、悲しみすら見せないというのはおかしい。

　だが、クロウには日奈子にどんな言葉をかければいいのか、わからない。

「……着いたのですね」

「ん？　あ、ああ」

　廊下の先に、巨大な扉が見えてきた。

　幅は十メートル、高さは四メートル近くあるだろう。分厚い鋼鉄製で、取っ手なども特についていない。

「これ、どうやって開けるんだ？」

　クロウは首を傾かしげてしまう。

　扉の横にカードリーダーとキーボードがついたパネルがあるが、もちろんカードキーなどは持っていない。

「おっ……」

　と、首をひねっていると、突とつ然ぜんパネルについているランプが緑色に光り、ゴゴゴゴと鈍にぶい音を立てながら扉が横に開いていった。

「いかにも、なんかありそうだな。まあ、ここまで来て引き返すこともねぇけど」

　クロウは、ちらりと日ひ奈な子こを見た。彼女は小さくだが、確かに頷うなずく。

　扉が開ききると、クロウは慎重に中へと足を踏み出した。

「……うお、なんだこりゃ」

　思わず、クロウは驚きの声を上げてしまう。

　扉の向こうには、恐ろしく広いドーム状の空間があった。広さは、野球のスタジアムほどだろうか。天てん井じようも高く、それこそドーム球場のようだ。

　天井や壁に照明があって、ほのかに全体を照らしている。

　周囲の壁にはキャットウォークが備えられており、壁かべ際ぎわには大型トラックが楽々収まりそうなエレベーターが数基ある。あれを利用して、地下に建設資材などを運び込んだのだろう。

　ひときわ目を引くのは、中央に立つ太い柱だ。柱が地面に接している部分は直径五メートルほどの円状の穴が開いていて、そこには清せい浄じような水がたたえられている。

「謎なぞの地底空間か……男ならわくわくする状況だな」

「ふふ、のんきな方ですねー」

　突然、明るい声が響ひびいた。その中央の柱の近くから、一人の人物が姿を現した。

「ここには、かつて旧軍の施し設せつがあって、エイジンのサンプルが運び込まれていたそうですよー。あの怪物を調べるには、こんな広さが必要だったんですねー。そこを戦後、この製薬会社が買い取ったというわけです」

　太たい陽よう教きようのシスターの服をまとった少女だった。ベールはかぶっておらず、白いロングコートのようなものを羽は織おっている。

　そのコートは、以前に日奈子が太陽教本部に拉ら致ちされたときに着ていたものと同じだ。

　クロウは、油ゆ断だんなく少女を観察しつつ、日奈子をかばう位置に立とうとして──

「ここに……いたのですか……」

　日奈子は、一人ですたすたと少女のほうへと歩み寄っていく。

「お、おい、日奈子。おまえ、なにして……つーか、知り合いなのか？」

「この人は、さっきわたしたちを両親のところへ案内してくれた人です」

　案内のシスターがいて、いつの間にか姿を消したという話も、クロウは日奈子から聞いている。

　そのシスターがなぜ、ここに……いや、考えるまでもない。

「ふふふ、幹みき原はらさんとそこの人のバトルはハラハラドキドキでしたよー。あと、幹原さん怖かったですね。映像観てるだけでもド迫力でしたー」

　シスターは、服のポケットからスマホを取り出し、ひらひらと振りながら言った。

　話から察するに、シスターはスマホで研究所内の監視カメラの映像を──クロウたちを見ていたらしい。

「そんなことはどうでもいいのです……。それより、やはりあなただったのですか……」

「あらら、わかっていたような口ぶりですねー」

「あなたは最初からあからさまに怪しかったのです。それに……」

　日ひ奈な子こは、シスターの数メートル手前で立ち止まった。

「お父さんの顔を見たとき、なにか違い和わ感かんがあったのです。それが……今、やっとわかりました。もしかして、あなたは……わたしの……」

「おー、ぼーっとしてるように見えて、意外に鋭するどいですねー」

　少女は、日奈子に向けてにっこりと微笑ほほえんだ。

「太陽の乙女、あなたは母親似で、私は父親似らしいです。そうそう、一応フルネームをお教えしておきましょうかー。私は桜さくら井い美み月つきと申します。美しい月、です。照れちゃう名前ですねー」













「桜さくら井いだと……」

　クロウは、うめいた。特に珍めずらしい苗みよう字じというわけでもない。だが、今のこのシスターの台詞せりふから察すれば、結論は一つしかなくなる。

「ちなみに、私は今年セブンティーンです。太陽の乙女より一つ上ですね。というわけで、わかりやすく言うと、私は桜井日ひ奈な子このお姉さんですよー」

「お姉……さん……」

　日奈子の身体からだが、ぐらりとよろめいた。

　クロウは慌あわてて彼女の背中を支える。

　無理もないことだ。シスターが本当に日奈子の姉だとすれば──

「信じられないですか？　でも、えーと……そっちの方は確か、セイバーズのクロウさんですよねー？」

「……俺おれもすっかり有名人だな」

「セイバーズなら、情報は掴つかんでいたでしょう？　太たい陽よう教きよう教祖には娘がいるって」

「それは……」

　確かに、クロウもラーシュからそんな話を聞いたことがあった。

　それは、日奈子のことだと信じて疑わなかったが……。

「太陽の乙女の存在については、ごく一部の幹部が知るのみで、きっちり秘密が保たれていたんですよ。私も後継者争いとか、いろいろ危険があるので存在はおおっぴらにされてませんでしたけど、そこそこ情報は漏もれちゃってたんですよねー」

　セイバーズがキャッチしていた〝娘〟の情報は、日奈子ではなく、姉のことだった──ということらしい。

「あなたがわたしのお姉さんなら……あなたは……」

「ちなみに、腹はら違ちがいでも種たね違ちがいでもなく、あなたとまったく同じ遺伝子を継ついでます」

「だ、だったら……だったら、あなたは実の両親を殺したのですか！」

　日奈子が今度は身を乗り出すようにして大声で叫さけんだ。

「直接やったんじゃありませんけどねー。ま、レギオンを解き放って、父と母と、ついでに穏おん健けん派の皆さんをきれーいに一いつ掃そうしたのは私です」

　桜井美み月つきは、悪びれた様子もなく、むしろ楽しげに言った。

　罪の意識どころか、すっきりしたようにすら見えるほどだ。

「……まず確認だが、本当におまえが戦闘部隊のリーダーなのか？」

「あー、そうでした。そこをまだ言ってませんでしたね。確かに、私は戦闘部隊の新リーダーでした」

「含ふくみのある言い方じゃねぇか」

「すみません、ついもったいつけてしまう性格なんです。演出が大好きですからー」

　それはそうだろう、とクロウは苦々しく思いつつも納なつ得とくする。

　わざわざ正体を隠かくして日奈子に接触し、両親が死ぬところを姉妹揃そろって見ていたということでもあるのだ。とてつもなく悪趣味な演出である。

「ふふふふっ」

　美み月つきは、にこにこと笑って、長い黒髪をさっと後ろに払った。

「父も母も死んで、穏おん健けん派の皆さんも亡なくなった今、武ぶ闘とう派はが太たい陽よう教きようの実権を握にぎらせていただきました。つまり、自動的に武闘派のトップである私が太陽教のトップ──導師となったわけです。わー、ぱちぱち。お祝いのケーキがほしーですー」

「…………！」

　ぐぐっ、とクロウは拳こぶしを握りしめる。

　美月は両親の死を悲しむどころか、地位を乗っ取ってしまっているのだ──

「というわけで、私のことは導師と呼んでくださってもおっけーですよー」

「俺おれは太陽教の教徒じゃねぇ」

　クロウは、そろそろ本気で目の前の少女に剣を向けたくなってきた。

　とはいえ、相手はソーディでもない人間の女の子だ。いくら苛いらついても、斬きるわけにもいかない。

「クロー……わたしに、その人と話をさせてください……」

　日ひ奈な子こが、ふらりとクロウの前に出てくる。

　恐れることなく、さらに数歩進んで、美月の前に立った。

　クロウは腕組みして、桜さくら井い姉妹のそばに立つ。この距離ならば、美月がどんな悪さをしても、一瞬で対応できる。

　ここは、クロウが口を出すべき局面ではない。

　あとは──日奈子に任せるしかない。







「太陽教の目的は、結局はソーディ政府の打倒なんですよー」

　美月は、きっぱりそう言った。

　別に日奈子が訊きいたわけではない。美月が、勝手に話し始めたのだ。

「不自然なことではないでしょう？　日本が日本人どころか、本来はこの世界の住人ですらないソーディたちに支配されてるんですから。まー、ソーディたちが人間を締しめつけてるわけではないですけど、差別は存在してますし。あと、まとまった戦力を持ってるのが、私たち太陽教しかいないってことで、立ち上がってみようかとかー」

「そんなのは……妄想なのです。太陽教が今の二倍、三倍の戦力を持ってても政府の打倒なんて無理です。わたしにだって、それくらいわかるのです……」

　日奈子は、姉の──姉を自称する少女の目を見ずに言った。

　まだ、彼女をまともに見ることができない。

「私たちには切り札がいますからー。もちろん、あなたのことですよ、太陽の乙女」

「わたしの……能力のことですか……」

「当然でーす。もうあなたも知ってるんでしょう？　自分が、ソーディに対抗するための能力をいくつも持ってるって？」

　日ひ奈な子こは、黙だまってこくりと頷うなずいた。

　何度もブレイズの術じゆつ法ほうを封ふうじ、サーラに対しては『光コウ』までも封じてしまった。

「おまけのような能力はいくつもありますけど、あなたの真価はソーディアへと繋つながる空の扉を開くこと。それに、ソーディたちを強制送還することですよー」

「そんなことが本当にできるとして……それをやらなければならない理由があるのですか？」

「あるに決まってるでしょー」

　美み月つきは、間髪入れずに答えた。

「まったく、あの似た者夫婦のようなことを言うんですねー。確かにソーディ政府の統治は安定してるかもしれません。人間にだって、ソーディの身分を手に入れられますし、チャンスだってあります。でもでも、だけどだけどー、やっぱり私たちは抑おさえつけられてる側、生かしていただいている側なんですよー」

　美月はゆっくりと、水をたたえた穴──泉のようになっているところをぐるぐると回り出す。

「うちの両親は、太陽の乙女という切り札を持ちながら、行動に出ませんでしたー。やることといえば、せこいテロ止まり。まー、ソーディを恐れた……というより、太陽の乙女を恐れていたような気もしてますけどねー」

「…………っ」

　日奈子は、びくりと身体からだをこわばらせてしまう。

　太陽の乙女など生まれなければよかった──母の言葉が、脳のう裏りによみがえってしまう。

「七十年前は、空の扉を開いたせいで、あーんな大騒ぎになったんだから怖がるのもわかりますけどねー」

「……ソーディと人間の戦争のことですか」

　美月は、日奈子の言葉ににっこりと笑う。

「元々、この世界とソーディアを繋ぐ扉は昔から存在してましたー。お互いに行き来もあったんですよー。それは普通の人にもよく知られた話ですね。でも、当時の日本政府とソーディ側との間に密約があったことは、あまり知られてませんねー」

「密……約……？」

　日奈子は、呆ぼう然ぜんと聞き返した。

「七十年ほど前、人間は泥どろ沼ぬまの大たい戦せんで滅亡する寸前でした。一方、ソーディはといえば、エイジンに怯おびえる日々を送っていました。それで、両者は考えたんです。日本政府はソーディの援軍を得て、他国に打ち勝つこと。ソーディたちは、日本から一部の領土をもらうこと。もちろん、エイジンなんていない平和な土地ですねー。実情はもっと複雑でしょうが、ざっくり言うと、そんな契約が取り交かわされたんですー」

　美み月つきは、立ち止まり、すっと天てん井じようを指差した。

「地球側の太陽の乙女が扉を開き、ソーディ側の扉の巫み女こと呼ばれる特殊な一族の少女が、扉を開くためのエネルギーの供給源になりました。扉の巫女は、凄すさまじい『光コウ』を持つ、怪物のようなソーディらしいですねー」

　扉の巫女──その力を現代に受け継ついでいるのが、セフィである。

　確かに彼女は、サーラとの戦いの際に、死し剣けん使つかいをも超える圧倒的な『光』を放っていた。

「で、世界中で空の扉が次々と開いていきました。もちろん、この日本でもですよ」

「結局は……」

「はいはい、そうですねー。ソーディは日本も含ふくめた地球の軍隊に総攻撃を仕し掛かけてくれましたー。裏切りですよ、裏切り。智ち将しようとか呼ばれた、ラナフィという女の策略です。あの女は、〝一部の領土〟などでは満足しませんでしたー。あるいは、ソーディ全員の移民を計画していたのかもですねー。それほどまでに、ソーディアでの生活は危険なものだったんでしょうけどー……私たちにはえらい迷惑ですよねー」

　大たい戦せん後、ソーディは日本のみを自分たちの領土とした。

　当時、地球にいたソーディが住むにはこの島国一つで充じゆう分ぶんだったのだ。

「ソーディの支配はもう、七十年も続いています。もういいんじゃないかなーって思いません？　私は思いますよ。だから、もう一度空の扉を開きます。大きいやつをねー。そう、たとえば……この世界にいるソーディが全員通れちゃうくらいのを。あら、そちらの方、なにか言いたいことがありそうですねー？」

　美月は、とことこと歩いて行って、クロウの前に立ち、彼の顔を覗のぞき込んだ。

「……黙だまってるつもりだったけどな。扉の巫女っていうのは、要するにセフィのことだろ？　あいつがそんなことに手を貸すわけねぇよ」

「でしょうねー。でも、私たちも今回はソーディの手を借りるつもりはありませーん」

　美月は、嬉うれしそうに笑って、両手を大きく広げた。

「扉を開くエネルギー源となる扉の巫女のパワーは凄まじいです。ですが、しょせんは一人分のエネルギー。なにかで代用は可能なんじゃないでしょうかー？　特に今回は、世界中に開く必要はないんですよねー。ほとんどのソーディはこの国に集中してますから、日本に大きい扉を一つ開けばいいわけでー」

「代用……？　他ほかに、セフィみたいなパワーを持つ奴やつがいるのか？」

「いませんよー。だから言ったじゃないですか、ソーディの力を借りるつもりはないですって。ですが……ねえ、剣けん聖せいのお弟で子しさん。あなたは知ってるでしょう？　人間にだって微量ではありますが『光』があるって」

「…………」

　クロウが、不ふ審しんそうな顔をする。

　日ひ奈な子こも、それは知っていた。クロウは、人間としては例外的に『光』を操あやつることができる。彼は、ごく微量の『光コウ』を強ごう引いんに引っ張り出し、全身に巡めぐらせる〝光こう身しん〟という技を使えるのだ。

　その『光』も、今は日ひ奈な子こが封ふうじてしまっているが……。

「微量な『光』もかき集めれば、相当な量になりますよー。塵ちりも積もれば山となるって言うでしょう？」

　美み月つきが、さっと右手を高く挙げた。

　クロウたちが入って来たのとは別の扉から、数人の太たい陽よう教きよう徒とたちが現れる。

「おい、なんのマネだ？」

　クロウがさっと日本刀の柄つかに手をかける。

「ご心配なく、彼らは普通の教徒ですー。あなたがその気になったら、瞬まばたきする間に殺せちゃうような無力なみなさんですよー」

　その無力な教徒たちは、美月の言葉に気を悪くした風もなく、彼女のそばに歩み寄り、正座して胸の前で手を組み、わずかに顔を上げた。太陽教の祈いのりのポーズだ。

「太陽の乙女の一族は、古来からずっと開いていた空の扉のそばで暮らし続けてきました。扉の影響で、いつの間にか奇き妙みような術を使えるようになったんですよー。それで、あるとき、とてつもない術を使える天才が現れて──その後、稀まれにその血筋に生まれるようになったのが、太陽の乙女です」

　美月は説明しつつ、彼女は立ったまま胸の前で両手を組み合わせた。

　その両手が、淡く輝き始めている。

「天才ではなくても、太陽の乙女の血筋であれば、このくらいの術は使えるんですよー」

　美月がぱっと両手を広げ、それと同時に──

「わっ……」

　日奈子の身体からだが、黄金に輝き始めた。

　自分でも何度も見てきた、おかしな力を使うときに現れる光である。

「どうして、突とつ然ぜん……力が湧わいて……？」

　日奈子は、つぶやいた。

　これまでは、クロウが危機に陥おちいったときに発現するのがほとんどだった。しかし、今はクロウも自分も特に危機を感じているわけではない。

「たった十人分ですが、あなたに力をあげました。どうです、お姉さんにもこんなことができるんですよー？」

「……でも、そんなに力を感じないのです。これだけでは……」

「太陽教の信者は五万人ほどいます。全員分を集めれば、巨大な空の扉を開くには充じゆう分ぶんだと思いますよー」

「五万人……」

　日奈子には、その数が実感できない。

　しかし、間違いなくとてつもない人数ではある。ごく微量の『光』といえども、それだけを集めれば……。

「空の扉を開き、ソーディたちを強制送還して、もちろん最後に扉を閉じますー。ま、エネルギーは足りるにしても、それだけの術を使ったら太陽の乙女は死にますけどねー」

「…………」

　日ひ奈な子こは、一瞬なにを言われたのかわからなかった。

　わたしが──死ぬ？

「先代の太陽の乙女は扉を開いたあと、一年ほど寝込んでいたそうですよー。そして、扉を閉じて──その直後に死んだらしいです。術の反動のせいで身体からだが粉々に砕くだけて、形も留めていなかったって話ですよー」

「…………！」

　楽しそうにすら見える美み月つきに、日奈子は呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　彼女は姉であるはずなのに──妹の死の可能性を嬉うれしそうに話しているのだ。

「きっと、あなたもそうなるでしょうねー。まあ、今度は世界中に開く必要はないので、運がよければ原型くらいは留めるかもしれませんね」

「あ、あなたは……」

　日奈子は、上う手まく言葉が出て来なかった。

　この美月という少女はふざけた口調だが、間違いなく本気だ。

「なにか文句がありそうですね。ええ、それはわかってますよー。でも」

　美月は、ゆっくりと日奈子のそばまで来て、顔を覗のぞき込むようにしてきた。

「十五年もなにもしてこなかった──なにもできない哀あわれなあなたに、役目をあげようというのです。ごちゃごちゃ言わずに、従ってください」

「てめぇ……！」

「クロー」

　激げつ昂こうしかけたクロウを、日奈子は穏おだやかな声で制した。

「わあ、怖いー。私はか弱い女の子なんですから、剣なんて向けないでくださいよー？」

　美月は冗じよう談だんめかして言い、ぴょんと一歩後ろに跳とんだ。

　日奈子は、じっと姉の姿を見つめる。

「……どうしてですか？」

「はいー？」

「どうして、あなたはそこまでしてソーディを送り返そうとするのですか……？」

「それは簡単ですよ。元々、太たい陽よう教きようはそのためにつくられました。ラナフィに裏切られ、太陽の乙女を失い、国まで奪うばわれたんです。逆襲を考えるのは当然のことでしょう。でも、うちの両親はすっかり日ひ和よってしまいました。大人になって、いろいろ利害を考えすぎたんでしょうねー。でも、私は違います」

　美月は、豊かな胸にぽんと手を当てた。

「私こそ、太陽教の真の理念を継つぎ、実行する者です。間違っていたのは両親で、正しいのが私なんですよ」

「あなたが正しいなんて……そんな保証はどこにもないのです……」

「私にとっては、これが正しいんです。まあ、私もあなたとたいして変わりません。太たい陽よう教きようの中で育ち、太陽教の理念を教え込まれてきました。これが正しいと、これしかないと信じ込むには充じゆう分ぶんな環境でしたよー。だから……正しいことを実行します。私には、それしかないんですよねー」

「…………」

　日ひ奈な子こは、美み月つきが正気だと感じた。

　彼女もまた日奈子と同じ純粋培ばい養ようで、ただし太陽教の理念とやらを強く吹き込まれてしまっている。

　その理念の前では、妹の生死など些さ細さいなことなのだろう。

　ソーディが剣に生きるのと同じように、美月は太陽教の目的のために生きるように、つくられたのだ。

　そうだ、と日奈子は思い出す。母は「あの子の愚おろかな夢」と──そう語った。

　確かに姉は夢に取り憑つかれている。それも、多くの人々を巻き込む最悪の夢に──

「あなたの悪い夢は……わたしが覚まします……」

　日奈子は、肩かたにかけたままだった弓ゆみ袋ぶくろをゆっくり下ろした。

　そこから、優美なカーブを描く白い弓と──一本の矢を取り出す。

　先代の太陽の乙女が遺のこした、形見ともいうべき弓矢である。

「あらら、弓矢ですかー？　太陽の乙女、また物ぶつ騒そうなものを持っていますね」

「おい、日奈子……！」

　クロウが慌あわてた顔で、日奈子のそばに近づいてくる。

「クローが牙きばの道に入っている間に、大だい剣けん聖せいさんに習いました。大剣聖さんも詳しくなかったので、基本だけですけど……」

　日奈子は、つぶやくように言いつつ、矢をつがえ、弓の弦つるを引いた。

　弦は日奈子の力でも引けるように、かなり緩ゆるめてある。

「でも、わたしの身体からだは──弓の引き方を知っていたようです。これも太陽の乙女の力でしょうか。習うまでもなく、自然にやり方がわかってしまいました」

　日奈子は、狙ねらいを──美月に定める。

　おそらく、この距離ならば日奈子の技量でも外さない。

「……ふふ、面おも白しろいじゃないですかー。そうですか、あなたもまた肉親を手にかけてみますか？」

　美月は動どう揺ようすることなく、矢をじっと見つめている。

「そうですねー、あるいはそれが最善の手かもしれません。私が死ねば、もう太陽教はおしまいでしょう。太陽の乙女、あなたも私たち一族の運命から解放されます」

「……逃げないのですか」

「射ってもかまいませんよー。あなたがそうしたいのならね。その矢を放てば、多くのことが解決するのは事実です。私にはあなたが必要ですが、あなたには私は必要ないでしょうしねー。それに、せっかく再会した妹なんです。見てみたいじゃないですか、あなたの成長を。あなたの決意ってやつを」

「わたしの……決意……」

　つがえた矢の先が、ぶるぶると震えてしまう。

「あなたの決意が、私の意志を破れるか。見てみたいんですよ、お姉ちゃんはね。さあ、早く──早く射ちなさい、日ひ奈な子こ！」

「お姉さん……！」

　日奈子の手から、ぱっと矢が離れ──弦つるがビーンと高く鳴り響ひびく。

　放たれた矢はまっすぐに飛んで──

「…………！」

　日奈子は、目を大きく見開いた。

　その彼女の視線の先で──矢は、わずかに美み月つきの耳をかすめると、そのまま飛んでいった。

「……外れた……いえ、外しましたねー。ふふ、日奈子、こんなものですかー？」

　美月は、矢がかすめた耳に触れ、小さな傷口から出てる血を指で拭ふいた。

「しょせん、あなたはこの程度。十五年間、なにもせずに生きてきた、ただの箱入り娘ですねー。この最大のチャンスに私を殺せませんでした。その程度の意志しか持たないあなたは──私の言うことを聞いていればいいんですよー」

「う、うう……」

　外れたのではなく、外した──それは、日奈子自身が一番よくわかっている。

　だが、当てられるはずがない。

　どんなに異常でも、日奈子の死すら厭いとわないような人間でも、それでも美月は姉なのだ。

　おそらく、日奈子に残された、たった一人の肉親──

「わたしには……できません。できないのですよ！」

　日奈子は、思わず叫さけんでしまう。

　もうそれ以上は言葉が出て来なかった。

　日奈子は死にたくない。空の扉を開きたいわけでもない。

　ましてや、ソーディたちの強制送還など、絶対にしたくない。その中にはセフィやイシュト、リンネや大だい剣けん聖せいも含ふくまれるのだから。

　しかし、姉を殺すこともできない。できないことばかりだが──やりたくない、というのが日奈子の意志なのだ。

「……もういい。日奈子、おまえはよくやった」

　クロウが日奈子の肩かたにぽんと手を置くと、一歩前に出た。

　それから、彼はすらりと日本刀を抜く。

「桜さくら井い美み月つき、おまえは──やりすぎた。殺しはしないが、おまえには黙だまってもらう」

「……できますかねー？」

　美月は意味ありげに笑うと、再び右手を挙げ、その手をゆっくりと振った。

　ガコン、ガコン、と立て続けに機械音が響ひびき、壁かべ際ぎわにある数基の大型エレベーターの扉が開いていく。

　そこに、茶色いずんぐりした人型のシルエットが見えた。

　全長は五メートルほど。手には大砲のような大型のライフルを握にぎっている。

「パワードスーツかよ」

　クロウは、苦々しげに言った。

　以前に、ブレイズの居留地を薙なぎ払はらった、ダイナスト社製のパワードスーツ。それが全部で六機もいる。

「離れてろ、日ひ奈な子こ」

　クロウはそう言うと、背負っていたリュックを下ろし、そこから一丁のサブマシンガンと、ポーチがいくつも着いたベルトを取り出した。

　ベルトを腰こしに巻きつけつつ、クロウはサブマシンガンを構かまえる。

「ここじゃ、新教祖サマも日奈子もいる。迂う闊かつには撃てねぇよな」

　クロウはにやりと笑い、パワードスーツに向かって駆かけ出した。

　自分よりはるかに巨大な相手にも恐れず、立ち向かっていく。

　日奈子はその背中を、じっと見つめる。

　彼もまた、美月と同じくやるべきことが見えている人間なのだ──







　クロウは走りながら、サブマシンガンを連射モードで立て続けに撃った。

　しかし、正面のパワードスーツの装甲に当たり、あっさりと弾はじかれてしまう。

「だよなー」

　サブマシンガンのような豆まめ鉄でつ砲ぽうで倒せるわけがないのは、最初からわかっている。

　これもヘリと同じく、こんな事態を想定して、大だい剣けん聖せいに用意してもらったものだ。

　だが、日本は銃器が手に入りにくい国である。この程度のものしか揃そろわなかったのだ。

　とはいえ、火力が不足していても、要は使い方次し第だいだ。クロウは剣けん士しだが、対テロ部隊であるセイバーズの隊員でもあった。銃などの兵器に関しても精通している。

「習っておくもんだなあ。意外と役に立ってるじゃねぇか！」

　クロウは、三発ずつバースト撃ちをしつつ、さらにパワードスーツに接近していく。

　パワードスーツはまったく撃ってこなかった。やはり、美月や日奈子がいるところでは、大口径の銃は撃てないようだ。

　クロウが接近すると、パワードスーツは腰からナイフを引き抜いた。ナイフといっても、星ほし崩くずしよりも巨大な、肉厚の刃だ。

　あれがかすっただけで、クロウの身体からだはずたずたにされるだろう。

「うおお、おっそろしいな」

　クロウは笑いながら、それでもパワードスーツに肉にく薄はくしていく。

　パワードスーツはナイフを大きく振りかぶると、クロウに向けて振り下ろした。

　鈍どん重じゆうそうな外見に合わずに、鋭するどく速い。しかし、動作がオーバーな上に、人間のような小さな標的をピンポイントで狙ねらうのは難しいのだろう。

　クロウは軽々とかわして、パワードスーツの足下に潜もぐり込んだ。

「おらよ、お土産みやげだ」

　軽く跳とび上がって、パワードスーツの膝ひざの裏側にポーチから取り出した白い塊かたまり──プラスチック爆弾を取りつける。

　クロウは、ごろりと一回転して、足下から離れ、距離を取った。

　それと同時に──ドンッ、と爆発音が響ひびき、パワードスーツの膝ががくりと崩くずれる。

　膝のところから足が外れ、そのままパワードスーツは倒れ込んだ。重量があるだけに、片足を失えば立っていられるものではない。

　続けてクロウは、ポーチから今度は小さな缶を取り出し、ピンを引き抜いて地面に叩たたきつけた。

　たちまち、缶から煙けむりが広がり、周囲を覆い尽つくしていく。発煙手しゆ榴りゆう弾だんである。

　さらにクロウはリュックから、小型のグレネードランチャーを取り出し、四〇ミリグレネード弾を装そう填てん、銃じゆう口こうをパワードスーツに向けた。

「よっ」

　ポン、と軽い音とともにグレネード弾が飛んでいき、右みぎ肩かたの接合部に命中し──激しく爆発する。

　爆音が響き、パワードスーツがわずかによろめく。

　クロウは、とんとんとパワードスーツのボディを駆かけ上っていき、さっきと同じプラスチック爆弾を首元のジョイント部に投げつける。

　再び爆発音が響いたときには、クロウは既すでにパワードスーツから飛び降りていた。

「……あれ？」

　しかし、パワードスーツの首は傷ついてはいるが、首も胴体部分も無事だった。首まわりは膝より頑がん丈じようにつくられているらしい。

「あのー、私に遠慮する必要はないですよー。ガンガン撃っちゃってくださーい！」

　クロウは、さっと振り向いた。

　美み月つきが両手をぶんぶんと振りながら、大声でとんでもないことを言っている。

「どうせ、その人が生き残ったら私もやられちゃいます。エッチな人らしいですから、もうあんなことやこんなことまでー。汚けがされるくらいなら、まだ流れ弾で死ぬほうがマシですからー」

「あの女……！」

　日ひ奈な子こもいるのに、なんてことを言うのか──

「……っと！」

　パワードスーツのパイロットたちは素直な性格らしく、すぐさまライフルを構かまえ発砲し始めた。

　ドドドド、と凄すさまじい銃声が響ひびき、それだけで耳がやられそうだ。

　クロウは、走り回りつつ、ライフルの着弾をかわしていく。だが、着弾の衝しよう撃げきだけで、身体からだが吹き飛びそうだ。

「くそっ、なんだあいつら──前の奴やつらより速い!?」

　居留地で見たパワードスーツたちより、明らかに動きがいい。そういえば、微妙に形が違っているようにも見える。

「新型ってことか──ダイナストも気き前まえのいいことだな！」

　クロウは走りながら、毒づいた。

　手持ちの装備だけでは、この数は始末できない。

　こうなったら、日奈子を連れて逃げるしかない──

　クロウがそう決めた瞬間。

「あ…………」

　一瞬、光で目がくらんだ。

　素早い動きでクロウの横に回り込んできたパワードスーツが、銃じゆう口こうの中がはっきり見えるほどの距離で発砲したのだ。

　凄まじい轟ごう音おんでなにも聞こえなくなり──クロウは漂白された視界の中で、巨大な銃弾が迫ってくる気配だけを捉とらえていた。







　ドオン、と鈍にぶい音が響き、床ゆかがめくれ上がって破は片へんが飛び散り、大量の煙けむりが舞い上がった。

「あ、あ、あああああ……」

　日奈子は、呆ぼう然ぜんとその光景を見ていた。

　あのクロウが──どんな強敵と戦っても、生きて帰ってきていた男が、あんなにあっさりと──

「あーあ、あれは死にましたねー。パワードスーツの銃弾は、人間の身体なんて木こっ端ぱ微み塵じんにしちゃいますからねー」

「ク、クロー……」

　日奈子にとって、クロウは初めて出会った〝外の人〟だった。

　彼とともに暮らし、彼に守られ、彼といる時間は楽しかった。

　クロウがそばにいるときは、本当に安心できた。

　彼は多くの命を奪うばっている。それでも、日奈子には彼は優しい人だった。

　いつまでも、いつまでも一いつ緒しよにいられる──根拠はなくても、そんな気がしていた。

　しかし、そんな甘い夢は今、目の前で失われてしまったのだ。

　それも、自分の姉のせいで──

「クロー、クロー、クロー……あ、あ、ああああああっ……！」

　日ひ奈な子この目から、つうっと涙が伝い──その瞬間、彼女の心は弾けた。

　なにも考えられなくなり、握にぎったままだった弓をほとんど無意識に構かまえ直し──

　ギリッと弓の弦つるを強く強く引いた。

「んー？　あらあらー。矢もなしで、なんのマネですか、日奈子？　鳴めい弦げんですか？　それって、ソーディじゃないと通じませんよ？」

　姉の言葉は、日奈子の耳を素す通どおりしていく。

　日奈子の身体からだは、もう勝手に動き始めている。

　既すでに桜さくら井い日奈子ではなく、彼女の血に眠る太陽の乙女の力が身体を動かしているのだ。

　日奈子が、弓の弦を引ききると──ぱっと黄金の光が弦に走り、さらに同じ色の矢が生じていく。

「あー、その矢は……！」

　美み月つきが、驚きの表情を浮かべる。

　日奈子は、ゆっくりと黄金の矢を姉に向け──

「お、おやー、今度こそ射つ気ですかー？　それともー？」

　美月は焦あせりつつ言って、じりっと一歩下がった。

　しかし、日奈子はそんな姉の姿にはかまわず、黄金の矢を今度は天てん井じようへと向けた。

「光よ、空を破れ──」

　日奈子は無意識のつぶやきとともに、黄金の矢を放った。

　矢は飛びながら大きくふくれあがり、地下空間の天井に大穴を穿うがつ。

　さらに、矢は天井の穴を大きく広げながら飛んでいく。

　まるで太陽のような輝きが地下空間を満たし、日奈子の目がくらんでしまう。

　その輝きを見つめながら──次し第だいに日奈子の意識が遠ざかっていく。

　わずかな意識の中で、日奈子はなぜか奇き妙みような浮遊感を覚えていた──







　巨大な光の柱が空に向かって噴き上がり──

　その柱の先と空がぶつかったところに、異変が起き始めていた。

　雷らい鳴めいのような轟ごう音おんが響ひびき、青い空を引き裂さくように黒いヒビが入っていく。

　空に入ったそのヒビは、どんどん横に広がり始めている。

「やべーことになってるな……」

　外層人類区ダウンタウンの、とあるビルの屋上。

　そこには、赤い目をしたブレイズたちが数人いて、東京ソーディア上空で起こりつつある異変を眺ながめていた。

　ブレイズたちの中心にいるのが、さきほどつぶやいた少女──現在、事実上のブレイズの指揮官を務つとめているネッサである。

「空の扉……まさか、こうもあっさり開くとは。空も荒あれ始めてるな……」

　さっきまで晴れ渡っていたのに、雲が集まり、ゴロゴロと雷が鳴り始めている。

　七十年前、世界中で空の扉が開いたときにも、地球規模で異常気象が起きたという。

「あのときの繰り返しになるのか……」

「ネッサ、我々はどうしますか？」

　ブレイズ剣けん士しの一人が尋ねてくる。

「扉は、私たちにはどうしようもない。様子を見るしかないだろうよ。あるいは、これが私たちにはチャンスになるかもしれないしな」

「……シルフィとダイナストはどうします？　奴やつら、アメリカでおかしな動きをしているらしいですが」

「シルフィの奴は、私らなんて軽くなぎ払えると思ってるんだろ。ダイナストのクソどもは、居留地を兵器の実験場にするつもりだろうしな」

「そんなこと……！」

　ブレイズ剣士が、拳こぶしを握にぎりしめる。

「そうだ、そんなことはさせねー。今までどおりだ。〝紅くれないの戦せん団だん〟の組織を固めて──ソーディ政府とダイナストに強きよう烈れつな一撃を浴びせてやる……！」

　ネッサは瞳ひとみに決意を秘め、力強く言った。

　その視線の先では、空に走った黒い亀き裂れつがさらに大きく広がり続けている。

　果たしてあの扉は、この世界になにをもたらすのか──







「ど、どうなってるの、あれ!?」

　セフィは空を見上げて、思わず叫さけんでしまう。

　日ひ奈な子ことクロウを追いかけて、地下へ向かっていたのだが、突とつ然ぜん黄金の光が噴き上がり、階段が崩くずれ、瓦が礫れきで埋まってしまった。

　広大な研究所なのだから、他ほかにも地下へ向かうルートがあるのは間違いない。しかし、それを闇やみ雲くもに探すわけにもいかず、一度地上へ戻ってきたのだが──

「どう見ても空の扉だな……」

　イシュトは落ち着いた様子で、つぶやいている。

　セフィとイシュトがいるのは、研究所の中庭だ。光が噴き上がったのは、その中庭から百メートルも離れていない位置からだった。

「やっぱり……ヒナがやったの……？」

　日奈子が身体からだから放っていた黄金の光を、セフィは何度も見てきた。

　今見えている光が、これまで見てきた光と同じものであるのは間違いない。

「あたしは、なにもやってないのに……」

　春に一度、空の扉が開いたときは、セフィと日ひ奈な子こが触れ合ったのがきっかけだった。

　日奈子が向かった地下で、いったいなにが起こったのか……。

「あ……光が消える……？」

「セフィ様！　光の中に、誰だれかが──いや、桜さくら井い日奈子だ！　桜井日奈子がいる！」

「えぇっ!?」

　空に向かって昇っている光の柱は、少しずつ消えていこうとしているようだ。

　その光の中に、確かに小さな人ひと影かげが見えている。

　それが日奈子なのかは、光がまぶしくてよくわからない。だが、セフィはすぐに駆かけだしていた。

　ソーディの俊しゆん足そくで、あっという間に光が噴き上がっているところへたどり着き、まさにその瞬間──

「ヒナっ！」

　光が消え、数十メートル上空に浮いていた日奈子が落下してくる。

　セフィは跳とび上がり、落ちてきた日奈子を両腕で受け止め、着地した。

「っと、と。危ないところだったわ……なにしてるのよ、ヒナ」

「……セフィ、ですか？　よかった、無事だったのですね……」

　日奈子は、うつろな目でそんなことを言った。

「それはこっちの台詞せりふよ。あんた、いったいどうしちゃったの？　空の扉が──」

「とびら……？」

「ええ、完全に開いちゃってるわ。あれ、どうしたらいいの……？」

　セフィは日奈子を両腕で抱えたまま、空を見上げる。

　扉はまったく閉じる様子がない。春のときは一瞬だけ開いて、直後に閉じたというのに。

「わたしにもわかりません……いったい、なにが……」

「ヒナ……あんた、どうしたの？　だいぶ消しよう耗もうしてるみたいだけど……」

「……身体からだも砕くだけてないですし、生きてるようだからいいのです……ああっ！」

　日奈子は、はっと目を見開いた。

「セフィ、クローが……クローが……！　クローが死んじゃったのです……！」

「は？　ロウが……？」

　日奈子は、セフィの襟えり元もとを掴つかみ、悲しそうな目を向けてくる。

「あの、パワードスーツがまた出てきて……大きな銃で撃たれて……クローが……！」

「それは大変ね。あの男でも死ぬことがあるなんて思わなかったわ」

「え……？　あの、セフィ……わたしが言ったことわかってますか……？」

　日奈子が、今度は不安そうな目をする。

「ええ、わかってるわ。ただ、一つわからないのは、あたしの胸を後ろから揉もんでるこの手は誰だれの手なのかってことね」

　セフィは、さっきから気づいていた。着地した直後から、誰かの手が伸のびてきて、彼女の豊かな胸を遠慮なく揉もんでいる。

　こんなことをする者は──今は二人いるが、揉み方で誰だかわかってしまう。

「ロウっ、さっさと離れなさい！」

　セフィが振り向いて、そこにいる男をじろりと睨にらみつける。

　彼女の胸を掴つかんでいた手が離れ、クロウがとんと一歩後ろに下がった。

「ちぇ、せっかくいい揉み心地だったのに。もうちょっと堪たん能のうしたかったな」

　笑いながらそう言ったクロウは、服がボロボロになってはいるが、元気そうだ。

　この男はいったいなにを考えてるのだろう、とセフィはおおいに不満だった。久しぶりの再会というほどではないが──以前、別れ際に彼女はクロウに告白したのだ。

　それ以来だというのに、出会い頭のセクハラなど、普段どおりすぎる。

「まったくもう……」

　セフィは、ぶつぶつ言いつつ、抱えていた日ひ奈な子こを下ろす。

「日奈子も無事でよかった。それはいいが……ありゃ、おまえがやったんだよな？」

「そうみたいです……けど、ちょっと待ってください。それより、クローはどうやって助かったのですか……？」

　日奈子は、きょとんと首を傾かしげている。

「ああ。あれだよ」

　クロウは、親指で後ろのほうを指差した。

　彼の数メートル後ろで、頭のゆるそうなメイド服の少女が大きく両手を振っている。

　リンネと──なぜか大だい剣けん聖せいまで一いつ緒しよにいる。

「やっほー、ひーちゃん。ごめんね、おばーちゃんを説得するのに時間かかっちゃった。でも、間一髪、セーフだったよ。いやー、焦あせったね。クロちゃんが爆死しちゃう未来が視みえちゃってさ」

　リンネがぴょんぴょん跳とびはねながら、大声で説明している。

「というわけだ。リンネの奴やつ、また未来を視て、慌あわてて駆かけつけてくれたんだとさ」

　リンネには、ランダムに未来の映像を視る能力がある。

　クロウは、それで過去に何度か助けられているのだ。

「で、リンネがばーさんを監視役にして東京へ来て。俺おれが弾をくらう直前に、助けてくれたんだよ。煙けむりも凄すごかったし、日奈子には見えなかったんだろうな」

　クロウは、苦笑している。

　張り切って日奈子を助けに来ておいて、自分がリンネに助けられたことが照れくさいようだ。

「こんな年寄りをこき使いおって……それで、どうするつもりなんだい？」

　大剣聖がつかつかとこちらに近づきながら、言った。

「どうするって……どうするの、ロウ？」

「俺おれに訊きかれても……とりあえず、もう少しセフィにセクハラしたいが」

「そんな場合じゃない！　あの扉をどうにかしないとまずいでしょ！」

　そう言いつつも、セフィもクロウに対処できる問題ではないのはわかっている。

　だが、こんなことを言っている間にも、空の扉はさらに広がっているのだ。今のうちに対応しなければ、とんでもないことが起こるかもしれない。

「ぬしら、痴ち話わ喧げん嘩かをしている場合ではないぞ」

「ちっ、痴話喧嘩なんかじゃ……！」

「ほら、せっかちなお客さんが来たようさね。妾わたしもこの歳としになって、あれとまた出会うとは思わなんだが……」

「それはどういう……？」

　セフィは首を傾かしげた。空を見上げている大だい剣けん聖せいと同じように、視線をそちらに向ける。

　空の黒い亀き裂れつには、変化が生じつつあった。

　亀裂の拡大はほぼ止まったようだが、亀裂を縁取るように黄金の光が輝き始めている。

　そこから、なにかが顔を出しつつあった。

「あっ、あれは……まさか……」

　セフィは、ごくりとつばを呑のみ込こんだ。

　トカゲに似た、だがトカゲではあり得ない、角が生えた頭。茶色の鱗うろこに覆われた巨体。

　さらに、鋭するどい爪つめが生えた細い前まえ肢あし。

「エイジン……！」

　話に聞いただけの、ソーディアに住むというドラゴンに似た怪物。

　それが今まさに、空の扉から現れようとしているのだ──







　どうにかしないとまずい、というのはクロウにもわかっていた。

　空の扉の開放に続いて、エイジンまでが現れようとしているのだ。既すでに後うしろ肢あしまでが扉の外へと出てきている。あとは、あるとしたらだが、尻尾しつぽを残すのみだろう。

「うおー、でけーなぁ」

　扉はかなり上空にあるので大きさはわかりにくい。それでも、全長十五メートル以上はありそうだ。ティラノサウルスが最大で十三メートルほどのはずだ。それより大きな怪物など、できればお会いしたくなかった。

「あれでも、エイジンの分類では中型──それも、中型の中でも小さいほうさね」

　大剣聖が、淡たん々たんと言った。彼女はエイジンを見慣れているのだろう。

「大型ともなれば、空くう母ぼに匹ひつ敵てきするようなのもおる。あのくらいでラッキーだったと思ったほうがよい。ほれ……来るぞっ！」

「ちっ！」

　クロウは日ひ奈な子この手を取り、駆かけだした。同時に、セフィ、イシュト、リンネ、大だい剣けん聖せいの四人も散開している。

「グオオオオオオオオンッ！」

「…………っ！」

　エイジンが凄すさまじい咆ほう哮こうを上げ、空の扉から完全に抜け出してきた。咆哮のあまりの轟ごう音おんに、クロウは内臓がシェイクされたような衝しよう撃げきを感じた。

「日奈子、我慢しろよ！」

　クロウは頷うなずいた日奈子をなかば抱きしめるようにして、さらにその場から離れていく。

　さすがに、あんなモンスターの相手はしていられない。

　だが──

「マジかよっ！」

　扉から出てきたエイジンは、そのまま重力に引かれて落下してきた。

　ドオッと地じ響ひびきを立てながら、クロウたちがさっきまで立っていたあたりに着地する。地面がエイジンの四本の肢あしの形にえぐれ、クレーターのようにくぼんでいく。

　近くで見ると、さらに大きい。トカゲのような顔に、二本の角、四本の肢に、一いつ対ついの翼まで生えている。どう見ても、神話やゲームに出てくるようなドラゴンそのものだ。

「これは……なんつーか、世界観が違わねぇ？」

「ロウ、のんきなこと言ってる場合じゃないわよ」

　セフィは、冷や汗をかきながら星ほし崩くずしを構かまえている。構えを見ただけで、彼女がずいぶんと腕を上げたことがわかる。それでも、エイジンに太た刀ち打うちできるかどうか──

「あの女、扉を開くとか言ってたけど、ソーディを返すだけじゃ済まねぇじゃねぇか。当然、向こうからも出てくるってこと、忘れてんじゃねぇか？」

　クロウは、この場にいない美み月つきに毒づく。

「日奈子、もっと俺おれにぴったりくっついてろ。いざというときは、おまえを抱えて逃げるからな」

「……あの、それはいいのですが、クロー……」

「ん？」

「さっきから、手がおっぱいに当たっているのです……」

　珍めずらしく、日奈子が頬ほおを赤らめてもじもじしている。

　言われてみると確かに、日奈子を抱きしめるようにしているクロウの手が、彼女の豊かなふくらみに触れてしまっていた。

「……まあいいや。うおー、柔やわらかい。つーか、でかい！　いい感触だし、このままにしておこう」

「い、いえ、決してよろしくはないと思いますが……」

　日奈子が、今度は驚いたような顔をする。

「わたしは護ご衛えい対象だからセクハラはしないのでは……？」

「それはもうおしまいだ」

　クロウはきっぱり言い切った。

「え、待ってください。わたしが扉を開けてしまったから、怒っているのですか……？」

「そうじゃねぇよ。むしろ逆だ。嬉うれしいんだよ」

　クロウは、日ひ奈な子こに笑顔を向ける。

「おまえは──自分の意志で姉に弓を向けた。もう、日奈子は守ってもらうだけの存在じゃない。もちろん守るけど、それだけじゃなくなった……ってことさ」

「クロー……」

　日奈子は、ぼんやりとした目を向けて──少しだけ笑ったようだった。

　姉に弓を向けたことについて、日奈子も複雑な感情を持っているだろうが、クロウはそれを認めてやったのだ。

　それで、日奈子の心が少しでも軽くなったのなら、クロウとしても嬉しい。

「いいように言ってるけど、あんたの毒どく牙がにかかる女の子が増えたってことよね」

　ゴゴゴゴ、と渦うず巻まくような擬ぎ音おんが聞こえそうなほどの殺さつ気きがセフィから放たれている。

「ちょっとみんな、逃げて！」

　リンネが鋭するどい警告を発し、日奈子を除く全員が反射的に動いていた。

　剣けん士したちがいた場所を、鋭く振られたエイジンの前まえ肢あしが唸うなりを上げて通り過ぎていった。

「うおっ……！」

　エイジンの前肢には爪つめがある。それは巨大で分厚く、刃のように尖とがっている。かすっただけでも即死だろう。

「やべー、やべー。こいつ、俺おれらをターゲットにしたみたいだぞ」

　エイジンとでは、さすがに身体からだのサイズが違いすぎる。人間のパワーではどうにもならない。古コ流リユウとか無想ムソウとか、そういうレベルでどうにかなる話ではない。

「こいつは放ほうっておけない！　みんな、下がってろ！」

　そんな声を上げて、イシュトが駆かけだした。

　そう、この場を収められるとすれば、彼女だろう。リンネは愛剣を持っていないし、大だい剣けん聖せいは既すでに引退した身。セフィでは、勝てるかどうかわからない。クロウと日奈子は、論外と言ってもいい。

「グオオオオオッ！」

　エイジンが再び吠ほえ、その二本の前肢から刃が飛び出した。ジョーのエイジンの腕と同じく、やはりこの怪物も剣を操あやつれるらしい。

「ちっ……！」

　イシュトは、エイジンが振るった刃を、ギリギリのところでかわす。凄すさまじい風圧が発生し、彼女はその圧力に立ち向かい、前肢に飛び乗った。

　そこから、肢と胴体を伝ってエイジンの身体を上っていき──首のところで、大きく身体を沈める。

「雷ライ穿セン・天テン衝シヨウ閃セン──！」

　牙きばの道で会得した、イシュトの新技である。敵のふところに潜もぐり込み、死角となる真下から襲おそいかかる突つきが、エイジンの左目を鋭するどくえぐった。

「ウガァァァァァッ！」

　悲鳴を上げ、エイジンが長い首を激しく回し、イシュトは着地に失敗して転がり落ちていく。

「くっ、ちょっと暴れただけでこれか……！　取りつくだけで一苦労だな！」

　イシュトが文句を言いながら、エイジンから離れ、体勢を立て直した。

「目を狙ねらうのは正解だが、両目を奪うばわなければ、暴れ回って厄やつ介かいになるだけだぞ」

　大だい剣けん聖せいは、まるで他た人にん事ごとのようだ。

「おい、ばあさん。エイジンの弱点とかないのかよ？　あいつが研究所の外に出たら、大騒ぎになっちまうぞ」

「空の扉が開いて、充じゆう分ぶん騒ぎになってるさね。ま、弱点なんぞありゃせんよ。そんなものがあれば、ソーディもあやつらから逃げるために戦争なんぞしとらん」

「…………」

　ごもっともだが、この際なんの慰なぐさめにもならない。

「うわっ、あの子、飛ぶよ、飛んじゃうよ！」

　すっかり実況解説役になっているリンネが叫さけんだ。

　彼女の言うとおり、エイジンが翼をはためかせ、身体からだを浮かせ始めていた。あれほどの巨体が、飛べるなど信じられない。

「やべぇな。飛ばれたら手の出しようがねぇぞ」

　こちらからは攻撃できないが、向こうは急降下してきて襲うことも可能なわけだ。

　上空から飛びかかってこられたら、逃げる暇ひまなどあるかどうか。

「そうはいきません──！」

　突とつ然ぜん、凛りんとした声が響ひびいた。

　それと同時に、矢のように飛んできた何者かが、数メートル浮き上がったエイジンと交錯し──怪物の翼が片方、赤い血を噴ふき出だして千切れてしまう。

　エイジンは、そのまま地面に大きな音を立てて落下する。

　鮮あざやかな手並みでエイジンの片翼を斬きり落とした剣けん士しも、クロウたちの前に着地を決めた。手には剣を握にぎっているが、なぜか柄つかと鍔つばだけで刀とう身しんが見当たらない。

「まったく、私の姫君に手を出そうだなんて。爬は虫ちゆう類るいモドキのくせに、やってくれるじゃないですか」

「ソーシャ！」

　セフィが、驚きの声を上げた。

　どうやら、黒髪ポニーテールの彼女が天剣ソーシャらしい。

「待て、セフィはあんたのじゃねぇぞ。ていうか、俺おれのだ」

「……あなたがヒョウカさんのお弟で子しさんですね。なにをおっしゃいますか、姫君の身体からだは私のものですよ？」

「バカ言うな、俺おれがこの身体をものにするまでどれだけかかったと──」

「二人とも黙だまりなさい！」

　セフィが顔を赤くしながら、一いつ喝かつする。

　クロウは言われたとおりに口をつぐみ、ソーシャも同じようにした。今、そんなことで揉もめている状況でもないからだ。

「ウオオオオオオオオオオオオオオッ！」

　三み度たび、エイジンが咆ほう哮こうを上げた。

　目と翼を一つずつ奪うばわれ、かなり怒っているらしい。手負いの獣ほど、厄やつ介かいなものはない。

「なんでもいいけどよ、天剣さん。あんた、責任持って最後まで仕し留とめてくれよ？」

「そうしたいところですが……さてさて、今の私の剣であのしぶとそうな怪物を仕留めきれるかどうか……」

　ソーシャは、困ったように笑いながら言った。

「あれがいる限り、空の扉を通るどころではなさそうですし……なんとかしたいんですけどね」

　ソーシャは、扉のほうに興味があるようだが、なにをためらっているのか。

　さっきの翼を斬きり落とした斬ざん撃げきを見る限り、彼女の剣ならばエイジンの太い首を落とすことも難しくなさそうだが……。

「あの、クロー。扉が閉じそうです」

「は？」

　日ひ奈な子この言葉に、クロウは顔を上げた。

　確かに、空の扉は急速に小さくなりつつあった。春のときと同じく、開いた扉を維持するにはプラスアルファでなにかが必要らしい。

「それはいいんだけどよ……この怪物にお帰りいただくわけにもいかなくなったんじゃねぇ？　どうすんだよ……」

　クロウが嫌そうにつぶやいた、まさにその瞬間──

　再び、空の扉からなにかが飛び出してきた。

「なっ……!?」

　クロウは驚く。それは、エイジンではなく人間──いや、一人の剣けん士しだった。

　巨大な鎌かま──死神が持っていそうな武器を手に、今まさに閉じつつある空の扉から落下してくる。

「グオオオオオッ！」

　エイジンは、咆哮とともにその剣士を狙って両腕の刃を鋭するどく振るう。かするどころか、当たらなくても身体を吹き飛ばされるほどの強きよう烈れつな斬撃──

　しかし、落ちてきた剣けん士しは、空中でくるくると回転し、まるで自在に空を舞うかのように二本の刃の間をくぐり抜け、両手で握にぎった鎌かまを大きく振りかぶった。

「はあぁっ！」

　その剣士は気合いとともに鎌を一いつ閃せんさせ──エイジンの太い首を一刀で鮮あざやかに切断した。

　ずずず、と少しずつエイジンの首がずれて──半分ほどずれると、重みで千切れ、そのまま地面へと落下する。

　それと同時に、エイジンの首を切断した剣士も着地していた。

「な、なんだ……!?」

　さすがにクロウも驚きを隠かくせなかった。扉から現れたこともだが、あれほどあっさりとこの怪物を仕し留とめてしまうとは。

「ふうっ」

　剣士は着地すると、耳にかかっていた髪をさっと後ろに払った。

　ふわふわした金色の髪に、白いカチューシャ。ノースリーブのチュニック。首にスカーフ、腰こしにはベルトを巻いている。

　薄手のチュニックの胸むな元もとは豊かに盛り上がり、裾すそからはまぶしい太ももが伸のびている。

　その剣士は女性──それも、クロウたちとさほど変わらない年齢の少女だった。

「空の扉から出てきた……？　ソーディアのソーディなのか……？」

　クロウは、鎌を持った少女をじっと見つめる。

　エイジンは始末され、扉も閉じつつある──

　しかし、ここにきて、また新たなトラブルの種が登場した。

　クロウにはそう思えてならなかった──






　　　　エピローグ









　山の中は、静けさに満ちていた。

　なぜか、鳥や虫の声もほとんど聞こえない。

　彼はひたすら山道を歩き、鬱うつ蒼そうとした森を抜け、突つき出た崖がけになっている場所に出た。

　その崖には、一人の少女が立っていた。

　燃えるような赤い髪を背中まで伸のばし、ジャージにミニスカートという格好だ。

「……空の扉が開いたよ。もう閉じちゃうみたいだけどなあ。まあ、まだ時が満ちてないってことかあ。ちょっと残念なような、これからが楽しみなような」

「またクロウが関かかわってるんだろうね。あいつは、歩けばトラブルに出会っちゃうから」

　彼は、数歩進んで、少女──スイサーラの隣となりに立った。

「君ときちんと話すのは初めてだったかなあ？　どうも、死し剣けん使つかいのスイサーラだよ」

「これはご丁てい寧ねいに。剣けん聖せいの弟で子し、ラーシュといいます。以後お見知りおきを」

　ラーシュは、スイサーラに小さく会釈する。

「どうも静かだと思ったら、君の気配に怯おびえて、動物たちが逃げ出してたんだね」

　ここは、ラーシュとクロウが剣聖とともに修行した山である。

　ラーシュは師し匠しようの愛剣、久ク遠オン彼方カナタを探しにここに戻って来たのだが、意外な先客がいたというわけだ。

「君は『光コウ』を封ふうじられたって聞いたけど、それでも君からは圧倒的な力を感じるよ」

「これはこれで、面おも白しろいんだよなあ。『光』なしだと、サーラもほとんど人間と変わらないからね。剣術だけで戦う方法を探してるところだよ」

「……剣術だけでも相当だろうけどね」

　別にお世辞を言ったのではない。

　スイサーラは、クロウの古コ流リユウでも防ぼう御ぎよしきれない剣を操あやつっていた。彼女の恐ろしさは、死剣使いのパワーやスピード以上に、完成された太た刀ち筋すじにあるのだ。

「剣術を極きわめるために、ヒョウカと訓練したかったんだけどなあ。あいつ、どこにいるんだろうねえ」

「……あれ、君は聞いてないの？　俺おれたちの師匠せんせいは──」

「クロウに斬きられて死んだ？　ははっ、まさかだよ。あのヒョウカが簡単に死ぬわけがない。クロウはそう思い込んでるみたいだけど、サーラには信じられないなあ」

「そう。まあ、君がどう思おうが、それも自由だけどね」

　剣聖ヒョウカの生死については、ラーシュはある事実を知っている。

　だが、それをスイサーラに教えるつもりはなかった。

「ところで、ここに師匠はいないようだけど、遊び相手ならいるよ？」

「……へぇ」

　スイサーラが、ちらりとラーシュに視線を向ける。

「実は俺おれ、君がさ……けっこう目障りなんだ」

　ラーシュはその言葉とともに──愛剣の獣じゆう斬ざんを抜き放った。

　同じタイミングでスイサーラもジャージの右みぎ袖そでから愛剣──神シン鳴メイ刃ハを飛び出させていた。

　二人は、同時に踏み出し、刃が交錯する。

　キーン、と澄すんだ音が響ひびき、二人はそのまま互いの横を通り抜けた。

「……へえ、さすがはクロウの兄弟弟で子しだなあ。いい剣だ」

「そっちこそ、死し剣けん使つかいは伊だ達てじゃないね。『光コウ』が使えないとは思えない剣だったよ」

　ラーシュの腕には、痺しびれが走っている。一分の乱れもない太た刀ち筋すじだからこそ、ソーディのパワーを持つラーシュとも渡り合えるのだ。

「とりあえず……遊び相手としては悪くなさそうだ。いいよ、サーラが遊んであげよう。でも、遊びだけだよ？　サーラには心に決めた相手がいるから」

「それは、もちろんクロウのことだよね？」

「ああ、そうだよ。サーラはもう、ずっとクロウのことばかり考えてるんだよ。離れてみて、よくわかったんだ」

「クロウともう一度戦いたいって？」

「それもあるけど……」

　サーラはそう言って、わずかに頬ほおを赤らめた。

「実は……サーラはクロウの赤ちゃんがほしい」

「はぁ……？」

「サーラは死剣使い。常に死に近いところに身を置いてる生き物なんだよ。だからかなあ、種族維持本能というか、子孫を残したい欲求も強いみたい。今までは相手がいなかったから、その欲求も感じなかったけどねえ、クロウと出会っちゃったからなあ」

「……それはまた、厄やつ介かいな話で」

　今の話を、セフィあたりが聞いたら卒倒しそうだ。

　しかも、スイサーラは本気なのがタチが悪い。

　今度クロウに会ったら、斬きり合う前に子作りを迫りそうだ。

「まあ、その前にラーシュ、君と遊んであげよう。簡単に壊れないでくれよ？」

「期待を裏切るのは楽しいけど、君との戦いはもっと楽しそうだからね」

　ラーシュは獣斬を中段に構かまえる。その刀とう身しんからは、彼独特の黒い光こう刃じんが立ち昇っている。

　スイサーラは間違いなく強い。しかし、彼女との戦いは多くのものをもたらしてくれるだろう。

　クロウはきっと、この瞬間も強くなり続けている。

　ラーシュもまた、成長しなければならないのだ。







「空の扉が開きましたか」

　太平洋を行く、ダイナスト社の巨大輸送船──その甲板に、パラソルとテーブルが置かれ、そこに白いスーツ姿の男が座っていた。

　頭にはシルクハットをかぶり、テーブルの上のノートパソコンを操作している。

　そのモニターには、東京ソーディアのリアルタイム映像が送られてきていた。

「なにをご覧になっているんですか？」

　甲板を、ゆっくりと一人の美女が歩いてくる。真っ赤なチャイナドレスという、輸送船にはあまり似合わない格好だ。

「……ここは太平洋ですよ、ローズ君。どうせなら、水着でも着たらどうですか？」

　シルクハットの男──ロバート・マキシムは笑いながら言った。

　彼はダイナストの営業マンで、〝奇術師〟という異名を持っている。

「スーツ姿の人には言われたくありません……なるほど、空の扉ですか。この映像を観みる限り、春に開いたときとは、また違うようですね」

「やはり、完全に開くにはまだ足りない要素があるようですが……だいぶ盛り上がってきましたね。世の中が混乱すればするほど美お味いしいのが、我々武器商人ですから。これはテンション上がりますよ」

「あなたはろくな死に方をしないでしょうね。これ、さきほど届いたデータです」

　ローズは、奇術師にＵＳＢメモリを差し出した。

「月つき村むら製薬でのレギオンの戦闘データです。まだ解析していない生データですけど」

「ああ、充じゆう分ぶんですよ。一次資料に目を通すことが大事ですからね」

　奇術師はＵＳＢメモリを受け取って、ノートパソコンに差し込む。

「ふーむ、なるほど。レギオンに統率者をつけるのは有効なようですね。プログラムだけでは、標的の判断ができるかどうかさえ、まだ怪しいですし。彼をわざわざ刑けい務む所しよから出した甲か斐いはありましたかね」

「彼には多少金を使ったので、もっと働いてもらわないと割に合いませんよ。それと、新型アームボディのデータはたいして蓄積されてないそうです。二機小破で、被害もたいしたことはないらしいです」

「あらら、シルフィ議員もお待ちなのに。太たい陽よう教きようのお嬢様も口ほどにもない。ご注文の品を納入する前にデータがほしかったんですけどね」

　ダイナスト社は、日本の元老院議員、シルフィからパワードスーツ──アームボディの大量発注を請けている。現在、急ピッチで生産中なのだが、戦闘プログラムのほうも実戦の経験値を反映させたバージョンをインストールしておきたいのだ。

「あと、もう一つ。こちらはまだ口頭での報告のみですが。アレの身体部分の調整が終わったそうです」

「おっ、本当ですか。いやあ、危険を冒して回収した甲斐がありましたねえ。なんせ、素体としては申し分なしですからね。右腕がなくなってたのも、実験には好都合でしたし。あとは、精神面のコントロールですか」

「それが問題のようですが……間もなくだと思います」

「ふふふ、彼女は状況をさらにかき回してくれるでしょうね。投入が楽しみです」

　奇術師は、にこにこと笑っている。

　こちらの手札は揃そろいつつある。ソーディもブレイズも太たい陽よう教きようも手札を場に出し始め、そろそろ掛け金を決める頃ころ合あいだ。

　かなり張り込んでもいいと、奇術師は考えている。一時的に損をすることになっても、最終的に利益が上がればいい。それが、商売というものだ。

　奇術師は会社員だ。利益を出すことが、すなわち勝利となる。

　そういう意味で、彼は自分の勝利をまったく疑っていなかった。







　ソーディによる日本の支配が七十年も続いている理由はいろいろある。

　そのうちの一つは、ソーディ政府が日本の文化を取り上げなかったことだ。

　特に、日本語を奪うばわず、支配者であるソーディが日本語を公用語としたことにある。彼らはあっさりと母語を捨てたのだ。剣以外にこだわらないソーディらしい判断とも言える。

　しかし──

「なに言ってるのか、さっぱりわかんねぇな」

　空の扉から現れた剣けん士しは、クロウたちを前にしてなにか早口でまくし立てている。

　ソーディアの言葉らしいが、なにひとつ理解できない。剣士はひどく真剣な顔をしているので、聞き流すのも気が引ける。

「いったい、どうしたもんか」

　クロウは額ひたいに手を当ててつぶやく。

　すぐそばにエイジンの生首が転がったままだ。それに、地下にはまだ太陽教の新教祖やパワードスーツたちもいるだろう。

　ここでのんびりしていては危険だ。だが、この剣士──金髪の少女を置いていくわけにもいかなかった。

「やれやれ……仕方ない、妾わたしが通訳してやろう」

「あれ、ばあさん。ソーディアの言葉、まだ覚えてるのか？」

「七十年前まで普通に使っていた言葉だぞ。忘れるわけがないさね」

　大だい剣けん聖せいはそう言うと、金髪の少女の前に立ち、何事か言った。

　それに反応して、金髪の少女がまたべらべらと話し始めた。大剣聖が時折口を挟はさみ、話が進んでいく。

「ふむ……この小こ娘むすめの名前は、ウィニアというらしい」

　そのウィニアは、こくこくと頷うなずいた。

「やはり、ソーディアから来たらしい。どうも、春頃に一度扉が開いたのをソーディア側でも知っていて、かつて扉が開いていたポイントに何人か配置されていたそうだぞ」

「へぇ……」

　クロウは、思わず唸うなった。そこまでして、地球に来なければならない理由がソーディアの住民にはあるのだろうか。

　さらに、金髪の少女──ウィニアが話を続ける。話を聞くうちに、だんだんと大だい剣けん聖せいの顔が曇ってきた。

　どうにも、クロウは嫌な予感がして仕方がなかった。

「……ソーディアは既すでにエイジンたちによって、ほぼ滅ぼされている。エイジンのほうもかなり数を減らしているが、もうソーディアのソーディたちは希望を失っている。失っていた。数すうヶか月げつ前、空の扉が一瞬だけ開く前までは」

　まるで直訳のように、大剣聖は淡たん々たんと語った。

　実際、ウィニアに言われたとおりのことを口に出しただけなのだろう。

　ソーディアは既に滅んでいる──見知らぬ異世界のことではあるが、クロウにもあまり楽しい話ではなかった。

「つまり、あっちのソーディたちは移住を望んでるってことか……？」

　クロウは、唸るようにつぶやいた。まさか、滅亡寸前の状況で、また地球に攻め込むチャンスを狙ねらっているというのも考えにくい。

「ん？」

　クロウは首を傾かしげた。大剣聖がなにか話し、ウィニアが驚いた顔をしたからだ。

　ウィニアは、つかつかとクロウのほうへと歩いてきた。一歩進むたびに、大迫力のボリュームの胸が、ぷるんぷるんと揺ゆれている。どう見てもノーブラだった。

　その過剰すぎるバストの持ち主が、クロウのすぐ前で立ち止まる。胸のふくらみが、クロウの身体からだに当たるほどの距離だ。

「お、おい……なんだ？」

「ワタシ……ワタシハ、ウィニア……デス」

　いきなり、ウィニアがカタコトではあるが、確かに日本語を話した。

　クロウはぎょっとして、思わず身体をのけぞらせてしまう。

　それでも、ウィニアは距離を詰めてくる。

　よく見ると彼女は耳まで真っ赤だ。恥ずかしがっているようだが、なぜか逆に息がかかるほど顔を近づけてきている。

「あのさ、あんた……」

「ワタシハ……剣聖ウィニア。剣けん神しんニ……至ル者……〝ヒョウカ〟ヲ、探シニ、来マシ……タ。アナタハ、ヒョウカノ……弟で子し、ナノデスカ？」

「なにを……言ってる……？」

　ウィニアの言葉の意味を、クロウはしばらく考えてしまう。

　しどろもどろな話し方ではあるが、はっきりと聞き取れた。

　剣けん聖せいウィニア──いったい、どういうことなのか？

　それに、ヒョウカを探しに来たというのは──

　いや、なぜ異世界から来た少女が、ヒョウカの名前を知っているのだろうか？

　そして、幻げん影えいのヒョウカも語っていた〝剣けん神しん〟という言葉──

　ソーディアから来たこの少女は、エイジン以上に嵐を起こす存在かもしれない。

　まっすぐな目を向けてくるウィニアに、クロウはなにも答えてやれなかった──
















あとがき




　どうもこんにちは。鏡かがみ遊ゆうです。

　前巻から引き続いて夏休みのお話です。またバトルに次ぐバトルですけど。

　そして、クロウ君のセクハラにも少しずつ変化が出てきました。

　クロウ君は強さもセクハラも成長するのです。どんな主人公だ。

　物語自体も、いろいろと変化が起こり、新たなドラマが始まっています。これから盛り上がっていきますので、応援していただけると嬉うれしいです！




　神楽かぐら武たけ志し先生のコミカライズ１巻も発売されました。イメージソング付きの特装版もあります。こちらもよろしくお願いします！




　最後に謝辞ですが、今回も１Ｐしかないので、まとめて失礼します。

　読者様、この本の制作に関わってくださったすべての皆様、ありがとうございます！

　それでは、また次巻でお会いできれば！





二〇一三年十一月　鏡遊











　著者

　鏡遊（かがみ・ゆう）

　　フリーのシナリオライター。

　　主にＰＣゲームのシナリオを執筆。

　　ライトノベルのお仕事もなんとか続いています。

　　最近、寒くなってきました。一番好きな季節は夏ですが、調子がいいのは冬なんですよね。好調な時期に、仕事を頑張って進め……られるといいなあ。




　イラスト

　みけおう（みけおう）

　　北海道出身、札幌在住のイラストレーター。

　　もうすぐクリスマスなので、庭の針葉樹に飾りつけをしました。

　　仕事部屋から外を見るとクリスマスツリー…良いです！

　　サンタさんからプレゼントをもらえるなら今年は仕事部屋に敷くじゅうたんが欲しいです。




　　ＨＰ「PINK CHUCHU」

　　http://www2.odn.ne.jp/~cai16580/
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